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③ 機械土工（岩石） 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，道路，河川工事等の岩掘削に適用する。なお，砂防，ダム，トンネルの本体工事の岩掘削及び水中掘削には適用しない。

2. 掘削法の選定 

 ２－１ 掘削法の選定フロー 
   掘削法の選定フローは，下記を標準とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 掘削法の選定フロー 
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２－２ 岩分類及び適用掘削法 
   岩分類に対する適用掘削法は，次表（○印）を標準とする。 

表2.1 適 用 掘 削 法 の 選 定 

施
工
形
態 

掘  削  法 掘 削 法 説 明 

岩   分   類 

軟 岩 硬 岩 

オ 

ー 

プ 

ン 

カ 

ッ 

ト 

リ ッ パ 掘 削 

リッパ掘削とは，リッパ装置付ブルドーザによる

岩掘削と押土を行う工法である。なお，掘削補助

として大型ブレーカを組合せる。 

○ ― 

火薬併用リッパ掘削 

（クローラドリル） 

火薬併用リッパ掘削（クローラドリル）とは，ク

ローラドリルによる削孔及びふかし発破後，リッ

パ装置付ブルドーザによる掘削と押土を行う工

法である。なお，掘削補助として大型ブレーカを

組合せる。 

― ○ 

大 型 ブ レ ー カ 掘 削 
大型ブレーカ掘削とは，大型ブレーカにより掘削

する工法である。 
○ ○ 

片 
 
 

切 

片 切 掘 削 

（人力併用機械掘削） 

機械掘削（大型ブレーカ掘削）と人力掘削（コン

クリートブレーカ掘削）の組合せにより掘削する

工法である。 

○ ○ 

片 切 掘 削 

（火薬併用機械掘削） 

機械掘削（大型ブレーカ掘削）と火薬掘削（クロ

ーラドリルによる削孔後，発破による掘削）の組

合せにより掘削する工法である。 

― ○ 

(注) 1. 押土作業には，破砕片を運搬機械に積込むまでの集積作業を含む。 

2. 軟岩は，軟岩（Ⅰ）と軟岩（Ⅱ）を含む。硬岩は，中硬岩と硬岩（Ⅰ）を含む。 

3. 硬岩（Ⅱ）の掘削は，別途考慮する。 

 

3. 機械損料の補正 

  ショベル系掘削機，ブルドーザ，ダンプトラックの岩分類に対する機械損料の補正は次表とする。 
 

表3.1 補 正 係 数 

岩分類 
機械名 

軟 岩 硬 岩 摘    要 

ショベル系掘削機 ＋0.10 ＋0.25  

ブ ル ド ー ザ ― ＋0.25 ブルドーザ（リッパ装置付）は除く 

ダ ン プ ト ラ ッ ク ― ＋0.25 専用ダンプは除く 

(注) 軟岩の掘削後の押土，積込み及び運搬用機械は補正しない。 
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4. 機種の選定 

  各掘削法による機械・規格は，次表を標準とする。 
表4.1 機 種 の 選 定 

掘 削 法 機 械 名 規   格 単位 数量 摘  要 

リ ッ パ 掘 削
リッパ装置付 

ブルドーザ  

排出ガス対策型 

（第１次基準値）32ｔ級 
台 １  

火薬併用リッパ掘削

（クローラドリル）

クローラドリル 油圧式搭乗式150kg 級 〃 １
ロッド規格 径 32㎜ ℓ＝3m 

ビット規格 32㎜用 径 65㎜ 

リッパ装置付 

ブルドーザ  

排出ガス対策型 

（第１次基準値）32ｔ級 
〃 １  

大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

大型ブレーカ掘削 大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

片 切 掘 削

（人力併用機械掘削）
大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

片 切 掘 削

（火薬併用機械掘削）

クローラドリル 油圧式搭乗式150kg 級 〃 １
ロッド規格 径 32㎜ ℓ＝3m 

ビット規格 32㎜用 径 65㎜ 

大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

(注) 大型ブレーカのベースマシンは，バックホウ（排出ガス対策型（第１次基準値）・クローラ型山積0.8㎥（平積

0.6㎥））とする。 

5. 施 工 歩 掛 

５－１ リッパ掘削 
   リッパ掘削は，オープンカットに適用する。なお，作業は作業面をリッピング作業した後，押土を行い，補助とし

て大型ブレーカを使用する。作業はリッピング作業と押土作業の複合作業とし，次表による。 
表5.1 リッパ掘削１日当り施工量 

岩  分  類 単 位 施 工 量 

軟  岩 ｍ3 340 

  
１日当り掘削歩掛は，次表とする。 

表5.2 リッパ掘削１日当り歩掛 （１日当り）

名   称 規  格 単位 数 量 

リッパ装置付ブルドーザ運転 
排出ガス対策型 

（第１次基準値）32ｔ級 日 0.9 

諸    雑    費    率  ％ 7 

(注) 1. 歩掛は，リッピング長及びリッパ爪数にかかわらず上表による。 
2. 上表には，法面整形の歩掛は含まない。 
3. 諸雑費は，補助機械の費用であり，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 
4. 押土距離及び集積作業の押土距離は，30ｍまでの範囲とする。 
5. 上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 機種の選定 

  各掘削法による機械・規格は，次表を標準とする。 
表4.1 機 種 の 選 定 

掘 削 法 機 械 名 規   格 単位 数量 摘  要 

リ ッ パ 掘 削
リッパ装置付

ブ ル ド ー ザ

排出ガス対策型 

（第１次基準値）32ｔ級 
台 １  

火薬併用リッパ掘削

（クローラドリル）

クローラドリル 油圧式搭乗式150kg 級 〃 １
ロッド規格 径 32㎜ ℓ＝3m 

ビット規格 32㎜用 径 65㎜ 

リッパ装置付

ブ ル ド ー ザ

排出ガス対策型 

（第１次基準値）32ｔ級 
〃 １  

大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

大 型 ブ レ ー カ 掘 削 大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

片 切 掘 削

（人力併用機械掘削）
大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

片 切 掘 削

（火薬併用機械掘削）

クローラドリル 油圧式搭乗式150kg 級 〃 １
ロッド規格 径 32㎜ ℓ＝3m 

ビット規格 32㎜用 径 65㎜ 

大型ブレーカ 油圧式1,300kg 級 〃 １  

(注) 大型ブレーカのベースマシンは，バックホウ（排出ガス対策型（第２次基準値）・クローラ型山積0.8㎥（平積 

0.6 ㎥））とする。 
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５－２ 火薬併用リッパ掘削 
   火薬併用リッパ掘削は，オープンカットに適用する。掘削歩掛は，次表とする。 
 

表5.3 火薬併用リッパ掘削１日当り施工量 

岩  分  類 単 位 施 工 量 

硬   岩 ｍ3 190 

 
 
   １日当り掘削歩掛は，次表とする。 

表5.4 火薬併用リッパ掘削歩掛 （１日当り）

名   称 規   格 単 位 数  量 

世 話 役  人 0.6 

削 岩 工  〃 1.3 

特 殊 作 業 員  〃 1.3 

普 通 作 業 員  〃 0.6 

ク ロ ー ラ ド リ ル 運 転 油圧式搭乗式150kg級 日 0.6 

リ ッ パ 装 置 付 ブ ル ド ー ザ 運 転 
排出ガス対策型（第１次基準値）

32ｔ級 
〃 0.4 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 〃 0.7 

諸 雑 費 率  ％ 25    

(注) 1. 上表には，法面整形の歩掛は含まない。 

2. リッパ装置付ブルドーザ，リッパ掘削歩掛は，リッピング長及びリッパ爪数にかかわらず上表による。 

3. 上表のリッパ装置付ブルドーザ押土歩掛は，30ｍまでの範囲とする。 

なお，運搬機械に積込むための集積作業の押土歩掛は，上表に含まれる。 

4. 諸雑費は，火薬・雷管の費用，ロッド・ビットの損耗費，発破器具類の費用，大型ブレーカ用チゼル損耗費で

あり，労務費及び機械運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

5. 上表により難い場合は，別途考慮する。 
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 ５－３ 大型ブレーカ掘削 
    (１) 大型ブレーカ掘削（Ⅰ） 
       大型ブレーカ掘削（Ⅰ）は，掘削箇所に大型ブレーカが入り作業できる場合に適用する。 
       岩分類別の掘削歩掛は，次表とする。 

表5.5 大型ブレーカ掘削（Ⅰ）１日当り施工量 

岩  分  類 単  位 施 工 量 

軟   岩 ｍ3 63 

硬   岩 〃 41 

   １日当り掘削歩掛は，次表とする。 

表5.6 大型ブレーカ掘削歩掛（Ⅰ） （１日当り）

名  称 規  格 単  位 軟 岩 硬 岩 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 日 1.0 1.0 

諸 雑 費 率  ％ 8 28 

(注) 1. 作業範囲は，機械走行面により上下に５ｍ以内を標準とする。 

2. 上表は，転石の小割には適用しない。 

3. 上表には，破砕片除去，法面整形は含まない。 

4. 諸雑費は，大型ブレーカ用チゼル損耗費であり，機械損料及び運転経費に上表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 

5. 上表により難い場合は，別途考慮する。 

 
    (２) 大型ブレーカ掘削（Ⅱ） 
       大型ブレーカ掘削（Ⅱ）は，床掘作業で掘削箇所に大型ブレーカが入れない場合で，掘削箇所の外から作

業する場合に適用する。 
       岩分類別の掘削歩掛は，次表とする。 

表5.7 大型ブレーカ掘削（Ⅱ）１日当り施工量 

岩  分  類 単  位 施 工 量 

軟   岩 ｍ3 32 

硬   岩 〃 21 

   １日当り掘削歩掛は，次表とする。 

表5.8 大型ブレーカ掘削歩掛（Ⅱ） （１日当り）

名  称 規  格 単  位 軟 岩 硬 岩 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 日 1.0 1.0 

諸 雑 費 率  ％ 4 14 

(注) 1. 上表は，転石の小割には適用しない。 

2. 上表は，破砕片除去，法面整形は含まない。 

3. 諸雑費は，大型ブレーカ用チゼル損耗費であり，機械損料及び運転経費に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

4. 上表により難い場合は，別途考慮する。 
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５－４ 片切掘削（人力併用機械掘削） 
     岩分類別の歩掛は，次表とする。 

表5.9 片切掘削（人力併用機械掘削）１日当り施工量 

岩  分  類 単  位 施 工 量 

軟   岩 ｍ3 49 

硬   岩 〃 29 

 １日当り掘削歩掛は，次表とする。 

表5.10 片切掘削（人力併用機械掘削）歩掛 （１日当り）

名   称 規   格 単  位 軟 岩 硬 岩 

特 殊 作 業 員  人 2.5 2.7 

普 通 作 業 員  〃 1.0 1.2 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 日 0.8 0.8 

諸 雑 費 率  ％ 7 14 

(注) 1. 上表には法面整形，破砕片除去，集積，積込作業は含まない。 

なお，法面整形は法面工（法面整形工）の切土整形にて計上する。 

2. 諸雑費は，コンクリートブレーカ損料及びコンクリートブレーカ用チゼルの損耗費，空気

圧縮機（排出ガス対策型（第１次基準値））損料・運転経費，大型ブレーカ用チゼル損耗費

であり，労務費，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上

する。 

3. 上表により難い場合は，別途考慮する。 

 
 
 ５－５ 片切掘削（火薬併用機械掘削） 
     岩分類別の掘削歩掛は，次表とする。 

表5.11 片切掘削（火薬併用機械掘削）１日当り施工量

岩  分  類 単  位 施 工 量 

硬   岩 ｍ3 55 

  

 １日当り掘削歩掛は，次表とする。 

表5.12 片切掘削（火薬併用機械掘削）歩掛 （１日当り）

名   称 規   格 単 位 数   量 

世 話 役  人 0.5 

さ く 岩 工  〃 1.8 

特 殊 作 業 員  〃 0.9 

普 通 作 業 員  〃 0.5 

ク ロ ー ラ ド リ ル 運 転 油圧式搭乗式150kg級 日 0.8 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 〃 0.8 

諸 雑 費 率   ％ 19    

(注) 1. 上表には法面整形，破砕片除去，押土，積込作業は含まない。 

2. 諸雑費は，火薬・雷管の費用，大型ブレーカ用チゼル損耗費，ロッド・ビット損耗費，

発破器具費用であり，労務費及び機械運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。 

3. 上表により難い場合は，別途考慮する。 
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6. 単  価  表 

（１） リッパ掘削押土10㎥当り単価表 

名     称 規     格 単位 数  量 摘      要 

リッパ装置付ブルドーザ運転 
排出ガス対策型  

（第１次基準値）32ｔ級
日  表5.2×10／Ｄ 

諸 雑 費  式 1 表5.2 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
（２） 火薬併用リッパ掘削押土10㎥当り単価表 

名     称 規     格 単位 数  量 摘      要 

世 話 役  人  表5.4×10／Ｄ 

さ く 岩 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 
普 通 作 業 員  〃  〃 
ク ロ ー ラ ド リ ル 運 転 油圧式搭乗式150kg級 日  〃 

リッパ装置付ブルドーザ運転 
排排出ガス対策型 

（第１次基準値）32ｔ級
〃  〃 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 〃  〃 
諸 雑 費  式 1 表5.4 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

（３） 大型ブレーカ掘削（Ⅰ）10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単位 数 量 摘     要 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 日  表5.6×10／Ｄ 

諸 雑 費  式 １ 表5.6 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

（４） 大型ブレーカ掘削（Ⅱ）10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単位 数 量 摘     要 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 日  表5.8×10／Ｄ 

諸 雑 費  式 １ 表5.8 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

（５） 片切掘削（人力併用機械掘削）10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単位 数 量 摘     要 

特 殊 作 業 員  人  表5.10×10／Ｄ 

普 通 作 業 員  〃   〃 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 日   〃 

諸 雑 費   式 １ 表5.10 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
機械土工（岩石） 

 

工種名 現  行 改  定 
 
機械土工（岩石） 
 

 (６) 片切掘削（火薬併用機械掘削）10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単位 数 量 摘     要 

世 話 役   人  表5.12×10／Ｄ 

削 岩 工   〃   〃 

特 殊 作 業 員   〃   〃 

普 通 作 業 員   〃   〃 

ク ロ ー ラ ド リ ル 運 転 油圧式搭乗式150kg級 日   〃 

大 型 ブ レ ー カ 運 転 油圧式1,300kg級 〃    〃 

諸 雑 費   式 １ 表5.12 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

（７） 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

リ ッ パ 装 置 付 
ブ ル ド ー ザ 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 32ｔ級 

機―18 

[リッパ掘削] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→153 

機 械 損 料 数 量→ 1.47 

[火薬併用リッパ掘削] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 90 

機 械 損 料 数 量→ 1.47 

大 型 ブ レ ー カ 
（バックホウ装着） 

油圧式1,300kg級 機―20 

[火薬併用リッパ掘削] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 94 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第１次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

[大型ブレーカ掘削（Ⅰ），（Ⅱ）] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→135 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第１次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

[片切掘削（人力併用機械掘削）] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 92 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第１次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

[片切掘削（火薬併用機械掘削）] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→103 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第１次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

ク ロ ーラ ドリ ル 油圧式搭乗式150kg級 機―24 

[火薬併用リッパ掘削] 

燃 料 消 費 量→ 67 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.36 

[片切掘削（火薬併用機械掘削）] 

燃 料 消 費 量→ 85 

機 械 損 料 数 量→ 1.36 
 

 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
（７） 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

リ ッ パ 装 置 付
ブ ル ド ー ザ

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 32ｔ級

機―18 

[リッパ掘削] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→153 

機 械 損 料 数 量→ 1.47 

[火薬併用リッパ掘削] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 90 

機 械 損 料 数 量→ 1.47 

大 型 ブ レ ー カ
（バックホウ装着）

油圧式1,300kg級 機―20 

[火薬併用リッパ掘削] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 94 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第２次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

[大型ブレーカ掘削（Ⅰ），（Ⅱ）] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→135 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第２次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

[片切掘削（人力併用機械掘削）] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→ 92 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第２次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

[片切掘削（火薬併用機械掘削）] 

運 転 労 務 数 量→ 1.00 

燃 料 消 費 量→103 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.33 

（バックホウ排出ガス対策型(第２次基準値)・

クローラ型山積0.8㎥（平積0.6㎥）） 

機 械 損 料 数 量 ２→ 1.33 

（大型ブレーカ油圧式1,300kg級） 

ク ロ ー ラド リル 油圧式搭乗式150kg級 機―24 

[火薬併用リッパ掘削] 

燃 料 消 費 量→ 67 

機 械 損 料 数 量 １→ 1.36 

[片切掘削（火薬併用機械掘削）] 

燃 料 消 費 量→ 85 

機 械 損 料 数 量→ 1.36 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
安定処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
土 工 
安定処理工 
 

 
1.  安定処理工 

 １－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，現位置での路上混合作業で，混合深さ100cmまで，かつ１層までの混合に適用する。 

  なお，１層の混合深さが100cmを超える場合や２層以上混合する場合は，別途考慮する。 

 

 １－２ 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
   2. 養生は，必要に応じて計上する。 

 

 １－３ 編 成 人 員 

  日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表1.1 日当り編成人員 （人）

世 話 役 普通作業員 

1 3 

(注) 普通作業員の作業内容は，固化材の散布，混合及び敷均し作業の補助労務であ

る。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
安定処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
１－４ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表1.2 機種の選定 

作業種別 機 械 名 規   格 単位

数量 

摘要
60cm以下

60cmを超え

100cm以下

固 化 材 散 布 バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型（第2次基準値）クローラ型

クレーン機能付2.9t吊 

山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

台 １ １ 

混 合

(混合深さ60cm以下)
スタビライザ 

路床改良用 

処理幅２ｍ 処理深さ0.6ｍ 
〃 １ － 

混 合

(混合深さ60cmを超え100cm以下)
スタビライザ 

路床改良用 

処理幅２ｍ 処理深さ1.2ｍ 
〃 － １ 

敷 均 し モータグレーダ ブレード幅3.1ｍ 〃 １ １ 

締 固 め タイヤローラ 排出ガス対策型（第1次基準値）８～20t 〃 １ １ 

(注) 現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

 
１－５ 日 当 り 施 工 量 

  安定処理工の日当り施工量は，次のとおりとする。 

表1.3 日当り施工量 

混 合 回 数 単  位 数    量 

１回 ｍ2 790 

２回 〃 690 

(注) 1. 混合回数は，消石灰・セメント系は１回，生石灰は２回を標準とする。

ただし，土質状態により，これにより難い場合は，別途考慮する。 

2. 固化材散布，混合，敷均し，締固めを全て含んだ標準施工量である。

3. 上表には，100ｍ程度の仮置場～現場までの小運搬及び現場内小運搬

が含まれている。 

 
１－６ 諸 雑 費 

  諸雑費は，養生中の飛散防止等（シート掛け等）の費用であり，労務費，機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を

乗じた金額を上限として計上する。 

表1.4 諸 雑 費 率 （％）

諸  雑  費  率 ３ 

(注) 養生中の飛散防止等が不要の場合は，計上しない。 

 
 
 
 
 

 
１－４ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 
表1.2 機種の選定 

作業種別 機 械 名 規   格 単位

数量 

摘要 
60cm以下 

60cmを超え 
100cm以下 

固 化 材 散 布 バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型（第2次基準値）クローラ型
クレーン機能付2.9t吊 
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

台 １ １ 
 
 

混 合
(混合深さ60cm以下)

スタビライザ
路床改良用 
処理幅２ｍ 処理深さ0.6ｍ 

〃 １ － 
 

混 合
(混合深さ60cmを超え100cm以下)

スタビライザ
路床改良用 
処理幅２ｍ 処理深さ1.2ｍ 

〃 － １ 
 

敷 均 し モータグレーダ ブレード幅3.1ｍ 〃 １ １  

締 固 め タイヤローラ 排出ガス対策型（第1次基準値） ８～20t 〃 １ １  

(注) 1. バックホウは，賃料とする。 

2. 現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
安定処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
１－７ 単 価 表 

 １－７－１ 安定処理100ｍ2当り単価表 

 

 １－７－２ 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型（第2次基準
値）クローラ型 
クレーン機能付2.9t吊 
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3)

機―18 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→ 48 
機械損料数量→ 1.56 

ス タ ビ ラ イ ザ 
路床改良用 
処理幅 ２ｍ 
処理深さ 0.6ｍ 

機―18 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→113 
機械損料数量→ 1.68 

ス タ ビ ラ イ ザ 
路床改良用 
処理幅 ２ｍ 
処理深さ 1.2ｍ 

機―18 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→140 
機械損料数量→ 1.68 

モータグレーダ ブレード幅 3.1ｍ 機―18 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→ 39 
機械損料数量→ 1.85 

タ イ ヤ ロ ー ラ 
排出ガス対策型(第1次基準値)
８～20t 機―18 

運転労務数量→ 0.90 
燃 料 消 費 量→ 26 
機械損料数量→ 1.80 

 
 
 
 
 
 

名     称 規     格 単 位 数  量 摘      要

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表1.1 表1.3 

普 通 作 業 員  〃 ３×100／Ｄ 表1.1 表1.3 

固 化 材  t  石灰，セメント系 

バックホウ運転 

排出ガス対策型（第２次基準値）
クローラ型 
クレーン機能付2.9t吊 
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

日 100／Ｄ 表1.3 

スタビライザ運転 
路床改良用 処理幅２ｍ
処理深さ0.6ｍ又は1.2ｍ

〃 100／Ｄ  〃 

モータグレーダ運転 ブレード幅3.1ｍ 〃 100／Ｄ  〃 

タイヤローラ運転 
排出ガス対策型 
（第1次基準値）８～20t

〃 100／Ｄ  〃 

諸 雑 費  式 １ 表1.4 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

１－７－２ 機械運転単価表 

機  械  名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型（第2次基準
値）クローラ型 
クレーン機能付2.9t吊 
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3)

機―28 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→ 48 
賃 料 数 量 → 1.56 

ス タ ビ ラ イ ザ
路床改良用 
処理幅 ２ｍ 
処理深さ 0.6ｍ 

機―18 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→113 
機械損料数量→ 1.68 

ス タ ビ ラ イ ザ
路床改良用 
処理幅 ２ｍ 
処理深さ 1.2ｍ 

機―18 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→140 
機械損料数量→ 1.68 

モータグレーダ ブレード幅 3.1ｍ 機―18 
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→ 39 
機械損料数量→ 1.85 

タ イ ヤ ロ ー ラ
排出ガス対策型(第1次基準値)
８～20t 機―18 

運転労務数量→ 0.90 
燃 料 消 費 量→ 26 
機械損料数量→ 1.80 

 
 
 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
安定処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
2. 安定処理工（バックホウ混合） 

 ２－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，現場条件によりスタビライザによる施工ができない路床改良工事，及び構造物基礎の地盤改良工事で，１層

の混合深さが路床１ｍ以下・構造物基礎２ｍ以下における現位置での混合作業に適用する。 
  なお，固化材はセメント系のみとし，路床改良工事における適用可能な現場条件とは次の何れかに該当する箇所とする。

  ①施工現場が狭隘な場合 
  ②転石がある場合 
  ③移設出来ない埋設物がある場合 

 
 ２－２ 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 
 ２－３ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表2.1 機種の選定 

施 工 箇 所 作 業 種 別 機 械 名 規       格 単位 数量 摘要

路 床

固化材散布 
混 合 

バックホウ 
排出ガス対策型（第1次基準値） 
クローラ型 クレーン機能付 2.9ｔ吊
山積0.5ｍ3(平積0.4ｍ3) 

台 １  

敷 均 し バックホウ 
排出ガス対策型（第1次基準値） 
クローラ型 山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3)

〃 1  

締 固 め タイヤローラ 
排出ガス対策型（第1次基準値） 
８～20ｔ 

〃 1  

構造物基礎

固化材散布 
混 合 
敷 均 し 

バックホウ 
排出ガス対策型（第1次基準値） 
クローラ型 クレーン機能付 
2.9ｔ吊山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

〃 1  

締 固 め 振動ローラ ハンドガイド式 0.8～1.1ｔ 〃 1
 
 

(注) 1. 現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

   2. 振動ローラは，賃料とする。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２－３ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表2.1 機種の選定 

施 工 箇 所 作 業 種 別 機 械 名 規       格 単位 数量 摘要 

路 床

固化材散布
混 合

バックホウ
排出ガス対策型（第2次基準値） 
クローラ型 クレーン機能付 2.9ｔ吊
山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

台 １  

敷 均 し バックホウ
排出ガス対策型（第2次基準値） 
クローラ型 山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3)

〃 1  

締 固 め タイヤローラ
排出ガス対策型（第1次基準値） 
８～20ｔ 

〃 1  

構造物基礎

固化材散布
混 合
敷 均 し

バックホウ
排出ガス対策型（第2次基準値） 
クローラ型 クレーン機能付 
2.9ｔ吊山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

〃 1  

締 固 め 振動ローラ ハンドガイド式 0.8～1.1ｔ 〃 1  

(注) 1. 現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

   2. バックホウ及び振動ローラは，賃料とする。 

 
 
 
 
 
 

機

材

搬

入

固

化

材

散

布

混

合

敷

均

し

締

固

め

後

片

付

け

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
安定処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
２－４ 編 成 人 員 

  日当り編成人員は，次表のとおりとする。 

表2.2 日当り編成人員 （人）

施 工 箇 所 世 話 役 特殊作業員 普通作業員 

路 床 1 － 3 

構 造 物 基 礎 1 1 1 

 
２－５ 日 当 り 施 工 量 

  バックホウ混合の日当り施工量は，次のとおりとする。 

表2.3 日当り施工量 (ｍ2／日)

施 工 箇 所 混 合 深 さ 数   量 

路 床 １ｍ以下 180 

構 造 物 基 礎 
１ｍ以下 127 

１ｍを超え２ｍ以下 74 

(注) 1. 上記数量は１層当りの数量である。 

2. 固化材散布，混合，敷均し，締固めを全て含んだ標準施工量である。 

3. 上表には，50ｍ程度の現場内小運搬が含まれている。 

 
２－６ 単 価 表 

 ２－６－１ 安定処理100ｍ2当り（路床）単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表2.2，表2.3 

普 通 作 業 員  〃 ３×100／Ｄ   〃 

固 化 材  ｔ  セメント系 

バックホウ運転
排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型 クレーン機能付 
2.9ｔ吊山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

日 100／Ｄ 表2.3 

バックホウ運転
排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型 山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3）

〃 100／Ｄ 〃 

タイヤローラ運転
排出ガス対策型(第1次基準値) 

８～20ｔ 
〃 100／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２－６ 単 価 表 

 ２－６－１ 安定処理100ｍ2当り（路床）単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表2.2，表2.3 

普 通 作 業 員  〃 ３×100／Ｄ   〃 

固 化 材  ｔ  セメント系 

バックホウ運転
排出ガス対策型(第2次基準値) 
クローラ型 クレーン機能付 
2.9ｔ吊山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

日 100／Ｄ 表2.3 

バックホウ運転
排出ガス対策型(第2次基準値) 
クローラ型 山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3）

〃 100／Ｄ 〃 

タイヤローラ運転
排出ガス対策型(第1次基準値) 

８～20ｔ 
〃 100／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 
 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
安定処理工 

 

工種名 現  行 改  定 
 ２－６－２ 安定処理100ｍ2当り（構造物基礎）単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表2.2，表2.3 

特 殊 作 業 員  〃 １×100／Ｄ   〃 

普 通 作 業 員  〃 １×100／Ｄ   〃 

固 化 材  ｔ  セメント系 

バックホウ運転

排出ガス対策型 (第1次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付 2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日 100／Ｄ 表2.3 

振動ローラ運転 ハンドガイド式 0.8～1.1ｔ 〃 100／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 ２－６－３ 機械運転単価表 

機 械 名 規      格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付 2.9ｔ吊 
山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→45 
機械損料数量→1.27 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型 
山積0.28ｍ3（平積0.2ｍ3） 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→12 
機械損料数量→0.88 

タ イ ヤ ロ ー ラ
排出ガス対策型(第1次基準値) 
８～20ｔ 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→7.1 
機械損料数量→0.95 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付き 2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→79 
機械損料数量→1.25 

振 動 ロ ー ラ ハンドガイド式 0.8～1.1ｔ 機－16 
燃 料 消 費 量→0.7 
賃 料 数 量→1.25 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ２－６－２ 安定処理100ｍ2当り（構造物基礎）単価表 

名    称 規        格 単位 数  量 摘   要 

世 話 役  人 １×100／Ｄ 表2.2，表2.3 

特 殊 作 業 員  〃 １×100／Ｄ   〃 

普 通 作 業 員  〃 １×100／Ｄ   〃 

固 化 材  ｔ  セメント系 

バックホウ運転

排出ガス対策型 (第2次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付 2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

日 100／Ｄ 表2.3 

振動ローラ運転 ハンドガイド式 0.8～1.1ｔ 〃 100／Ｄ 〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 
 ２－６－３ 機械運転単価表 

機 械 名 規      格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第2次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付 2.9ｔ吊 
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3） 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→45 
賃 料 数 量→1.27 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第2次基準値) 
クローラ型 
山積0.28ｍ3（平積0.2ｍ3） 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→12 
賃 料 数 量→0.88 

タ イ ヤ ロ ー ラ
排出ガス対策型(第1次基準値) 
８～20ｔ 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→7.1 
機械損料数量→0.95 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第2次基準値) 
クローラ型 
クレーン機能付き 2.9ｔ吊 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3） 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→79 
賃 料 数 量→1.25 

振 動 ロ ー ラ ハンドガイド式 0.8～1.1ｔ 機－16 
燃 料 消 費 量→0.7 
賃 料 数 量→1.25 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
基礎・裏込砕石工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

共通工 

基礎・裏込砕

石工 

 

 

② 基礎・裏込砕石工 

 

１． 適用範囲 

 

    本資料は，無筋構造物，鉄筋構造物，小型構造物の基礎・裏込砕石工に適用する。 

    なお，橋台・橋脚，擁壁，函渠，共同溝等の構造物については，別途資料による。 

 

２． 施工概要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機種の選定 

材料投入に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

       

     

       

       

 

 

 

４. 材料のロス率（Ｋ）  

材料のロス率（Ｋ）は，次表による。 

表4.1 ロス率（Ｋ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機種の選定 

材料投入に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

 

 

(注) 1.バックホウは，賃料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 材
料

投

入

締

固

め

敷

均

し

機 械 名 規   格 単 位 数 量 

バックホウ 
排出ガス対策型（第１次基準
値)･クローラ型山積0.8ｍ3(平
積0.6ｍ3) 

台 １ 

材      料 ロ  ス  率 

クラッシャラン等 +0.20 

現行のとおり 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
基礎・裏込砕石工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

５． 日当り編成人員 

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

           表5.1 日当り編成人員         (人)  

        

 

 

 

 

 

 

６． 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

                表6.1 日当り施工量           (１日当り)  

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 上表には，20ｍ程度の現場内小運搬を含む。 

     2. 基礎砕石工の敷均し厚は20cmまでを対象とし，それを超える場合は 

       上表に0.7を乗じた数量を計上する。 

       ただし，この場合の敷均し厚は30 cmまでを上限とする。 

 

７． 諸雑費 

 諸雑費は，締固め機械等の損料及び燃料の経費であり，労務費， 

機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表7.1 諸雑費率 （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 諸雑費 

 諸雑費は，締固め機械等の賃料及び燃料の経費であり，労務費， 

機械賃料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表7.1 諸雑費率 （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

工  種  名 諸 雑 費 率 

基 礎 砕 石 工 0.7 

裏 込 砕 石 工 0.7 

名     称 基礎砕石工 裏込砕石工 

世 話 役 0.6 0.7 

特 殊 作 業 員 1.1 1.3 

普 通 作 業 員 2.9 3.3 

工 種 名 単 位 数     量 

基 礎 砕 石 工 ｍ2 155 

裏 込 砕 石 工 ｍ3 38 

工  種  名 諸 雑 費 率 

基 礎 砕 石 工 0.7 

裏 込 砕 石 工 0.7 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
基礎・裏込砕石工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

８． 単価表 

(１) 基礎砕石工100ｍ2当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(２) 裏込砕石工10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(３) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

８． 単価表 

(１) 基礎砕石工100ｍ2当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(２) 裏込砕石工10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(３) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

名   称 規   格 単位 数    量 摘  要 

世 話 役  人 0.6×100／Ｄ 表5.1, 表6.1 

特 殊 作 業 員  〃 1.1×100／Ｄ 〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 2.9×100／Ｄ 〃   〃 

砕 石  ｍ3 100×厚さ(m)×(１＋Ｋ) 表4.1 

バックホウ運転

排出ガス対策型(第1
次基準値)・クローラ
型山積0.8ｍ3(平積
0.6ｍ3) 

日 １×100／Ｄ 表3.1, 表6.1 

諸 雑 費  式 １ 表7.1 

計     

機 械 名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第１次基
準値)・クローラ型山積0.8
ｍ3(平積0.6ｍ3) 

機－18 

（基礎砕石工） 
運転労務数量→0.58 
燃 料 消 費 量→41 
機械損料数量→0.79 

（裏込砕石工） 
運転労務数量→0.90 
燃 料 消 費 量→65 
機械損料数量→1.00 

名   称 規   格 単位 数    量 摘  要 

世 話 役  人 0.7×10／Ｄ 表5.1, 表6.1 

特 殊 作 業 員  〃 1.3×10／Ｄ 〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 3.3×10／Ｄ 〃   〃 

砕 石  ｍ3 10×(１＋Ｋ) 表4.1 

バックホウ運転

排出ガス対策型(第1
次基準値)・クローラ
型山積0.8ｍ 3(平積
0.6ｍ3) 

日 １×10／Ｄ 表3.1, 表6.1 

諸 雑 費  式 １ 表7.1 

計     

名   称 規   格 単位 数    量 摘  要 

世 話 役  人 0.7×10／Ｄ 表5.1, 表6.1 

特 殊 作 業 員  〃 1.3×10／Ｄ 〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 3.3×10／Ｄ 〃   〃 

砕 石  ｍ3 10×(１＋Ｋ) 表4.1 

バックホウ運転
排出ガス対策型(第２次基
準値)・クローラ型山積0.8
ｍ3(平積0.6ｍ3) 

日 １×10／Ｄ 表3.1, 表6.1 

諸 雑 費  式 １ 表7.1 

計     

名   称 規   格 単位 数    量 摘  要 

世 話 役  人 0.6×100／Ｄ 表5.1, 表6.1 

特 殊 作 業 員  〃 1.1×100／Ｄ 〃   〃 

普 通 作 業 員  〃 2.9×100／Ｄ 〃   〃 

砕 石  ｍ3 100×厚さ(m)×(１＋Ｋ) 表4.1 

バックホウ運転
排出ガス対策型(第２次基
準値)・クローラ型山積0.8
ｍ3(平積0.6ｍ3) 

日 １×100／Ｄ 表3.1, 表6.1 

諸 雑 費  式 １ 表7.1 

計     

 

機 械 名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第２次基
準値)・クローラ型山積0.8
ｍ3(平積0.6ｍ3) 

機－28 

（基礎砕石工） 
運転労務数量→0.58 
燃 料消費量→41 
賃 料 数 量→0.79 

（裏込砕石工） 
運転労務数量→0.90 
燃 料消費量→65 
賃 料 数 量→1.00 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリートブロック積（張）工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
コンクリートブ

ロック積（張）

工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ コンクリートブロック積（張）工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，間知ブロックの積工（勾配１割未満，ブロック質量 150kg／個以上 2,600kg／個以下），緑化ブロックの積

工（勾配１割未満，ブロック質量 980kg／個以下）及び間知ブロック，平ブロック，連節ブロックの張工（勾配１割以

上，ブロック質量 770kg／個以下）に適用する。 
 

2. 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 ２－１ コンクリートブロック積工 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-1 施工フロー（コンクリートブロック積工） 

 

 ２－２ コンクリートブロック張工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-2 施工フロー（コンクリートブロック張工） 

２－３ 緑化ブロック積工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2-3 施工フロー（緑化ブロック積工） 
 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。 

2.( )書きは必要な場合計上する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
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3. 施 工 歩 掛 

 ３－１ コンクリートブロック積（張）工 
  コンクリートブロック積（張）工歩掛は，次表とする。 

表3.1 コンクリートブロック積（張）工歩掛 (10ｍ2当り)

ブロック
質 量

積 張 の 区 分 積   工 張   工 

ブ ロ ッ ク の 種 類 間 知
ブロック

緑 化
ブロック

間 知
ブ ロ ッ ク

平 
ブロック

連 節
ブ ロ ッ ク名   称 規 格 単位

150㎏／
個 未 満

世 話 役  人 － 0.2 0.1 0.1 0.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 － 1.0 0.2 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員  〃 － 0.5 0.2 0.1 0.1 

普 通 作 業 員  〃 － 0.9 0.4 0.4 0.6 

ラフテレーン 
クレーン運転 

排出ガス対策型 
(第1次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25t吊 

日 － 0.6 0.3 0.2 0.2 

諸 雑 費 率 ％ － 1 － (21) 1 

150㎏／
個 以 上

世 話 役  人 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 0.8 0.7 0.3 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員  〃 0.4 0.3 0.1 0.1 0.2 

普 通 作 業 員  〃 0.4 0.3 0.3 0.2 0.4 

ラフテレーン 
クレーン運転 

排出ガス対策型 
(第1次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25t吊 

日 0.4 0.5 0.2 0.1 0.2 

諸 雑 費 率 ％ （4） 2 － (26) 2 

(注) 1. 間知ブロック積の施工歩掛には，鉄筋の加工･組立歩掛を含む。ただし，鉄筋は必要により計上とし，使用量は設
計量×1.03とする。 

2. 間知ブロック積の（ ）内の諸雑費は，水抜パイプ(水抜孔用吸出し防止材を含み，全面施工する場合は表3.5に
よる)を設置した場合の材料費であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

3. 緑化ブロック積の諸雑費は，敷モルタル，目地モルタル等の材料費であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた
金額を上限として計上する。 

4. 平ブロックの施工歩掛には，連結金具の組立歩掛を含む。ただし，連結金具は必要により別途計上する。 
5. 平ブロックの（ ）内の率は，目地モルタルを使用した場合の材料費であり，労務費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 
6. 連節ブロックの連結方式は鉄筋又は鋼線によるものとし，連結金具を使用する場合は別途考慮する。 
7. 連節ブロックの施工歩掛には，鉄筋又は鋼線の加工･組立，溶接等の歩掛を含む。ただし，鉄筋又は鋼線は必要量

を別途計上し，使用量は設計量×1.03とする。 
8. 連節ブロックの諸雑費は，溶接機の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。
9. ラフテレーンクレーンの運転は，コンクリートブロック，胴込･裏込コンクリート，胴込･裏込材(緑化ブロックは

除く)の吊上げ，吊下げ作業を含む。 
10. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。なお現場条件等により25t吊で施工が不可能な場合は，規格以上で最適

の機種を選定するものとする。 
11. 運搬距離30ｍ程度の現場内小運搬を含む。 
12. 現場条件により特に足場が必要な場合は別途計上することができる。 
13. 設計面積は調整コンクリートを含んだ面積とし，小口止，天端コンクリートは別途計上する。(参考図参照) 

（参考図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 施 工 歩 掛 

 ３－１ コンクリートブロック積（張）工 
  コンクリートブロック積（張）工歩掛は，次表とする。 

表3.1 コンクリートブロック積（張）工歩掛 (10ｍ2当り)

ブロック 
質 量 

積 張 の 区 分 積   工 張   工 

ブ ロ ッ ク の 種 類 間 知
ブロック

緑 化
ブロック

間 知
ブ ロ ッ ク

平 
ブロック 

連 節 
ブ ロ ッ ク名   称 規 格 単位

150㎏／
個 未 満 

世 話 役  人 － 0.2 0.1 0.1 0.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 － 1.0 0.2 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員  〃 － 0.5 0.2 0.1 0.1 

普 通 作 業 員  〃 － 0.9 0.4 0.4 0.6 

ラフテレーン
クレーン運転

排出ガス対策型 
(第2次基準値)
油圧伸縮ジブ型25t吊 

日 － 0.6 0.3 0.2 0.2 

諸 雑 費 率 ％ － 1 － (21) 1 

150㎏／
個 以 上 

世 話 役  人 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃 0.8 0.7 0.3 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員  〃 0.4 0.3 0.1 0.1 0.2 

普 通 作 業 員  〃 0.4 0.3 0.3 0.2 0.4 

ラフテレーン
クレーン運転

排出ガス対策型 
(第2次基準値)
油圧伸縮ジブ型25t吊

日 0.4 0.5 0.2 0.1 0.2 

諸 雑 費 率 ％ （4） 2 － (26) 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
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３－２ 胴込・裏込コンクリート，裏込材工 
  (１) 胴込・裏込コンクリート投入打設歩掛 
    胴込・裏込コンクリート投入打設歩掛は，次表とする。 

表3.2 胴込･裏込コンクリート打設歩掛 (10ｍ3当り)

投 入 材 名   称 規   格 単位 数  量 

胴込･裏込コンクリート 
特 殊 作 業 員  人 1.2 

普 通 作 業 員  〃 2.3 

諸  雑  費  率 ％ 10 

(注) 1. 諸雑費は，コンクリートバケット，バイブレータ，電力に関する経費，型枠等の費用であり，労

務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 運搬距離30ｍ程度の現場内小運搬を含む。 

3. 養生が必要な場合は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 

  (２) 胴込・裏込材投入歩掛 
    胴込・裏込材投入歩掛は，次表とする。 

表3.3 胴込・裏込材料投入歩掛 (10ｍ3当り)

ブ ロ ッ ク の 種 類 間知ブロック

平 ブ ロ ッ ク
緑化ブロック

投 入 材 名   称 規   格 単位

クラッシャラン

特 殊 作 業 員  人 0.5 

普 通 作 業 員  〃 1.0 

バックホウ運転 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 

山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

ｈ － 3.0 

諸  雑  費  率 ％ 2 

(注) 1. 諸雑費は，つき固め機械等の損料及び油脂類の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限

として計上する。 

2. 運搬距離30ｍ程度の現場内小運搬を含む。 

  (３) 遮水シート張歩掛 
    遮水シート張歩掛は，次表とする。 

表3.4 遮水シート張歩掛 (10ｍ2当り)

名    称 規    格 単 位 数  量 

世 話 役 人 0.02

普 通 作 業 員  〃 0.09 

諸 雑 費 率  ％ 45 

(注) 1. 本歩掛は，基礎，隔壁，小口止め部等の止水シートの施工を含む。 

2. 諸雑費は，止水シート(基礎，隔壁，小口止の端部継ぎ手，施工ロス)及び

接着剤の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として

計上する。 

  (４) 吸出し防止材（全面）設置歩掛 

    吸出し防止材を全面に施工する場合の歩掛は，次表とする。 

表3.5 吸出し防止材(全面)設置歩掛 (10ｍ2当り)

名   称 規  格 単位 数  量 

普 通 作 業 員  人 0.06 
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 (５) 客土投入歩掛 
    緑化ブロック積工の客土投入から締固めまでの歩掛は，次表とする。 
    なお，土壌改良歩掛は含まない。 

表3.6 客土投入歩掛 (10ｍ3当り)

名   称 規    格 単 位 数  量

特 殊 作 業 員  人 0.9 

普 通 作 業 員  〃 0.8 

バックホウ運転 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 

山積0.8ｍ3 (平積0.6ｍ3) 

ｈ 3.8 

(注) 運搬距離30ｍ程度の現場内小運搬を含む。 

 

 ３－３ 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設工 
  (１) 打設工法の選定 
    現場打基礎工及び現場打天端工のコンクリート打設工法は，次表を標準とする。 

表3.7 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設工法選定 

打設地上高さ(Ｈ) 水平打設距離(Ｌ) 打 設 工 法 

Ｈ≦2ｍ  人力打設 

2ｍ＜Ｈ≦28ｍ Ｌ≦20ｍ クレーン車打設 

(注) 上表により難い場合は，別途考慮する。 

  (２) 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設歩掛 
    現場打基礎工及び現場打天端工のコンクリート打設歩掛は，次表とする。 

表3.8 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設歩掛 (10ｍ3当り)

名    称 規  格 単位
人 力 打 設 クレーン車打設 

基礎工 天端工 基礎工 天端工

世 話 役  人 2.0 1.3 1.9 1.4 

特 殊 作 業 員  〃 1.9 1.7 1.5 1.9 

型 枠 工  〃 5.1 2.6 5.1 2.6 

普 通 作 業 員  〃 6.9 5.6 6.6 4.8 

ラフテレーンクレー

ン 運 転 

排 出 ガ ス 対 策 型 

( 第 １ 次 基 準 値 ) 

油圧伸縮ジブ型 2 5 t 吊 

日 － － 0.8 0.5 

諸 雑 費 率  ％ 11 10 10 10 

(注) 1. 本歩掛は，コンクリート打設，型枠(設置･撤去)を統合したものである。 
2. 上記歩掛は，水抜パイプの設置，はく離材塗布及びケレン作業を含む。 
3. 諸雑費は，型枠用合板，鋼製型枠，型枠用金物，組立支持材，はく離材，電気ドリル，

電動ノコギリ損料，コンクリート打設機器損料及び電力に関する経費等であり，労務費
の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4. ラフテレーンクレーンは賃料とする。 
5. 養生が必要な場合は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 

  
３－４ ラフテレーンクレーンの作業範囲 

  ラフテレーンクレーンの作業範囲は，次表を標準とする。 
表3.9 ラフテレーンクレーンの作業範囲 

規    格 
作  業  範  囲 

打 設 高 さ 水平打設距離 

排 出 ガ ス 対 策 型 

( 第 １ 次 基 準 値 ) 

油 圧 伸 縮 ジ ブ 型 2 5 t 吊 

25ｍ以下 14ｍ以下 

(注) バケットは，0.5ｍ3を標準とする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
  (２) 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設歩掛 
    現場打基礎工及び現場打天端工のコンクリート打設歩掛は，次表とする。 

表3.8 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設歩掛 (10ｍ3当り)

名    称 規  格 単位
人 力 打 設 クレーン車打設 

基礎工 天端工 基礎工 天端工 

世 話 役  人 2.0 1.3 1.9 1.4 

特 殊 作 業 員  〃 1.9 1.7 1.5 1.9 

型 枠 工  〃 5.1 2.6 5.1 2.6 

普 通 作 業 員  〃 6.9 5.6 6.6 4.8 

ラフテレーンクレー

ン 運 転

排 出 ガ ス 対 策 型

( 第 ２ 次 基 準 値 )

油圧伸縮ジブ型 2 5 t 吊

日 － － 0.8 0.5 

諸 雑 費 率  ％ 11 10 10 10 

(注) 1. 本歩掛は，コンクリート打設，型枠(設置･撤去)を統合したものである。 
2. 上記歩掛は，水抜パイプの設置，はく離材塗布及びケレン作業を含む。 
3. 諸雑費は，型枠用合板，鋼製型枠，型枠用金物，組立支持材，はく離材，電気ドリル，

電動ノコギリ損料，コンクリート打設機器損料及び電力に関する経費等であり，労務費
の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4. ラフテレーンクレーンは賃料とする。 
5. 養生が必要な場合は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」による。 

  
３－４ ラフテレーンクレーンの作業範囲 

  ラフテレーンクレーンの作業範囲は，次表を標準とする。 
表3.9 ラフテレーンクレーンの作業範囲 

規    格 
作  業  範  囲 

打 設 高 さ 水平打設距離 

排 出 ガ ス 対 策 型

( 第 ２ 次 基 準 値 )

油 圧 伸 縮 ジ ブ 型 2 5 t 吊

25ｍ以下 14ｍ以下 

(注) バケットは，0.5ｍ3を標準とする。 
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３－５ 胴込・裏込材，吸出し防止材，客土材，コンクリートの使用量 
  胴込・裏込材，吸出し防止材，客土材及びコンクリートの使用量は，次式による。 
    使用量＝設計量×（１＋Ｋ）（ｍ2又はｍ3） 
       Ｋ：ロス率 

表3.10 ロ  ス  率（Ｋ） 

材 料 名
クラッシャラ

ン 

胴込・裏込 

コンクリート 
遮水シート 吸出し防止材 客 土 材

基礎･天端 

コンクリート

ロ ス 率 ＋0.12 ＋0.12 ＋0.08 ＋0.12 ＋0.07 ＋0.06 

(注) クラッシャラン及び客土材のロス率は，締固め及び施工ロスを含む。 

 
  間知ブロック，緑化ブロックにおける胴込コンクリート設計量は，次表を標準とする。これにより難い場合は，別途

考慮する。 
表3.11 胴込コンクリート設計量 

ブロック質量 胴 込 コ ン ク リ ー ト 

150㎏／個未満 2.2ｍ3／10ｍ2 

150㎏／個以上 2.5ｍ3／10ｍ2 

 
 ３－６ 植樹工 
  樹木の植穴掘り，植付け，埋戻し，養生等であり，歩掛は次表とする。ただし，樹高は 50cm 以下とし，土壌改良は

含まない。 
 

表3.12 植樹歩掛 (100本当り)

名    称 単  位 数  量 

世 話 役 人 0.3 

造 園 工 〃 0.9 

普 通 作 業 員 〃 0.6 

(注) 運搬距離30ｍ程度の現場内小運搬を含む。 
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３－７ コンクリートブロック張総合歩掛 
  遮水シート使用によるコンクリートブロック張の一連施工歩掛は，次表とする。なお，裏込材厚は，間知ブロックの

場合は10～30cm に，平ブロックの場合は15～25cm に適用する。 
表3.13 コンクリートブロック張総合歩掛 (10ｍ2当り)

ブロック質量 名   称 単位 間知ブロック 平ブロック 連節ブロック 

150㎏／個未満

世 話 役 人 0.1 0.1 0.1 

ブ ロ ッ ク 工 〃 0.2 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員 〃 0.6 0.2 0.1 

普 通 作 業 員 〃 1.2 0.7 0.7 

ラフテレーンクレーン 

運 転 
日 0.3 0.2 0.2 

諸 雑 費 率 ％ 6 4(19) 5 

 

ブロック質量 名   称 単位 間知ブロック 平ブロック 連節ブロック 

150㎏／個以上

世 話 役 人 0.1 0.1 0.1 

ブ ロ ッ ク 工 〃 0.3 0.2 0.2 

特 殊 作 業 員 〃 0.5 0.2 0.2 

普 通 作 業 員 〃 1.2 0.5 0.5 

ラフテレーンクレーン 

運 転 
日 0.2 0.1 0.2 

諸 雑 費 率 ％ 6 5(22) 6 

(注) 1. 上表は，コンクリートブロック張工，胴込コンクリート工，裏込材工及び遮水シート張工の歩掛である。 
2. 間知ブロックの諸雑費は，コンクリートバケット，バイブレータ，型枠，つき固め機械等の損料，燃料費，止

水シート(基礎，隔壁，小口止の端部継ぎ手及び施工ロス)及び接着剤の費用であり，労務費の合計額に上表
の率を乗じた金額を上限として計上する。 

3. 平ブロックの諸雑費は，つき固め機械等の損料，燃料費及び止水シート(基礎，隔壁，小口止の端部継ぎ手及
び施工ロス)及び接着剤の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上し，目地モ
ルタルを使用した場合は（ ）内の率とする。 

4. 平ブロックの施工歩掛には，連結金具の組立歩掛を含む。ただし，連結金具は必要により別途計上する。
5. 連節ブロックの諸雑費は，溶接機の損料，燃料費及び止水シート(基礎，隔壁，小口止の端部継ぎ手及び施工

ロス)及び接着剤の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
6. 連節ブロックの連結方式は鉄筋又は鋼線によるものとし，連結金具を使用する場合は別途考慮する。 
7. 連節ブロックの施工歩掛には，鉄筋又は鋼線の加工・組立，溶接等の歩掛を含む。ただし，鉄筋又は鋼線は必

要量を別途計上し，使用量は設計量×1.03とする。 
8. コンクリートブロック張工と遮水シート張工は，同施工面積とする。 
9. ラフテレーンクレーンの運転は，コンクリートブロック，胴込・裏込コンクリート，胴込・裏込材の吊上げ，

吊下げ作業であり，賃料とする。なお現場条件等により25t吊で施工が不可能な場合は，規格以上で最適の機
種を選定するものとする。 

10. 運搬距離30ｍ程度の現場内小運搬を含む。 
11. 現場条件により特に足場が必要な場合は別途計上することができる。 
12. 設計面積は調整コンクリートを含んだ面積とし，小口止，天端コンクリートは別途計上する。 
  （参考図参照） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリートブロック積（張）工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
コンクリートブ

ロック積（張）

工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. 単 価 表 

 (１) コンクリートブロック積（張）工10ｍ2当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク  ｍ2 10  

連 結 金 具  個  平ブロック 必要に応じて計上 

連 節 鉄 筋 又 は 鋼 線  kg  連節ブロック 

胴込・裏込コンクリート工  ｍ3  (2)単価表 

胴 込 ・ 裏 込 材 工  〃  (3)単価表 

遮 水 シ ー ト 張 工  ｍ2 10 (4)単価表 必要に応じて計上 

吸出し防止材(全面)設置工  〃 10 (5)単価表   〃 

客 土 材 投 入 工  ｍ3  
(6)単価表  

緑化ブロック 必要に応じて計上 

現場打ち基礎工及び天端工 

コ ン ク リ ー ト 打 設 工 
 〃  (7)単価表 必要に応じて計上 

植 樹 工  本  
(8)単価表  

緑化ブロック 必要に応じて計上 

ラフテレーンクレーン賃料 

排出ガス対策型 

(第 1次基準値) 

油圧伸縮ジブ型25t吊 
日  表3.1 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 (２) 胴込・裏込コンクリート工10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表3.2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

諸 雑 費  式 1 表3.2 

計     

 (３) 胴込・裏込材工10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表3.3 

普 通 作 業 員  〃  〃 

胴 込 ・ 裏 込 材  ｍ3  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第1次基準値)

クローラ型 

山積 0.8㎥(平積 0.6㎥) 
ｈ  表3.3 緑化ブロックの場合計上

諸 雑 費  式 1 表3.3 

計     

 

 

 

 

 

 

 
4. 単 価 表 

 (１) コンクリートブロック積（張）工10ｍ2当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.1 

ブ ロ ッ ク 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク  ｍ2 10  

連 結 金 具  個  平ブロック 必要に応じて計上 

連 節 鉄 筋 又 は 鋼 線  kg  連節ブロック 

胴込・裏込コンクリート工  ｍ3  (2)単価表 

胴 込 ・ 裏 込 材 工  〃  (3)単価表 

遮 水 シ ー ト 張 工  ｍ2 10 (4)単価表 必要に応じて計上 

吸出し防止材(全面)設置工  〃 10 (5)単価表   〃 

客 土 材 投 入 工  ｍ3  
(6)単価表  

緑化ブロック 必要に応じて計上 

現場打ち基礎工及び天端工

コ ン ク リ ー ト 打 設 工
 〃  (7)単価表 必要に応じて計上 

植 樹 工  本  
(8)単価表  

緑化ブロック 必要に応じて計上 

ラフテレーンクレーン賃料

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

油圧伸縮ジブ型25t吊 

日  表3.1 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
    現行どおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリートブロック積（張）工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
コンクリートブ

ロック積（張）

工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(４) 遮水シート張工10ｍ2当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.4 

普 通 作 業 員  〃  〃 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

(５) 吸出し防止材（全面）設置工10ｍ2当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

普 通 作 業 員  人  表3.5 

吸 出 し 防 止 材  ｍ2  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

(６) 客土材投入工10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表3.6 

普 通 作 業 員  〃  〃 

客 土 材  ｍ3  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第１次基準値)
クレーン型 
山積0.8㎥(平積 0.6㎥) 

ｈ  表3.6 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

(７) 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設工10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.8 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

ラフテレーンクレーン賃料 

排出ガス対策型 

(第１次基準値) 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 
日  表3.8 ※クレーン車打設の場合計上

諸 雑 費  式 1  

計     

  

(８) 植樹工 100本当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.12 

造 園 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

樹 木  本 100  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 
 

 

 

 

 

 

 

    現行どおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６) 客土材投入工10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表3.6 

普 通 作 業 員  〃  〃 

客 土 材  ｍ3  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型 
山積0.8㎥(平積 0.6㎥) 

ｈ  表3.6 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

(７) 現場打基礎工及び現場打天端工コンクリート打設工10ｍ3当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.8 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

型 枠 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  10×〔１＋ロス率Ｋ(表3.10)〕 

ラフテレーンクレーン賃料

排出ガス対策型 

(第２次基準値) 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 
日  表3.8 ※クレーン車打設の場合計上 

諸 雑 費  式 1  

計     

  

 

 
 
    現行どおり 
 
 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリートブロック積（張）工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
コンクリートブ

ロック積（張）

工 
 

 

(９) コンクリートブロック張工（総合）10ｍ2当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.13 

ブ ロ ッ ク 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク  ｍ2 10  

連 結 金 具  個  平ブロック 必要に応じて計上

連 節 鉄 筋 又 は 鋼 線  kg  連節ブロック 

胴込・裏込コンクリート工  ｍ3  設計量×〔１＋ロス率(表3.10)〕

胴 込 ・ 裏 込 材 工  〃  設計量×〔１＋ロス率(表3.10)〕

遮 水 シ ー ト  ｍ2  設計量×〔１＋ロス率(表3.10)〕

吸出し防止材(全面)設置工  〃 10 (5)単価表 必要に応じて計上 

ラフテレーンクレーン賃料 

排 出 ガ ス 対 策 型

( 第 １ 次 基 準 値 )

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

日  表3.13 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 

(10) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価

表
指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型(第１次基準値)

クローラ型 

山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3) 

機－1 

胴込・裏込材投入 

運転労務数量→0.25 

客土投入 

運転労務数量→0.25 

 

 

 

 
(９) コンクリートブロック張工（総合）10ｍ2当り単価表 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人  表3.13 

ブ ロ ッ ク 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク  ｍ2 10  

連 結 金 具  個  平ブロック 必要に応じて計上 

連 節 鉄 筋 又 は 鋼 線  kg  連節ブロック 

胴込・裏込コンクリート工  ｍ3  設計量×〔１＋ロス率(表3.10)〕 

胴 込 ・ 裏 込 材 工  〃  設計量×〔１＋ロス率(表3.10)〕 

遮 水 シ ー ト  ｍ2  設計量×〔１＋ロス率(表3.10)〕 

吸出し防止材(全面)設置工  〃 10 (5)単価表 必要に応じて計上 

ラフテレーンクレーン賃料

排 出 ガ ス 対 策 型

( 第 ２ 次 基 準 値 )

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊

日  表3.13 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 
 
 
 
    現行どおり 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
プレキャスト擁壁工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
共通工 
擁壁工 

プレキャスト擁壁工 

 1. 適 用 範 囲 

  本資料は，次に示すプレキャスト擁壁の施工に適用する。 

  ・擁 壁 の 形 式：Ｌ型，逆Ｔ型，側溝付擁壁 

  ・擁 壁 の 高 さ：0.5ｍ以上5.0ｍ以下 

  ・ブロック単体の長さ：2.0ｍ／個 

 2. 施 工 概 要 
  2－1 施工フロー 

    施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

    2. 本歩掛には，撤去は含まれていない。 

 3. 施 工 歩 掛 

  3－1 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。  
表3.1 機種の選定 

擁壁の高さ（ｍ） 機 械 名 規    格 単 位 数 量 摘 要

0.5以上  1.0以
下 バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型・クレーン機能付 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）2.9ｔ吊

台 1  

1.0を超え 5.0以
下 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 

排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

〃 1  

(注) 1. バックホウ及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

   2. 現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

  3－2 日当り編成人員 

    日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表3.2 日当り編成人員 （人）

世  話  役 ブ ロ ッ ク 工 普 通 作 業 員

1 1 3 
 

プレキャスト擁壁工 

 1. 適 用 範 囲 

  本資料は，次に示すプレキャスト擁壁の施工に適用する。 

  ・擁 壁 の 形 式：Ｌ型，逆Ｔ型，側溝付擁壁 

  ・擁 壁 の 高 さ：0.5ｍ以上5.0ｍ以下 

  ・ブロック単体の長さ：2.0ｍ／個 

 2. 施 工 概 要 
  2－1 施工フロー 

    施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

    2. 本歩掛には，撤去は含まれていない。 

 3. 施 工 歩 掛 

  3－1 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。  
表3.1 機種の選定 

擁壁の高さ（ｍ） 機 械 名 規    格 単 位 数 量 摘 要 

0.5以上  1.0以
下 バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型・クレーン機能付 
山積0.8ｍ3（平積0.6ｍ3）2.9ｔ吊

台 1  

1.0を超え 5.0以
下 

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン

排出ガス対策型(第２次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

〃 1  

(注) 1. バックホウ及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

   2. 現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

  3－2 日当り編成人員 

    日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表3.2 日当り編成人員 （人）

世  話  役 ブ ロ ッ ク 工 普 通 作 業 員

1 1 3 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
プレキャスト擁壁工 

 

工種名 現  行 改  定 
   3－3 日当り施工量 

    日当り施工量（Ｄ）は，次表を標準とする。  
表3.3 日当り施工量（Ｄ） （ｍ）

擁壁ブロックの高さ(ｍ) 
0.5以上 
1.0以下 

1.0を超え 
2.0以下 

2.0を超え 
3.5以下 

3.5を超え 
5.0以下 

日 当 り 施 工 量 45 38 30 24 

(注) 1. 本歩掛で対象としている製品は，１ブロックを１部材で構成するプレキャスト擁壁である。なお，製品天端を斜めにカッ

トしたタイプを含む。（製品を斜めにカットしたタイプの擁壁ブロック高さは，中央値を採用する。） 

2. 歩掛は，運搬距離10ｍ程度までの小運搬を含むものであり，床掘り，埋戻し，雑工種（基礎砕石，均しコンクリート），

残土処理は含まない。 

  3－4 雑工種 

    付帯する雑工種に要する費用は，次表のとおりとする。 

表3.4 雑工種率 （％）

擁壁ブロックの高さ(ｍ) 0.5以

上 

1.0以

下 

1.0を

超え

2.0以

下 

2.0を

超え

3.5以

下 

3.5を超え 

5.0以下 名      称 

雑
工
種
率

基 礎 砕 石 45 53 60 66 

均しコンクリート 74 87 98 108 

(注) 1. 雑工種は，労務費，賃料及び機械運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

     なお，雑工種に含まれる内容は，次のとおりである。 

     [基礎砕石] 

      敷設･転圧労務，材料投入･締固め機械運転経費，砕石等材料費 

     [均しコンクリート] 

      打設・養生・型枠製作・設置・撤去労務，電力に関する経費，シュート・ホッパ・バイブレータ損料，コンクリート，

養生材，均し型枠材料費 

   2. 基礎砕石の敷均し厚は，20㎝以下を標準としており，これにより難い場合は，別途考慮する。 

   3. 雑工種における材料は，種別・規格にかかわらず適用できる。 

   4. 本歩掛には，均しコンクリート型枠施工時の剥離材塗布及びケレン作業を含む。 

   5. 養生は，養生材の被覆，散水養生，被覆養生程度のものであり，保温養生等の特別な養生を必要とする場合は，雑工種率

（均しコンクリート）から3.0％減ずるものとし，養生費を「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上す

る。 

   6. ペーラインコンクリートが必要な場合は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上する。 
 

 
 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
プレキャスト擁壁工 

 

 

工種名 現  行 改  定 
  3－5 諸雑費 

    諸雑費は，敷きモルタル，目地モルタル，排水材の費用であり，労務費，賃料及

び機械運転経費の合計に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.5 諸 雑 費 率 （％）

擁壁ブロックの高さ（ｍ） 
0.5以上
1.0以下

1.0を超え
2.0以下 

2.0を超え
3.5以下 

3.5を超え
5.0以下 

名      称 

諸 雑 費 率 16 18 20 21 

4. 単 価 表 

  (１) プレキャスト擁壁10ｍ当り単価表  
名    称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 1×10/Ｄ 表3.2，表3.3 

ブ ロ ッ ク 工  〃 1×10/Ｄ 〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 3×10/Ｄ 〃 ， 〃 

プレキャストブロック  個 5 Ｌ＝2.0ｍ／個 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第１次基準値)
クローラ型・クレーン機能付
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)2.9t
吊 

日 1×10/Ｄ 表3.1，表3.3 

ラフテレーンクレーン 
賃 料 

排出ガス対策型(第1次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

〃 〃  〃 ， 〃 

雑

工

種

基 礎 砕 石  式 1 表3.4 

均しコンクリート  〃 1  〃 

諸 雑 費  〃 1 表3.5 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

 

  (２) 機械運転単価表 

機 械 名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第1次基準値) 

クローラ型 

クレーン機能付 山積0.8ｍ3 

（平積0.6ｍ3）2.9ｔ吊 

機－28 

運転労務数量 →  1.00 

燃 料 消 費 量 → 76 

賃 料 数 量 →  1.45 
 

 3－5 諸雑費 

    諸雑費は，敷きモルタル，目地モルタル，排水材の費用であり，労務費，賃料及

び機械運転経費の合計に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.5 諸 雑 費 率 （％） 

擁壁ブロックの高さ（ｍ） 
0.5以上
1.0以下

1.0を超え
2.0以下 

2.0を超え
3.5以下 

3.5を超え
5.0以下 

名      称 

諸 雑 費 率 16 18 20 21 

4. 単 価 表 

  (１) プレキャスト擁壁10ｍ当り単価表  
名    称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

世 話 役  人 1×10/Ｄ 表3.2，表3.3 

ブ ロ ッ ク 工  〃 1×10/Ｄ 〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 3×10/Ｄ 〃 ， 〃 

プレキャストブロック  個 5 Ｌ＝2.0ｍ／個 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第２次基準値)
クローラ型・クレーン機能付
山積0.8ｍ3(平積0.6ｍ3)2.9t
吊 

日 1×10/Ｄ 表3.1，表3.3 

ラフテレーンクレーン
賃 料

排出ガス対策型(第2次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

〃 〃  〃 ， 〃 

雑

工

種

基 礎 砕 石  式 1 表3.4 

均しコンクリート  〃 1  〃 

諸 雑 費  〃 1 表3.5 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量（ｍ／日） 

 

  (２) 機械運転単価表 

機 械 名 規     格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型 

クレーン機能付 山積0.8ｍ3 

（平積0.6ｍ3）2.9ｔ吊 

機－28 

運転労務数量 →  1.00 

燃 料 消 費 量 → 76 

賃 料 数 量 →  1.45 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
擁壁工－ジオテキスタイル工 

工種名 現  行 改  定 
共通工 
擁壁工－ジオテ

キスタイル工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. ジオテキスタイル工 

 ５－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，ジオテキスタイル（ジオグリッド，ジオネット，織布，不織布）を用いた補強土壁工及び盛土補強工

に適用する。ただし，軟弱地盤における敷設材工法及び盛土の補強工法は適用範囲外とする。 

 ５－２ 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。 

2. 壁面材組立・設置は必要な場合に計上する。 

 ５－３ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表5.1 機種の選定 

作業種別 機 械 名 規    格 摘  要 

まき出し 

敷均し 
バックホウ 

排出ガス対策型（第１次基準値）
クローラ型 
山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

(注) 

(注) 現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

 

壁 面 材 組 立 ・ 設 置 

（ 土 の う の み ） 

施
工
壁
高
ま
で
繰
り
返
し 

ジオテキスタイル敷設 

壁 面 材 組 立 ・ 設 置 

（鋼製ユニットのみ） 

 

機 械 ・ 材 料 搬 入 

壁 面 材 組 立 ・ 設 置 

（植生マットのみ） 

締 固 め 

ま き 出 し ， 敷 均 し 

機 械 搬 出 

ジオテキスタイル巻込み 

（必要な場合に施工） 

壁 面 上 端 処 理 

５－３ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表5.1 機種の選定 

作業種別 機 械 名 規    格 摘  要 

まき出し 
敷均し 

バックホウ 
排出ガス対策型（第２次基準値）
クローラ型 

山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

(注) 

(注) １． バックホウは、賃料とする。 

   ２．現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
擁壁工－ジオテキスタイル工 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５－４ 編 成 人 員 

  各作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表5.2 日当り編成人員 （人） 

作業種別 壁面材種類 世 話 役 特殊作業員 普通作業員 摘  要 

壁 面 材 の
組 立 
設 置 

鋼 製 
ユ ニ ッ ト － － 3 

※必要な場合に計上 
(注) 土 の う － － 4 

植生マット － － 2 

ジオテキスタイル敷設 
ま き 出 し ， 敷 均 し 
締 固 め 

1 2 4  

(注) コンクリートブロック積は別途計上する。 

 ５－５ 施 工 歩 掛 

  ５－５－１ 壁面材組立，設置工 

   ① 壁面材組立・設置日当り施工量（Ｄ1） 

     壁面材組立・設置日当り施工量は次表を標準とする。  
表5.3 日当り施工量（Ｄ1） （日当り） 

名  称 単 位 数  量 

鋼 製 ユ ニ ッ ト ｍ2 59 

土のう（植生土のう含む） 〃 36 

植 生 マ ッ ト 〃 117 

(注) 上表における鋼製ユニット及び土のう施工量は，壁面材の

実面積（直面積）であり，植生マット施工量は，斜面積であ

る。  
   ② 壁面材の種類 

     本資料で適用される壁面材の種類は次表のとおりとする。  
表5.4 壁面材の種類 

壁面材種類 
規   格 

備   考 
幅（㎜） 高（㎜） 厚（㎜） 

鋼製ユニット 

2,000 500以下 － タイプＡ 

2,000 600以下 － タイプＢ 

1,000 600以下 － タイプＣ 

1,200 600以下 － タイプＤ 

土のう 

（植生土のう含む） 

長さ（㎜） 幅（㎜） 高さ（㎜）  

620 480 100  

600 400 100  

400 400 200  

植生マット 各         種  

（注) 現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 
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土木工事標準歩掛の一部改定 
擁壁工－ジオテキスタイル工 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５－５－２ ジオテキスタイル敷設，まき出し，敷均し，締固め工 

   ① ジオテキスタイル敷設，まき出し，敷均し，締固め日当り施工量 

     ジオテキスタイル敷設，まき出し，敷均し，締固め日当り施工量は次表とする。 

表5.5 日当り施工量（Ｄ2） （日当り） 

名  称 単 位 数   量 

ジオテキスタイル敷設，まき出し 

敷 均 し ， 締 固 め 
ｍ2 93 

(注) 1. 上表は，ジオテキスタイルの敷設（ジオテキスタイル巻き込み作業を含

む），まき出し，敷均し及び締固めを含む1段当りのジオテキスタイル敷設

面積である。ただし，敷設面積には巻込み部の面積は含まないものとする。 

2. ジオテキスタイルの敷設面積の算出については，次式のとおりとする。 

  ジオテキスタイル敷設面積＝ａ1＋ａ2＋ａ3……     （ｍ2） 

  ａ1，ａ2，ａ3……：ジオテキスタイル工１段当り敷設面積（ｍ2） 

（参考図参照） 

3. 上表におけるジオテキスタイル工１段当り施工高さは1.5ｍまでとする。 

4. 上表は，ジオテキスタイル工１段当りのまき出し，敷均し及び締固め回

数に関係なく適用する。 

   ② 諸雑費 

     諸雑費は，振動ローラ（ハンドガイド式），タンパの運転経費，ジオテキスタイル敷設に使用する杭，ハン

マ，バール等及び壁面材を固定するボルト・ナット等の費用であり，労務費，機械損料及び運転経費の合計

額に次表の率を乗じた額を上限として計上する。 

表5.6 諸雑費率 （％） 

諸 雑 費 率 10 

 ５－６ 排水管敷設工 

   排水管敷設工を施工する場合は，下記による。 

    「第３章共通工⑦排水構造物工」暗渠排水管により別途計上する。 

 ５－７ 壁面上端処理工 

   壁面上端処理工を施工する場合は，下記による。 

   ① コンクリート工 

    「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上する。 

   ② 型枠工 

    「第５章コンクリート工②型枠工」により別途計上する。 

   ③ 鉄筋工 

    市場単価とする。 

   ④ 足場工 

    「第６章仮設工⑤足場工」により別途計上する。 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
擁壁工－ジオテキスタイル工 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５－８ 単 価 表 

  (１) ジオテキスタイル工内訳書  
名    称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

壁面材組立・設置工  ｍ2  必要な場合に計上 
（２）単価表 

ジオテキスタイル 
材 料 費  〃  必要数量を計上する。 

ジオテキスタイル敷
設,まき出し,敷均し,
締 固 め 工 

 〃  （３）単価表 

計     
 
  (２) 壁面材組立・設置単価表 

    ① 鋼製ユニット組立設置100ｍ2当り単価表  
名    称 規   格 単 位 数 量 摘    要 

普 通 作 業 員  人 3×100／Ｄ1 表5.2，表5.3 

壁 面 材 材 料 費 
エキスパンドメタル
製鋼製ユニット 個  表5.4 

計     

(注) Ｄ1：日当り施工量 

    ② 土のう（植生土のう含む）設置100ｍ2当り単価表  
名    称 規    格 単 位 数 量 摘     要 

普 通 作 業 員  人 4×100／Ｄ1 表5.2，表5.3 

壁 面 材 材 料 費 土のう（植生土のう含む） 個  表5.4 

計     

(注) Ｄ1：日当り施工量 

    ③ 植生マット設置100ｍ2当り単価表  
名    称 規    格 単 位 数 量 摘     要 

普 通 作 業 員  人 2×100／Ｄ1 表5.2，表5.3 

壁 面 材 材 料 費 植生マット ｍ2 100 表5.4 

計     

(注) Ｄ1：日当り施工量 

  (３) ジオテキスタイル敷設，まき出し，敷均し，締固め100ｍ2当り単価表  
名    称 規    格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人 1×100／Ｄ2 表5.2，表5.5 

特 殊 作 業 員  〃 2×100／Ｄ2   〃  ，  〃  

普 通 作 業 員  〃 4×100／Ｄ2   〃  ，  〃  

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型 
山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

日 100／Ｄ2 表5.5 

盛 土 材 材 料 費  ｍ3  必要な場合に計上 

諸 雑 費  式 1 表5.6 

計     

(注) Ｄ2：日当り施工量 

 

現行どおり 

 (３) ジオテキスタイル敷設，まき出し，敷均し，締固め100ｍ2当り単価表  
名    称 規    格 単 位 数 量 摘     要 

世 話 役  人 1×100／Ｄ2 表5.2，表5.5 

特 殊 作 業 員  〃 2×100／Ｄ2   〃  ，  〃  

普 通 作 業 員  〃 4×100／Ｄ2   〃  ，  〃  

バ ッ ク ホ ウ 運 転 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
クローラ型 
山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

日 100／Ｄ2 表5.5 

盛 土 材 材 料 費  ｍ3  必要な場合に計上 

諸 雑 費  式 1 表5.6 

計     

(注) Ｄ2：日当り施工量 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
擁壁工－ジオテキスタイル工 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 (４) 機械運転単価表  
機   械   名 規   格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型 
山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→63 
機械損料数量→1.30 

 

［参考図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジオテキスタイル工標準断面図 

 (４) 機械運転単価表  
機   械   名 規   格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
クローラ型 
山積0.5ｍ3（平積0.4ｍ3） 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→63 
賃 料 数 量→1.30 

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
共通工 
排水構造物工 

排水構造物工 

1. 適 用 範 囲 
  本資料は，次に示すプレキャスト製排水構造物の据付作業に適用する。 
 

ヒューム管 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 暗渠排水管 管（函）渠型側溝 
集 水 桝 鉄筋コンクリート台付管 Ｌ 形 側 溝 

 

2. 施 工 概 要 
 ２－１ 施工フロー 
   施工フローは，下記を標準とする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   基礎砕石，均しコンクリート，巻きコンクリートは，必要に応じて計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行のとおり 

床 掘 り

基 礎 砕 石

巻きコンクリート

据 付 け

巻きコンクリート

埋 戻 し

残 土 処 理

[ ヒューム管  ] 

床 掘 り

基 礎 砕 石

均しコンクリート

据 付 け

埋 戻 し

残 土 処 理

[ボックスカルバート]

床 掘 り

フィルター材敷設

据 付 け

フィルター材敷設

埋 戻 し

残 土 処 理

[  暗渠排水管  ] 

床 掘 り

基 礎 砕 石

据 付 け

埋 戻 し

残 土 処 理

管 （ 函 ） 渠 型 側 溝

集 水 桝

鉄筋コンクリート台付管

Ｌ 形 側 溝



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 

3. 機 種 の 選 定 

 ３－１ 機種の選定 
  機械・規格は、次表を標準とする。 
 

表3.1 機種の選定 

構造物名称 規格区分 機械名 規  格 摘 要 

ヒューム管 (Ｂ形管)

管径φ150㎜ (人力) －  

 〃 φ200～1,000㎜ バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

 〃 φ1,100～1,350㎜ ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型(第１次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 
 

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト

内空高2.5ｍ以下 ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型(第１次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 
 

 〃 2.5ｍ超 〃 
排出ガス対策型(第１次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 45ｔ吊 
 

暗 渠 排 水 管

排水管敷設 (人力) －  

フィルター材敷設 バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 

山積0.45ｍ3 (平積0.35ｍ3) 

 

管 (函) 渠  型  側  溝
内径または内空幅 

 200以上400㎜以下 
バックホウ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

1.7ｔ吊 

 

集 水 桝

質量 80kg／基以下 (人力) －  

質量 80kg／基を超え 

 〃2,200kg／基以下 
バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

鉄筋コンクリート台付管

管径φ200～800㎜ バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

 〃 φ900～1,200㎜ ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型(第１次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 
 

Ｌ 形 側 溝 製品長600㎜ バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

(注) 1. 人力による場合で，持上げ高が２ｍ以上のときは，別途考慮する。 

   2. 全てのラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

      3.  管(函)渠型側溝のバックホウは，賃料とする。 

   4. 現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 
 

3. 機 種 の 選 定 

 ３－１ 機種の選定 
  機械・規格は、次表を標準とする。 
 

表3.1 機種の選定 

構造物名称 規格区分 機械名 規  格 摘 要 

ヒューム管 (Ｂ形管)

管径φ150㎜ (人力) －  

 〃 φ200～1,000㎜ バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

 〃 φ1,100～1,350㎜ ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 
 

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト

内空高2.5ｍ以下 ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 
 

 〃 2.5ｍ超 〃 
排出ガス対策型(第１次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 45ｔ吊 
 

暗 渠 排 水 管

排水管敷設 (人力) －  

フィルター材敷設 バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 

山積0.45ｍ3 (平積0.35ｍ3) 

 

管 (函) 渠  型  側  溝
内径または内空幅 

 200以上400㎜以下 
バックホウ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.28ｍ3(平積0.2ｍ3) 

1.7ｔ吊 

 

集 水 桝

質量 80kg／基以下 (人力) －  

質量 80kg／基を超え 

 〃2,200kg／基以下 
バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

鉄筋コンクリート台付管

管径φ200～800㎜ バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

 〃 φ900～1,200㎜ ラフテレーンクレーン
排出ガス対策型(第２次基準値) 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 
 

Ｌ 形 側 溝 製品長600㎜ バックホウ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

クローラ型 クレーン機能付 

山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

2.9ｔ吊 

 

(注) 1. 人力による場合で，持上げ高が２ｍ以上のときは，別途考慮する。 

   2. 全てのラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

      3.  管(函)渠型側溝のバックホウは，賃料とする。 

   4. 現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 
 

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 ３－２ ヒューム管 

  (１) ヒューム管（Ｂ形管）据付歩掛 
    ヒューム管（Ｂ形管）据付歩掛は，次表を標準とする。 
 

表3.2 ヒューム管，Ｂ形管（ソケット管）据付歩掛 (10ｍ当り)

管  径(㎜) 

150 200 250
300 350

400 450
500 600

700  800
900 1,000

1,100 
1,200 

1,350 名    称 単位  

世 話 役 人 0.3 0.2 0.4 0.6 0.7 

特 殊 作 業 員 〃 0.3 0.1 0.2 0.2 0.3

普 通 作 業 員 〃 0.7 0.4 0.7 1.0 1.4

バックホウ運転 ｈ － 2.4 3.1 3.8 － 

ラフテレーンクレー
ン 賃 料 日 － － － － 0.5 

諸 雑 費 率 ％ 31

(注)1. 歩掛は，運搬距離30ｍ程度までの現場内小運搬を含む据付作業であり，床掘り，基礎砕石，巻きコンクリート，埋戻し，残

土処理は含まない。 

2. 上表歩掛は，仮設に使用する場合も適用できる。 

3. 諸雑費は，目地モルタル，ヒューム管損失分の費用，カッタブレードの損耗費，レバーブロック損料，コンクリートカッタ

運転経費等の費用であり，労務費，賃料，機械損料及び運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
 

 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
   (２) ヒューム管用巻きコンクリート施工歩掛 

    ヒューム管用巻きコンクリート施工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表3.3 ヒューム管用巻きコンクリート施工歩掛 (10ｍ3当り)

管  径(㎜) 
150 

200 250
300 350

400 450
500 600

700  800
900 1,000

1,100 
1,200 
1,350 名    称 単位  

世 話 役 人 3.0 2.6 2.1 1.7 1.6 

特 殊 作 業 員 〃 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

普 通 作 業 員 〃 9.9 8.8 7.3 5.9 5.6 

型 枠 工 〃 8.0 6.7 4.8 3.5 2.8 

コ ン ク リ ー ト ｍ3 10.6 

基
礎
砕
石
費
率

90°巻き ％ 40 36 27 24 22 

180°巻き 〃 27 24 19 16 15 

360°巻き 〃 13 13 10 9  －(注3) 

諸 雑 費 率 〃 12 

(注) 1. 上表の労務歩掛は，型枠製作設置・撤去，コンクリート打設・養生等を含むものである。 

2. コンクリートのロス率は，＋0.06として上表に含まれている。 

3. 管径1,100mm～1,350mmの360°巻きで，基礎砕石が必要な場合は，別途追加計上する。 

4. 基礎砕石費及び諸雑費は，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 なお，基礎砕石費及び諸雑費に含まれる内容は次のとおりである。 

  [基礎砕石費] 

   敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕石等材料費 

  [諸雑費] 

   電力に関する経費，型枠持上（下）機械運転経費，シュート・ホッパ・バイブレータ・電気ドリル・ 

  電気ノコギリ等損料，養生材・型枠材・組立支持材・剥離材等の材料費 

5. 養生は，養生材の被覆，散水養生，被膜養生程度のものであり，保温養生等の特別な養生を必要とする場合は諸雑費率から

５％減ずるものとし，養生費を「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上する。 

6. 基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。 

7. 基礎砕石費は，材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 

8. コンクリート打設において，人力運搬車による現場内小運搬作業を必要とする場合は，小運搬距離15ｍ以下で，普通作業員

1.3人／10ｍ3を加算する。 

9. 本歩掛には，型枠施工時の剥離材塗布及びケレン作業を含む。 

10. 鉄筋工は，市場単価により別途計上する。 
 

 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
  ３－３ ボックスカルバート 

  (１) ボックスカルバート据付歩掛 
    ボックスカルバート（内空断面が台形タイプの物を含む）据付歩掛は，次表のとおりとする。 
 

歩掛区分 

内
空
高
：
Ｈ
（
ｍ
）

 
3.75     

    ⑥ 
2.5≦Ｂ≦3.75 
2.5＜Ｈ≦3.75 

    
    

2.50     
③ 

   0＜Ｂ≦1.25 
1.25＜Ｈ≦2.5 

④ 
1.25＜Ｂ≦2.5 
1.25＜Ｈ≦2.5 

⑤ 
 2.5＜Ｂ≦3.75 
1.25≦Ｈ≦2.5 

1.25
① 

0＜Ｂ≦1.25 
0＜Ｈ≦1.25 

② 
1.25＜Ｂ≦2.5 
   0＜Ｈ≦1.25 

 0 
   1.25 2.50 3.75

内空幅：Ｂ（ｍ） 

図3－1 ボックスカルバート据付歩掛区分 

 

 

 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
  

表3.4 ボックスカルバート据付歩掛 (10ｍ当り)

製 品 長 2.0ｍ／個 1.5ｍ／個 

名    称 単
位 

① ② ③ ④ ② ④ ⑤ ⑥ 

世 話 役 人 0.6 
(0.8) 

0.9 
(1.3)

1.1 
(1.9)

1.2 
(2.3)

1.6 
(2.7)

2.5 
(3.9)

  3.7 
( 5.4)

特 殊 作 業 員 〃 
0.4 
(0.5) 

0.5 
(0.8)

0.7 
(1.2)

0.8 
(1.4)

1.0 
(1.7)

1.6 
(2.5)

  2.3 
( 3.4)

普 通 作 業 員 〃 
1.3 
(1.7) 

1.8 
(2.8) 

2.4 
(3.9)

2.5 
(4.7)

3.3 
(5.7)

5.2 
(8.1)

  7.7 
(11.2)

ラフテレーンクレーン賃料 日 0.3 
(0.3) 

0.4 
(0.4)

0.6 
(0.6)

0.5 
(0.5)

0.6 
(0.6)

0.9 
(0.9)

  1.3 
( 1.3)

雑
工
種
率 

基 礎 砕 石 ％ 
28 
(23) 

37 
(27) 

27 
(19)

29 
(19)

27 
(16)

22 
(14)

23 
(16)

14 
(11)

均しコンクリ
ー ト 〃 

52 
(43) 

88 
(63) 

56 
(40)

69 
(47)

64 
(38)

53 
(34)

60 
(41)

38 
(28)

諸 雑 費 率 〃 11 
(13)

7 
(6)

(注) 1. 凡例 

   上     段：ＰＣ鋼材を使用しない場合（ボックスカルバートの据付け） 

   下段（ ）書き：ＰＣ鋼材による縦連結の場合（ボックスカルバートの据付け＋ＰＣ鋼 

           材による縦締め） 

2. 本歩掛で対象としている製品は，１ブロックを１部材で構成するボックスカルバートである。 

3. 本歩掛は，グラウトを使用しないＰＣアンボンドケーブル等による施工には適用できない。 

4. 歩掛は，運搬距離30ｍ程度までの現場内小運搬を含むものであり，床掘り，埋戻し，残土処理は含まない。 

5. 内空断面が台形タイプの場合やインバート形状の場合の内空高，内空幅は最大値とする。 

6. ＰＣ鋼材，定着金具は，別途必要量を計上する。 

7. 縦締め歩掛は，直線部にのみ適用する。 

8. 雑工種及び諸雑費は，労務費及び賃料の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  なお，雑工種及び諸雑費に含まれる内容は次のとおりである。 

   [雑工種（基礎砕石）] 

    敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕石等材料費 

   [雑工種（均しコンクリート）] 

    打設・養生・型枠製作・設置・撤去労務，電力に関する経費，シュート・ホッパ・ 

   バイブレータ損料，コンクリート，養生材，均し型枠材料費 

   [諸雑費] 

    レバーブロック・油圧ジャッキ（ポンプを含む）・グラウトポンプ・ミキサーの損料，

   敷モルタル・目地モルタル，グラウト材等の材料費 

9. 基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。 

10. 雑工種における材料は，種別・規格にかかわらず適用できる。 

11. 本歩掛には，均しコンクリート型枠施工時の剥離材塗布及びケレン作業を含む。 

 

 

 
 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 ３－４ 暗渠排水管（硬質塩化ビニル管，ポリエチレン管等の有孔・無孔管） 

  (１) 排水管敷設歩掛 

   人力による排水管敷設歩掛は，次表を標準とする。 

表3.5 排水管敷設歩掛 (100ｍ当り)

管 種 別 直   管 波状管及び網状管 

呼 び 径（㎜） 
50～150 200～400 50～150 200～400 450～600

名   称 単位 
 

世 話 役 人 0.3 0.6 0.2 0.3 0.5 

普 通 作 業 員 〃 0.9 1.8 0.5 0.8 1.5 

排 水 管 ｍ 101 

継手材料費率 ％ － 2 12 

(注) 1. 歩掛は，運搬距離100ｍ程度までの現場内小運搬を含むものであり，床掘り，埋戻し，残土処理は含まない。また，暗渠排水

管の敷設歩掛であり，埋設を行わない地上露出配管の敷設は別途考慮する。 

2. 暗渠排水管のロス率（管の切断ロス）は，＋0.01として上表に含まれている。 

3. 継手材料費は，排水管材料費に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 なお，継手材料費は継手接合の場合であり，継手を必要としない場合及び排水管価格に含む場合は計上しない。 

 

  (２) フィルター材敷設歩掛 

    フィルター材（クラッシャラン・単粒度砕石等）の敷設歩掛は，次表を標準とする。 

表3.6 フィルター材敷設歩掛 (10ｍ3当り)

名       称 単 位 数      量 

世 話 役 人 0.3 

特 殊 作 業 員 〃 0.1 

普 通 作 業 員 〃 0.7 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 ｈ 1.6 

フ ィ ル タ ー 材 ｍ3 12 

諸 雑 費 率 ％ 2 

(注) 1. 歩掛は，運搬距離30ｍ程度までの現場内小運搬を含むものであり，床掘り，残土処理は含まない。また，本歩掛は暗渠

排水管の敷設に伴うフィルター材の敷設歩掛であり，暗渠排水管の敷設を行わない場合は別途考慮する。 

2. フィルター材のロス率（材料ロス）は，＋0.2として上表に含まれている。 

3. 諸雑費は，締固め機械等の運転経費であり，労務費，機械運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 
 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 

 
  

３－５ 管（函）渠型側溝 

  (１) 管（函）渠型側溝据付歩掛 
    管（函）渠型側溝据付歩掛は，次表を標準とする。 
    なお，管（函）渠型側溝とは，一般のヒューム管やボックスカルバートのように土中に全体埋設されるもので

なく，車道部，歩道部等の側溝を兼ねた排水構造物をいう。 
 

表3.7 管（函）渠型側溝据付歩掛 (10ｍ当り)

製  品  長 ２ｍ／個 

内径または内空幅（㎜） 
200以上400以下 

名      称 単位 

世 話 役 人 0.3 

特 殊 作 業 員 〃 0.2 

普 通 作 業 員 〃 0.6 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 日 0.3 

基 礎 砕 石 費 率 ％ 21 

諸 雑 費 率 〃 17 

(注) 1. 歩掛は，運搬距離30ｍ程度までの現場内小運搬を含むものであり，床掘り，埋戻し，残土処理は含まない。 

2. 基礎砕石費及び諸雑費は，労務費及び機械運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 なお，基礎砕石費及び諸雑費に含まれる内容は次のとおりである。 

  [基礎砕石費] 

   敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕石等材料費 

  [諸雑費] 

   コンクリートカッタ運転経費，目地モルタル，敷モルタル，管（函）渠型側溝損失分の費用，カッタブレードの損耗費 

3. 基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としているが，これにより難い場合は別途考慮する。 

4. 基礎砕石費は，材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 
 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

 

工種名 現  行 改  定 
 ３－６ 集水桝 

  (１) 集水桝据付歩掛 
    集水桝据付歩掛は，次表を標準とする。 

表3.8 集水桝据付歩掛 (10基当り)

製品質量（kg／基） 50以上 
80以下 

80を超え
400以下

400を超
え 
800以下

800を超え
1,200以下

1,200を超
え

1,600以下

1,600を超
え 
2,200以下名    称 単位  

世 話 役 人 0.1 0.2 0.4 0.6 1.0 1.3 

特 殊 作 業 員 〃 0.1 0.1 0.1 0.2 0.3 0.4 

普 通 作 業 員 〃 0.2 0.1 0.6 0.9 1.3 1.7 

バックホウ運転 ｈ － 2.6 3.6 4.4 5.7 6.7 

基礎砕石費率 ％ 73 18 

諸 雑 費 率 〃 2 

(注) 1. 歩掛は，運搬距離30ｍ程度までの現場内小運搬を含むものであり，床掘り，埋戻し，残土処理は含まない。  

2. 上表歩掛は，蓋版の有無にかかわらず適用できる。 

3. 基礎砕石費及び諸雑費は，労務費及び機械運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  なお，基礎砕石費及び諸雑費に含まれる内容は次のとおりである。 

   [基礎砕石費] 

    敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕石等材料費 

   [諸雑費] 

    敷砂または敷モルタル材料費 

4. 基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。 

5. 基礎砕石費は，材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 
 

 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

３－７ 鉄筋コンクリート台付管 

  (１) 鉄筋コンクリート台付管据付歩掛 

   鉄筋コンクリート台付管据付歩掛は，次表を標準とする。 

    なお，鉄筋コンクリート台付管とは，管断面の内側の形状が円形又は卵形であって，かつ，管断面の外側の下

部もしくは上下部の一部がフラットになっているもの（管断面の外側の形状が方形もしくは六角形になっている

ものを含む）をいう。 
 

表3.9 鉄筋コンクリート台付管据付歩掛 (10ｍ当り)

管  径(㎜) 
200 250 
300 

350 400
450 500

600 700
800 

 900 
1,000 
1,100 
1,200

名    称 単位  

世 話 役 人 0.2 0.3 0.4 0.6 

特 殊 作 業 員 〃 0.1 0.2 0.3 0.4 

普 通 作 業 員 〃 0.4 0.6 0.9 1.2 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 ｈ 2.1 2.7 3.5 － 

ラフテレーンクレーン賃料 日 － － － 0.5 

基 礎 砕 石 費 率 ％ 16 

諸 雑 費 率 〃 7 

(注) 1. 歩掛は，運搬距離30ｍ程度までの現場内小運搬を含むものであり，床掘り，埋戻し，残土処理は含まない。 

2. 断面が卵形の場合の管径は内幅とする。 

3. 基礎砕石費及び諸雑費は，労務費，賃料及び機械運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 なお，基礎砕石費及び諸雑費に含まれる内容は次のとおりである。 

  [基礎砕石費] 

   敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕石等材料費 

  [諸雑費] 

   緊結用器具，コンクリートカッタ運転経費，目地モルタル，鉄筋コンクリート台付管損失分の費用，カッタブレードの損

耗費等 

4. 基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。 

5. 基礎砕石費は，材料の種別・規格にかかわらず適用できる。  
 

 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

現行基準 
のページ 現  行 改  定 

 ３－８ Ｌ形側溝 

  (１) Ｌ形側溝据付歩掛 
    Ｌ形側溝据付歩掛は，次表を標準とする。 

表3.10 Ｌ形側溝据付歩掛 (10ｍ当り)

製  品  長（ｍ） 
0.6ｍ／個 

名      称 単位 

世 話 役 人 0.3 

特 殊 作 業 員 〃 0.1 

普 通 作 業 員 〃 0.9 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 ｈ 1.2 

基 礎 砕 石 費 率 ％ 22 

諸 雑 費 率 〃 12 

(注) 1. 歩掛は，運搬距離30ｍ程度までの現場内小運搬を含むものであり，床掘り，埋戻し，残土処理は含ま

ない。 

2. 基礎砕石費及び諸雑費は，労務費及び機械運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上

する。 

 なお，基礎砕石費及び諸雑費に含まれる内容は次のとおりである。 

  [基礎砕石費] 

   敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕石等材料費 

  [諸雑費] 

   コンクリートカッタ運転経費，目地モルタル，敷モルタル，Ｌ形側溝損失分の費用，カッタブレードの

損耗費等 

3. 基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。 

4. 基礎砕石費は，材料の種別・規格にかかわらず適用できる。 
 

 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 4. 単 価 表 

 (１) ヒューム管（Ｂ形管）10ｍ当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ヒ ュ ー ム 管 Ｂ形管○○㎜ 本  10ｍ÷○○ｍ／本 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基
準値)クローラ型・クレー
ン機能付 山積0.45ｍ3

（平積0.35ｍ3） 2.9ｔ吊

ｈ  
表3.1，表3.2 
φ200～1,000㎜の場合に計
上 

ラフテレーンクレーン賃料
排出ガス対策型(第１次基準
値)油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日  

表3.1，表3.2 
φ1,100～1,350㎜の場合に計
上

諸 雑 費  式 １ 表3.2 

計     

 

 (２) ヒューム管用巻きコンクリート施工10ｍ3当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.3 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

型 枠 工  〃   〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3   〃 10×(１＋ロス率) 

基 礎 砕 石 費 巻き形式 式 １  〃 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     
 

4. 単 価 表 

 (１) ヒューム管（Ｂ形管）10ｍ当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ヒ ュ ー ム 管 Ｂ形管○○㎜ 本  10ｍ÷○○ｍ／本 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基
準値)クローラ型・クレー
ン機能付 山積0.45ｍ3

（平積0.35ｍ3） 2.9ｔ吊

ｈ  
表3.1，表3.2 
φ200～1,000㎜の場合に計
上 

ラフテレーンクレーン賃料
排出ガス対策型(第２次基準
値)油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日  

表3.1，表3.2 
φ1,100～1,350㎜の場合に計
上

諸 雑 費  式 １ 表3.2 

計     

 
 
 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 (３) ボックスカルバート据付10ｍ当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人  表3.4 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ボックスカルバート 内空幅×内空高×長さ 個   

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型(第１次基準
値)油圧伸縮ジブ型○○ｔ吊

日  表3.1，表3.4 

雑
工
種 

基 礎 砕 石  式 １ 表3.4 必要に応じて計上 

均しコンクリート  〃 １  〃 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     
 

 (３) ボックスカルバート据付10ｍ当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.4 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ボックスカルバート 内空幅×内空高×長さ 個   

ラフテレーンクレーン賃
料 

排出ガス対策型(第２次基準
値)油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 
又は 
排出ガス対策型(第１次基準
値)油圧伸縮ジブ型45ｔ吊 

日  表3.1，表3.4 

雑
工
種

基 礎 砕 石  式 １ 表3.4 必要に応じて計上 

均しコンクリート  〃 １  〃 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     
 

 
 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

(４) 暗渠排水管敷設100ｍ当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.5 

普 通 作 業 員  〃   〃 

暗 渠 排 水 管 種類・呼び径 ｍ  表3.5 100×(１＋ロス率)

継 手 材 料  式 １ 表3.5 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 １  

計     

 (５) フィルター材敷設10ｍ3当り単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.6 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

フ ィ ル タ ー 材  ｍ3  表3.6 10×(１＋ロス率) 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第１次基
準値)・クローラ型 山積
0.45ｍ3（平積0.35ｍ3）

ｈ  表3.1，表3.6 

諸 雑 費  式 １ 表3.6 

計     
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

(６) 管（函）渠型側溝10ｍ当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.7 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

管（ 函）渠型側溝 内径または内空幅○○㎜ 個 ５  

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第２次基
準値)・クローラ型クレー
ン機能付山積0.28ｍ3（平
積0.2ｍ3）1.7ｔ吊 

日  表3.1，表3.7 

基 礎 砕 石 費  式 １ 表3.7 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     

 (７) 集水桝10基当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.8 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

集 水 桝  基 10  

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基
準値)・クローラ型クレー
ン機能付山積0.45ｍ3（平
積0.35ｍ3）2.9ｔ吊

ｈ  
表3.1，表3.8 
80～2,200kg／基の場合に計
上 

基 礎 砕 石 費  式 １ 表3.8 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 

 (８) 鉄筋コンクリート台付管10ｍ当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.9 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

鉄筋コンクリート台付
管

管径○○㎜ 個  10ｍ÷○○ｍ／個 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基
準値)・クローラ型クレー
ン機能付山積0.45ｍ3（平
積0.35ｍ3）2.9ｔ吊 

ｈ  表3.1，表3.9 
φ200～800㎜の場合に計上

ラフテレーンクレーン賃
料 

排出ガス対策型（第１次基
準値）油圧伸縮ジブ型25
ｔ吊 

日  
表3.1，表3.9 
φ900～1,200㎜の場合に計
上 

基 礎 砕 石 費  式 １ 表3.9 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     

 (９) Ｌ形側溝10ｍ当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人  表3.10 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

Ｌ 形 側 溝  個 16.5 10ｍ÷0.6ｍ／個 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基
準値)・クローラ型クレー
ン機能付山積0.45ｍ3（平
積0.35ｍ3）2.9ｔ吊 

ｈ  表3.1，表3.10 

基 礎 砕 石 費  式 １ 表3.10 必要に応じて計上

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     
 

 (８) 鉄筋コンクリート台付管10ｍ当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 
量

摘   要 

世 話 役  人  表3.9 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

鉄筋コンクリート台付
管 

管径○○㎜ 個  10ｍ÷○○ｍ／個 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基
準値)・クローラ型クレー
ン機能付山積0.45ｍ3（平
積0.35ｍ3）2.9ｔ吊 

ｈ  表3.1，表3.9 
φ200～800㎜の場合に計上 

ラフテレーンクレーン賃
料 

排出ガス対策型（第２次基
準値）油圧伸縮ジブ型25
ｔ吊 

日  
表3.1，表3.9 
φ900～1,200㎜の場合に計
上 

基 礎 砕 石 費  式 １ 表3.9 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     

 (９) Ｌ形側溝10ｍ当り据付単価表 

名    称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人  表3.10 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

Ｌ 形 側 溝  個 16.5 10ｍ÷0.6ｍ／個 

バ ッ ク ホ ウ 運 転

排出ガス対策型(第１次基
準値)・クローラ型クレー
ン機能付山積0.45ｍ3（平
積0.35ｍ3）2.9ｔ吊 

ｈ  表3.1，表3.10 

基 礎 砕 石 費  式 １ 表3.10 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 １  〃 

計     
 

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
排水構造物工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 (10) 機械運転単価表 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

 
バ ッ ク ホ ウ 

 
暗 渠 排 水 管 

 

排出ガス対策型(第１次基準
値)・クローラ型 山積0.45
ｍ3（平積0.35ｍ3） 

機－１  

 
バ ッ ク ホ ウ 

 
ヒューム管（Ｂ形管） 

集  水  桝 
鉄筋コンクリート台付管 

Ｌ 型 側 溝 
 

排出ガス対策型(第１次基準
値)・クローラ型クレーン機
能付山積0.45ｍ3（平積0.35
ｍ3）2.9ｔ吊 

機－１  

 
バ ッ ク ホ ウ 

 
管（函）渠型側溝 

 

排出ガス対策型(第２次基準
値)・クローラ型クレーン機
能付山積0.28ｍ3（平積0.2
ｍ3）1.7ｔ吊 

機－28
運転労務数量→ 1.00 
燃 料 消 費 量→38 
賃 料 数 量→ 1.42 

 

  

 
 

現行のとおり 
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工種名 現  行 改  定 
軟弱地盤処理工 
スラリー撹拌工 

3. スラリー撹拌工 

 ３－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，粘性土，砂質土，シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行うセメント及び石灰によるスラリ

ー撹拌工の陸上施工に適用する。 

  ただし，変位低減型（排土式）を除く。 

  なお，杭径及び打設長は以下のとおりとする。 

   (１) 単軸施工：打設長３ｍを超え10ｍ以下 杭径 800㎜～1,200㎜，2,000㎜ 

   (２) 単軸施工：打設長10ｍを超え30ｍ以下 杭径1,000㎜～1,600㎜ 

   (３) 二軸施工：打設長３ｍを超え40ｍ以下 杭径1,000㎜ 

  また，単軸施工，二軸施工の選定にあたっては，下記条件等を考慮する。 

   (１) 杭の配列 

   (２) 作業面積及び施工箇所のトラフィカビリティ 

 ３－２ 施 工 概 要 

  ３－２－１ 施工内容 

   スラリー撹拌工は，地盤中にセメント及び石灰系固化材をスラリー状（セメントミルク又はモルタル）で圧送・

注入し，撹拌翼で原地盤と撹拌・混合することにより均一な混合処理改良体（コラム）を造成する工法である。

  ３－２－２ 施工フロー 

   施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   2. スラリープラントの現場内移設は必要に応じて計上する。 
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2. スラリー撹拌工 

 ２－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，粘性土，砂質土，シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行うセメント及び石灰によるスラリ

ー撹拌工の陸上施工に適用する。 

  ただし，変位低減型（排土式）を除く。 

  なお，杭径及び打設長は以下のとおりとする。 

   (１) 単軸施工：打設長３ｍを超え10ｍ以下 杭径 800㎜～1,200㎜，2,000㎜ 

   (２) 単軸施工：打設長10ｍを超え30ｍ以下 杭径1,000㎜～1,600㎜ 

   (３) 二軸施工：打設長３ｍを超え40ｍ以下 杭径1,000㎜ 

  また，単軸施工，二軸施工の選定にあたっては，下記条件等を考慮する。 

   (１) 杭の配列 

   (２) 作業面積及び施工箇所のトラフィカビリティ 

 ２－２ 施 工 概 要 

  ２－２－１ 施工内容 

   スラリー撹拌工は，地盤中にセメント及び石灰系固化材をスラリー状（セメントミルク又はモルタル）で圧送・

注入し，撹拌翼で原地盤と撹拌・混合することにより均一な混合処理改良体（コラム）を造成する工法である。

  ２－２－２ 施工フロー 

   施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   2. スラリープラントの現場内移設は必要に応じて計上する。 
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工種名 現  行 改  定 
 ３－３ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

機  種 規   格 
単

位 

単 軸 施 工 二 軸 施 工 

摘要
φ800㎜～ 
1,200㎜ 

φ1,000㎜～
1,600㎜ φ2,000㎜ φ1,000 

打設長(Ｌ) 
３ｍを超え 
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
10ｍを超え
30ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
10ｍを超え
20ｍ以下 

打設長(Ｌ)
20ｍを超え
40ｍ以下 

深 層 混 合
処 理 機

単軸施工 27.4kN･m 台 １ － － － － －  

〃  90～110kW×1 〃 － １※1 － － － －  

〃  90kW×2 〃 － － １ － － －  

二軸施工 45kW×2 〃 － － － １ － －  

〃  55～60kW×2 〃 － － － － １ －  

〃  90kW×2 〃 － － － － － １※2  

スラリープラント
10ｍ3／ｈ 基 １ － － － － －  

20ｍ3／ｈ 〃 － １ １ １ １ １  

(注) 1. 深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 

2. スラリープラントには，スクリューコンベア，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及び

スラリープラント制御盤を含む。 

3. ※の機種については，リーダー長は以下のとおりとする。 

※１）打設長10ｍを超え20ｍ以下の場合，24ｍ，打設長20ｍを超え30ｍ以下の場合，33ｍとなる。 

※２）打設長20ｍを超え30ｍ以下の場合，40ｍ，打設長30ｍを超え40ｍ以下の場合，50ｍとなる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 施工図  
 

３－４ 編 成 人 員 

  スラリー攪拌工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表3.2 日 当 り 編 成 人 員 （人）

工 法 世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員

単 軸 施 工 
二 軸 施 工 １ ２ １ 

(注) 1. 編成人員には，スラリープラントの管理運転労務を含む。 

2. 深層混合処理機の運転労務歩掛は,「第１章①建設機械運転労務」による。

  

２－３ 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

機  種 規   格 
単

位

単 軸 施 工 二 軸 施 工 

摘要 
φ800㎜～
1,200㎜ 

φ1,000㎜～
1,600㎜ φ2,000㎜ φ1,000 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
10ｍを超え
30ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
10ｍを超え
20ｍ以下 

打設長(Ｌ) 
20ｍを超え 
40ｍ以下 

深 層 混 合
処 理 機

単軸施工 27.4kN･m 台 １ － － － － －  

〃  90～110kW×1 〃 － １※1 － － － －  

〃  90kW×2 〃 － － １ － － －  

二軸施工 45kW×2 〃 － － － １ － －  

〃  55～60kW×2 〃 － － － － １ －  

〃  90kW×2 〃 － － － － － １※2  

スラリープラント
10ｍ3／ｈ 基 １ － － － － －  

20ｍ3／ｈ 〃 － １ １ １ １ １  

(注) 1. 深層混合処理機には，施工管理計，システム管理計を含む。 

2. スラリープラントには，スクリューコンベア，セメントサイロ，水槽，ポンプ，アジテータ，グラウトポンプ及び

スラリープラント制御盤を含む。 

3. ※の機種については，リーダー長は以下のとおりとする。 

※１）打設長10ｍを超え20ｍ以下の場合，24ｍ，打設長20ｍを超え30ｍ以下の場合，33ｍとなる。 

※２）打設長20ｍを超え30ｍ以下の場合，40ｍ，打設長30ｍを超え40ｍ以下の場合，50ｍとなる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 施工図  
 

２－４ 編 成 人 員 

  スラリー攪拌工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

表3.2 日 当 り 編 成 人 員 （人）

工 法 世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員

単 軸 施 工 
二 軸 施 工 １ ２ １ 

(注) 1. 編成人員には，スラリープラントの管理運転労務を含む。 

2. 深層混合処理機の運転労務歩掛は,「第１章①建設機械運転労務」による。
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工種名 現  行 改  定 
 ３－５ 施 工 歩 掛 

  ３－５－１ 杭施工本数 

   １日当り杭施工本数は，次表を標準とする。 

表3.3 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 
単 軸 施 工 

（杭径φ800㎜～φ1,200㎜） 

３ｍを超え ４ｍ未満 21 

４ｍ以上  ５  〃 18 

５  〃   ６  〃 15 

６  〃   ７  〃 14 

７  〃   ８  〃 12 

８  〃   ９  〃 11 

９  〃   10ｍ以下 10 
 

表3.4 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 単 軸 施 工 
（杭径φ1,000㎜～φ1,600㎜） 

10ｍを超え 12ｍ未満 ７ 

12ｍ以上  14  〃 ６ 

14  〃   19  〃 ５ 

19  〃   25  〃 ４ 

25  〃   30ｍ以下 ３  
表3.5 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 
単 軸 施 工 

（杭径φ2,000㎜） 

３ｍを超え ４ｍ未満 10 

４ｍ以上  ５  〃 ９ 

５  〃   ６  〃 ８ 

６  〃   ７  〃 ７ 

７  〃   ９  〃 ６ 

９  〃   10ｍ以下 ５ 

(注) 1. 施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，攪拌，
練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

2. 現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合は，別

途分解・組立を別途計上する。 
3. スラリープラントの現場内移設は，３－５－４により別途計上する。 

4. 攪拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，３－５－

５その他（1）による。 

5. 軸の継足しがある場合は，別途計上する。 

6. 安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
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２－５ 施 工 歩 掛 

  ２－５－１ 杭施工本数 

   １日当り杭施工本数は，次表を標準とする。 

表3.3 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 
単 軸 施 工 

（杭径φ800㎜～φ1,200㎜） 

３ｍを超え ４ｍ未満 21 

４ｍ以上  ５  〃 18 

５  〃   ６  〃 15 

６  〃   ７  〃 14 

７  〃   ８  〃 12 

８  〃   ９  〃 11 

９  〃   10ｍ以下 10 
 

表3.4 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 単 軸 施 工 
（杭径φ1,000㎜～φ1,600㎜） 

10ｍを超え 12ｍ未満 ７ 

12ｍ以上  14  〃 ６ 

14  〃   19  〃 ５ 

19  〃   25  〃 ４ 

25  〃   30ｍ以下 ３  
表3.5 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 
単 軸 施 工 

（杭径φ2,000㎜） 

３ｍを超え ４ｍ未満 10 

４ｍ以上  ５  〃 ９ 

５  〃   ６  〃 ８ 

６  〃   ７  〃 ７ 

７  〃   ９  〃 ６ 

９  〃   10ｍ以下 ５ 

(注) 1. 施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，撹拌，
練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

2. 現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合は，別

途分解・組立を別途計上する。 

3. スラリープラントの現場内移設は，２－５－４により別途計上する。 

4. 撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，２－５－

５その他（1）による。 

5. 軸の継足しがある場合は，別途計上する。 

6. 安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 
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工種名 現  行 改  定 
 表3.6 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 
二 軸 施 工 

（杭径φ1,000㎜） 

３ｍを超え ４ｍ未満 14 

４ｍ以上  ５ 〃 13 

５  〃   ６ 〃 12 

６  〃   ７ 〃 11 

７  〃   ９ 〃 10 

９  〃   10 〃 ９ 

10  〃   12 〃 ８ 

12  〃   15 〃 ７ 

15  〃   18 〃 ６ 

18  〃   22 〃 ５ 

22  〃   30 〃 ４ 

30  〃   40ｍ以下 ３ 

(注) 1. 施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，攪拌，

練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

2. 現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合は，別
途分解・組立費を別途計上する。 

3. スラリープラントの現場内移設は，３－５－４により別途計上する。 

4. 攪拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，３－５－

５その他（1）による。 

 

5. 軸の継足しがある場合は，別途計上する。 

6. 安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 

7. 二軸施工の改良断面図は下図を標準とする。 

 

 

 

 

  ３－５－２ 改良材使用量 

   改良材は，セメント系，石灰系を標準とし，現場条件により決定する。なお，使用量は次式による。 

    Ｖ＝Ｖ×Ｌ1×(１＋Ｋ)…………… 式3.1 

    Ｖ ：１本当り改良材使用量（ｔ／本） 

    Ｖ ：杭長１ｍ当り改良材使用量（ｔ／ｍ） 

    Ｌ1 ：杭 長（ｍ） 

    Ｋ ：ロス率 

表3.7 ロ  ス  率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.1 
  

表3.6 １日当り杭施工本数（Ｎ） （本／日）

打設長 Ｌ（ｍ） 
二 軸 施 工 

（杭径φ1,000㎜） 

３ｍを超え ４ｍ未満 14 

４ｍ以上  ５ 〃 13 

５  〃   ６ 〃 12 

６  〃   ７ 〃 11 

７  〃   ９ 〃 10 

９  〃   10 〃 ９ 

10  〃   12 〃 ８ 

12  〃   15 〃 ７ 

15  〃   18 〃 ６ 

18  〃   22 〃 ５ 

22  〃   30 〃 ４ 

30  〃   40ｍ以下 ３ 

(注) 1. 施工本数は杭間の移動（敷鉄板の設置・撤去含む)，位置決め，貫入，撹拌，

練り返し，引抜きまでの一連の作業のものである。 

2. 現場内移設に伴い，処理機本体の分解・組立が必要となった場合は，別

途分解・組立費を別途計上する。 

3. スラリープラントの現場内移設は，２－５－４により別途計上する。 

4. 撹拌翼の貫入，引抜きに障害となる転石等の除去については，２－５－

５その他（1）による。 

 

5. 軸の継足しがある場合は，別途計上する。 
6. 安定処理工が必要な場合は，別途計上する。 

7. 二軸施工の改良断面図は下図を標準とする。 

 

 

 

 

  ２－５－２ 改良材使用量 

   改良材は，セメント系，石灰系を標準とし，現場条件により決定する。なお，使用量は次式による。 

    Ｖ＝Ｖ×Ｌ1×(１＋Ｋ)…………… 式3.1 

    Ｖ ：１本当り改良材使用量（ｔ／本） 

    Ｖ ：杭長１ｍ当り改良材使用量（ｔ／ｍ） 

    Ｌ1 ：杭 長（ｍ） 

    Ｋ ：ロス率 

表3.7 ロ  ス  率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.1 
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工種名 現  行 改  定 
 

３－５－３ 諸雑費 

   諸雑費は，足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設，改良後の整地に要する費用，電力に関する経費等で

あり労務費，機械の運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.8 諸雑費率 （％）

工      法 打 設 長 （Ｌ） 諸 雑 費 率 

単 軸 施 工 
杭径φ800㎜～φ1,200㎜ ３ｍを超え10ｍ以下 21 

単 軸 施 工 
杭径φ1,000㎜～φ1,600㎜ 

10ｍを超え30ｍ以下 20 

単 軸 施 工 
杭 径 φ 2,000 ㎜ 

３ｍを超え10ｍ以下 31 

二 軸 施 工 
杭 径 φ 1,000 ㎜ ３ｍを超え40ｍ以下 26 

 
  ３－５－４ スラリープラント現場内移設歩掛 

   スラリープラントを中心に半径約100ｍを超える場合，又は同一現場内に施工箇所が２箇所以上あり，スラリー

プラントを移設しなければならない場合は，次表を標準とする。 

表3.9 スラリープラント現場内移設歩掛 （１回当り）

名 称 規  格 単位 

単軸施工 
φ800㎜～ 
φ1,200㎜ 

単軸施工 
φ1,000㎜～
φ1,600㎜ 

単軸施工 
φ2,000㎜ 

二軸施工 
φ1,000㎜ 

打設長(Ｌ) 
３ｍを超え 
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
10ｍを超え
30ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
40ｍ以下 

世 話 役  人 1.0 

特殊作業員  〃 2.9 

普通作業員  〃 1.4 

ラフテレーン
クレーン運転

排出ガス対策型 
（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 1.4 

(注) 1. 移設するスラリープラントはスクリューコンベア，セメントサイロ，水槽，ポンプ，ア

ジテータ，グラウトポンプ，スラリープラント制御盤及び発動発電機とする。 

2. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

  ３－５－５ その他 

   (１) 次の条件等により撹拌翼が貫入出来ない場合は，バックホウによる先掘りを行うものとし，「第２章土工

②機械土工」による。 

     １）表層安定処理等を行った地盤 

     ２）表層に転石等が多い地盤 

     ３）表層に障害物等のある地盤 

   (２) 汚泥土の処理が必要な場合は，別途計上する。 

   (３) 注入材配合用水，機器洗浄等に用いる上水道等が必要な場合は，別途計上する。 

   (４) スラリー撹拌工は,特許を有する工法の場合もあるので,特許料が必要な場合は別途計上する。 

 

11  

２－５－３ 諸雑費 

   諸雑費は，足場材（敷鉄板）賃料及び設置・撤去・移設，改良後の整地に要する費用，電力に関する経費等で

あり労務費，機械の運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表3.8 諸雑費率 （％）

工      法 打 設 長 （Ｌ） 諸 雑 費 率 

単 軸 施 工
杭径φ800㎜～φ1,200㎜ ３ｍを超え10ｍ以下 21 

単 軸 施 工
杭径φ1,000㎜～φ1,600㎜

10ｍを超え30ｍ以下 20 

単 軸 施 工
杭 径 φ 2,000 ㎜

３ｍを超え10ｍ以下 31 

二 軸 施 工
杭 径 φ 1,000 ㎜ ３ｍを超え40ｍ以下 26 

 
  ２－５－４ スラリープラント現場内移設歩掛 

   スラリープラントを中心に半径約100ｍを超える場合，又は同一現場内に施工箇所が２箇所以上あり，スラリー

プラントを移設しなければならない場合は，次表を標準とする。 

表3.9 スラリープラント現場内移設歩掛 （１回当り）

名 称 規  格 単位

単軸施工 
φ800㎜～ 
φ1,200㎜ 

単軸施工 
φ1,000㎜～
φ1,600㎜ 

単軸施工 
φ2,000㎜ 

二軸施工 
φ1,000㎜ 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
10ｍを超え
30ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
10ｍ以下 

打設長(Ｌ)
３ｍを超え
40ｍ以下 

世 話 役  人 1.0 

特殊作業員  〃 2.9 

普通作業員  〃 1.4 

ラフテレーン
クレーン運転

排出ガス対策型 
（第２次基準値）
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

日 1.4 

(注) 1. 移設するスラリープラントはスクリューコンベア，セメントサイロ，水槽，ポンプ，ア

ジテータ，グラウトポンプ，スラリープラント制御盤及び発動発電機とする。 

2. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

  ２－５－５ その他 

   (１) 次の条件等により撹拌翼が貫入出来ない場合は，バックホウによる先掘りを行うものとし，「第２章土工

②機械土工」による。 

     １）表層安定処理等を行った地盤 

     ２）表層に転石等が多い地盤 

     ３）表層に障害物等のある地盤 

   (２) 汚泥土の処理が必要な場合は，別途計上する。 

   (３) 注入材配合用水，機器洗浄等に用いる上水道等が必要な場合は，別途計上する。 

   (４) スラリー撹拌工は,特許を有する工法の場合もあるので,特許料が必要な場合は別途計上する。 
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工種名 現  行 改  定 
 
 

３－６ 単 価 表 

  (１) スラリー撹拌工杭長○○ｍ １本当り単価表  
名    称 規         格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １
Ｎ

１ × 表3.2～表3.6 

特 殊 作 業 員  〃 〃×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 〃×１ 〃 

改 良 材  ｔ Ｖ 式3.1，表3.7 

深層混合処理機運転  日 １／Ｎ 表3.1，表3.3～表3.6

スラリープラント運転  〃 １／Ｎ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表3.8 

特 許 料 金  〃 １ 必要に応じて計上 

計     

(注) Ｎ：１日当り杭施工本数（本／日） 

Ｖ：１本当り改良材使用量（ｔ／本）  
  (２) スラリープラント現場内移設 １回当り単価表  

名    称 規         格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人  表3.9 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン賃料 
排出ガス対策型(第１次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 
  (３) 機械運転単価表  

機  械  名 規   格 適用単価表 指  定  事  項 

深 層 混 合 処 理 機 表3.1 機－18 

単
軸

運転労務数量→1.00 

燃料消費量→ 27.4kN･ｍ   →34 
→110kw×１ 20ｍ→62 
→110kw×１ 30ｍ→72 
→ 90kw×２   →62 

機械損料数量→1.59 

二
軸

運転労務数量→1.00 
燃料消費量→45kw×２→35 

→60kw×２→38 
→90kw×２→56 

機械損料数量→1.59 

スラリープラント 〃 機－25 機械損料数量→1.59 

  

２－６ 単 価 表 

  (１) スラリー撹拌工杭長○○ｍ １本当り単価表  
名    称 規         格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人 １
Ｎ

１ × 表3.2～表3.6 

特 殊 作 業 員  〃 〃×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 〃×１ 〃 

改 良 材  ｔ Ｖ 式3.1，表3.7 

深層混合処理機運転  日 １／Ｎ 表3.1，表3.3～表3.6 

スラリープラント運転  〃 １／Ｎ 〃 

諸 雑 費  式 １ 表3.8 

特 許 料 金  〃 １ 必要に応じて計上 

計     

(注) Ｎ：１日当り杭施工本数（本／日） 

Ｖ：１本当り改良材使用量（ｔ／本）  
  (２) スラリープラント現場内移設 １回当り単価表  

名    称 規         格 単位 数   量 摘   要 

世 話 役  人  表3.9 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン賃料
排出ガス対策型(第２次基準値)
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 
  (３) 機械運転単価表  

機  械  名 規   格 適用単価表 指  定  事  項 

深 層 混 合 処 理 機 表3.1 機－18 

単
軸

運転労務数量→1.00 

燃料消費量→ 27.4kN･ｍ   →34 
→110kw×１ 20ｍ→62 
→110kw×１ 30ｍ→72 
→ 90kw×２   →62 

機械損料数量→1.59 

二
軸

運転労務数量→1.00 

燃料消費量→45kw×２→35 
→60kw×２→38 
→90kw×２→56 

機械損料数量→1.59 

スラリープラント 〃 機－25 機械損料数量→1.59 

 

 
 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

共通項 

アンカー工 

 

⑪  アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

１．適用範囲 

  本資料は，ロータリーパーカッション式ボーリングマシンにより削孔を行い，アンカー鋼材にて 

引張力を地盤に伝達するグランドアンカー工法に適用する。 

 

２．施工概要 

  施工フローは，次図を標準とする。 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

2. ロータリーパーカッション式ボーリングマシンをクローラ型とするときは，足場設置・撤

去及びボーリングマシン据付・移設・撤去は対象外となる。 
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３. 施工歩掛 

 ３－１ 削孔 

  (１) 歩掛の適用範囲 

      削孔は，ボーリングマシンによるアンカー孔の削孔，ドリルパイプの引抜き，横移動作業で

ある。なお，積算においては，土質ごとに積上げを行うこととする。 

 

  (２) 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

 

⑪  アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

１．適用範囲 

  本資料は，ロータリーパーカッション式ボーリングマシンにより削孔を行い，アンカー鋼材にて 

引張力を地盤に伝達し、長期に供用するグラウンドアンカー工法に適用する。 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

  (３) 日当り編成人員 

    日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

  (４) 歩掛（施工日数） 

    施工日数は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 

 表3.3 土質別施工日数 （日／10ｍ）

施 工 機 械 分 類 呼び径 粘性土
砂質土

レキ質土 玉 石
混り土

軟岩 硬岩 

90 0.21 0.31 0.46 － － 

115 0.30 0.39 0.56 － － 単管 

135 0.39 0.46 0.65 － － 

90 0.22 0.33 0.47 0.39 0.50 

115 0.36 0.43 0.61 0.50 0.63 

135 0.46 0.55 0.73 0.65 0.80 

ボ ー リ ン グ マ シ ン 
（ロータリーパーカッション
式・スキッド型55kW級） 

二重管 

146 0.53 0.63 0.81 0.74 1.03 

(注) 1. 呼び径とは，ドリルパイプ外径（㎜）をいう。 

2. ロータリーパーカッション式・クローラ型81kW級を選定する場合は，上表の施工日数に0.9

を乗じた数量（小数第３位四捨五入，２位止め）を計上する。 

3. 硬岩は，コンクリートを含む。 

4. 転石等土質条件が上表区分に適用しないと判断される場合は，別途考慮する。 

5. 上表は，ボーリングマシンの横移動を含む。 

6. 泥水処理が必要な場合は，別途計上する。 

 表3.1 機種の選定 

機  械  名 規     格 単位 数量 

ロータリーパーカッション式  
・スキッド型 55kW級 

ボ ー リ ン グ マ シ ン 
ロータリーパーカッション式  
・クローラ型 81kW級 

台 １ 

(注) ボーリングマシンは，施工場所が既設の構造物（斜面）で仮設足場を必要とす

る場合はスキッド型，斜面の上部より順次切取りながらの施工でクローラ型の搬

入が可能な場合は，クローラ型を標準とする。 

 表3.2 日当り編成人員 （人）

世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
  (５) 削孔材料損耗量 

    削孔材料の損耗量は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (６) 諸雑費 

      諸雑費は，削孔水用ポンプ，給水用ポンプ，排水用ポンプ，水槽損料及び電力に関する経費

等の費用であり，労務費，ボーリングマシン損料の合計額に次表の率を乗じた額を上限として

計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 

 表3.4 単管削孔材料損耗量 （削孔10ｍ当り）

名   称 単 位 粘性土
砂質土

レキ質土 玉 石
混り土

シ ャ ン ク ロ ッ ド 個 0.03 0.05 0.06 

打 込 ア ダ プ タ 〃 0.02 0.04 0.05 

ドリルパイプ（1.5ｍ標準） 本 0.08 0.19 0.34 

リ ン グ ビ ッ ト 個 0.13 0.20 0.28 

ウ ォ ー タ ス イ ベ ル 〃 0.01 0.02 0.05 

 表3.5 二重管削孔材料損耗量 （削孔10ｍ当り）

名    称 単位 粘性土
砂質土

レキ質
土 

玉 石
混り土

軟 岩 硬 岩

シ ャ ン ク ロ ッ ド 個 0.03 0.04 0.06 0.05 0.07 

ク リ ー ニ ン グ ア ダ プ タ 〃 0.02 0.03 0.05 0.04 0.05 

エ キ ス テ ン シ ョ ン ロ ッ ド 〃 0.03 0.04 0.05 0.05 0.06 

ドリルパイプ（1.5ｍ標準） 本 0.07 0.20 0.38 0.29 0.47 

インナーロッド（1.5ｍ標準） 〃 0.09 0.22 0.50 0.34 0.45 

リ ン グ ビ ッ ト 個 0.13 0.20 0.28 0.24 0.28 

イ ン ナ ー ビ ッ ト 〃 0.09 0.16 0.18 0.16 0.20 

ウ ォ ー タ ス イ ベ ル 〃 0.01 0.02 0.03 0.02 0.03 

(注) 硬岩は，コンクリートを含む。 

 表3.6 諸 雑 費 率 （％）

ボーリングマシン型式 ス キ ッ ド 型 ク ロ ー ラ 型 

諸 雑 費 率 19 10 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
 ３－２ アンカー鋼材加工・組立，挿入 

  (１) 歩掛の適用範囲 

      アンカー鋼材の加工・組立，挿入は，アンカー鋼材の現地加工，組立から孔内挿入までの 

作業である。 

 

  (２) 日当り編成人員 

      日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

  (３) 歩掛（施工日数） 

    施工日数は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 

 表3.7 日当り編成人員 （人）

世  話  役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 

 表3.8 設計荷重別施工日数 （日／10本）

設計荷重ｆ（kN） 防 

食 

種            別 
ｆ＜400 400≦ｆ＜1,300 1,300≦ｆ＜2,000

Ｐ Ｃ 鋼 線 よ り 線 2.2 2.3 2.6 

複 合 Ｐ Ｃ 鋼 線 よ り 線 束 0.8 0.9 1.0 
二 

重 

Ｐ Ｃ 鋼 棒 1.4 － 

Ｐ Ｃ 鋼 線 よ り 線 1.1 1.7 2.6 簡 

易 Ｐ Ｃ 鋼 棒 0.9 1.0 － 

(注) 1. 上表施工日数は，削孔長が10ｍ以内の場合であり，削孔長が10ｍを超え20ｍ以内の場合は，

上記施工日数に＋0.13を，20ｍを超える場合は＋0.24を加算する。 

2. 二重防食とは，腐食防護が二重になされたものをいい，簡易防食とは，腐食防護が二重に

なされていない簡易なものをいう。 

3. 本歩掛は，現場内小運搬を含む。 

4. ＰＣ鋼線より線及びＰＣ鋼棒の現地加工・組立は，シース，防錆材，止水部の取付けであ

る。 

5. 複合ＰＣ鋼線より線束の現地での加工・組立は，スペーサの取付けである。 

6. アンカー鋼材については，（注）４及び５に見合う材料単価の計上を行う。 

7. ＰＣ鋼線より線等をすべて工場で組立・加工する場合は，別途考慮する。 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
  (４) 諸雑費 

      諸雑費は，切断機損料及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の 

率を乗じた額を上限として計上する。 

 

 

 ３－３ グラウト注入打設 

  (１) 日当り編成人員 

    日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

 

 

  (２) 歩掛（日当り施工量） 

    グラウト材の注入打設における日当り施工量（実注入量）は，次表とする。 

 

 

 

  (３) 材料使用量及び補正係数（参考） 

  １） グラウトの使用量 

    グラウトの使用量は，次表を参考とする。 

 

 

 

 

 

    （注） 設計におけるロス率（Ｋ）は，2.2を標準とする。ただし，過去の実績や土質 

条件等により本係数を使用することが不合理である場合は，別途考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                  Ｄ
2
×π 

                  ４×10
6
 

              Ｖ：注入量（ｍ3） 

              Ｄ：ドリルパイプの外径（㎜） 

              Ｌ：削孔長（ｍ） 

              Ｋ：ロス率 

            V =              ×Ｌ×（１＋Ｋ） ・・・・・・ 式3.1 

 表3.9 諸 雑 費 率 （％）

諸  雑  費  率 ３ 

 表3.10 日当り編成人員 （人）

世  話  役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 

 表3.11 日当り施工量 （１日当り）

種   別 単 位 日 当 り 施 工 量 

グラウト注入打設 ｍ3 4.1 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
  (４) 諸雑費 

    諸雑費は，グラウトミキサ，グラウトポンプ，水中ポンプ，サンドポンプ，水槽損料及び 

電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として 

計上する。 

 

 

 ３－４ ボーリングマシン移設 

  (１) 歩掛の適用範囲 

    ボーリングマシン移設は，スキッド型の据付・撤去及び上下移動（移設）に適用する。 

ただし，横移動は，削孔工に含む。 

 

  (２) 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

  (３) 日当り編成人員 

   日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

 

 

  (４) 歩掛（日当り施工量） 

    日当り施工量は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (２) 機種の選定 

    機械・規格は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3.15 日当り施工量 （１日当り）

種    別 単 位 日当り施工量 

ボーリングマシン移設 回 3.2 

現行のとおり 

現行のとおり 

 表3.12 諸 雑 費 率 （％）

諸  雑  費  率 23 

 表3.13 機 種 の 選 定 

機  械  名 規     格 単位 数 量 

ラフテレーンクレーン 排出ガス対策型（第１次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

台 １ 

(注) 1. ラフテレーンクレーンの規格は，現場条件により標準機種での施工が困難な場合
は，現場条件に適合した規格を選定することが出来る。 

2. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 表3.14 日当り編成人員 （人）

世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 

 表3.13 機 種 の 選 定 

機  械  名 規     格 単位 数 量 

ラフテレーンクレーン 排出ガス対策型（第２次基準値） 
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

台 １ 

(注) 1. ラフテレーンクレーンの規格は，現場条件により標準機種での施工が困難な場合
は，現場条件に適合した規格を選定することが出来る。 

2. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 ３－５ 緊張・定着・頭部処理 

  (１) 歩掛の適用範囲 

      アンカー鋼材の緊張・定着は，緊張ジャッキで所定の緊張力（荷重）をかけ，クサビ 

及びナット等で定着及び頭部処理（頭部背面処理を含む）を行う作業である。 

 

  (２) 日当り編成人員 

      日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

 

 

  (３) 歩掛（施工日数） 

      施工日数は，次表とする。 

 

 

 

 

  (４) 諸雑費 

    諸雑費は，緊張ジャッキ，油圧ポンプ損料及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の 

合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 

 ３－６ 足場工 

  (１) 歩掛の適用範囲 

      足場工は，スキッド型のボーリングマシン据付の架台となる足場材の設置及び撤去作業， 

でありクローラ型を選定する場合は適用しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 

 表3.16 日当り編成人員 （人）

世 話 役 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員 

１ １ ２ 

 表3.17 設計荷重別施工日数 （日／10本）

設計荷重ｆ（kN） 
定 着 方 法 

ｆ＜400 400≦ｆ＜1,300 1,300≦ｆ＜2,000

ク サ ビ 及 び ナ ッ ト 1.1 1.4 2.1 

(注) オイルキャップによる頭部処理を行わなかった場合は，上表の施工日数から0.3を減ずる。

 表3.18 諸 雑 費 率 （％）

諸  雑  費  率 19 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

  (２) 施工歩掛 

    設置・撤去歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4. 単価表 

  (１) アンカー工内訳書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (２) 施工歩掛 

    設置・撤去歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

現行のとおり 

 表3.19 設置・撤去歩掛 （100空ｍ3当り）

名    称 規    格 単位 数 量 

世 話 役  人 2.1 

と び 工  〃 6.2 

普 通 作 業 員  〃 3.9 

ラフテレーンクレーン運転 排出ガス対策型（第１次基準値）
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

日 0.4 

諸 雑 費 率  ％ 21 

(注) 1. 諸雑費は，パイプ，クランプ，足場板，ベース等足場材の費用であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 作業面の足場幅は，4.5ｍを標準とする。 

3. ラフテレーンクレーンの規格は，現場条件により標準機種での施工が困難な場合

は，現場条件に適合した規格を選定することが出来る。 

4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 表3.19 設置・撤去歩掛 （100空ｍ3当り）

名    称 規    格 単位 数 量 

世 話 役  人 2.1 

と び 工  〃 6.2 

普 通 作 業 員  〃 3.9 

ラフテレーンクレーン運転 排出ガス対策型（第２次基準値）
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

日 0.4 

諸 雑 費 率  ％ 21 

(注) 1. 諸雑費は，パイプ，クランプ，足場板，ベース等足場材の費用であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2. 作業面の足場幅は，4.5ｍを標準とする。 

3. ラフテレーンクレーンの規格は，現場条件により標準機種での施工が困難な場合

は，現場条件に適合した規格を選定することが出来る。 

4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

削 孔  ｍ  単価表(2) 

アンカー鋼材加工・組立，挿入  本  〃 (3) 

グ ラ ウ ト 注 入 打 設  ｍ3  〃 (4) 

ボーリングマシン移設  回  〃 (5) 

緊張・定着・頭部処理  本  〃 (6) 

足 場 工  空ｍ3   〃 (7)，必要に応じて計上

ア ン カ ー 鋼 材  ｍ  必要長計上 

注 入 パ イ プ  〃   〃 

シ ー ス  〃   〃 

防 錆 材  kg   

定 着 加 工 用 具  組  パイロットキャップ，スペ
ーサ等 

ア ン カ ー 定 着 具  〃  アンカーヘッド，プレー
ト，クサビ等 

諸 雑 費  式 １  

計     



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

  (２) 削孔（土質名）10ｍ当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (３) アンカー鋼材加工・組立，挿入10本当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

  (４) グラウト注入打設10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 １×ｄ 表3.2，表3.3 

特 殊 作 業 員  〃 １×ｄ  〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×ｄ  〃 

削 孔 材 料  式 １ 表3.4又は表3.5 

ボーリングマシン運転（損料） ロータリーパーカッション
式○○型 

日 １×ｄ 表3.1，表3.3 

諸 雑 費  式 １ 表3.6 

計     

(注) ｄ：施工日数 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 １×ｄ 表3.7，表3.8 

特 殊 作 業 員  〃 １×ｄ  〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×ｄ  〃 

諸 雑 費  式 １ 表3.9 

計     

(注) ｄ：施工日数 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表3.10，表3.11 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×10／Ｄ   〃 

注 入 材 料  ｍ3 10  

諸 雑 費  式 １ 表3.12 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 



土木工事標準歩掛の一部改定 
アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

工種名 現  行 改  定 
 

  (５) ボーリングマシン移設10回当り単価表 

 

 

 

 

 

  

  (６) 緊張・定着・頭部処理10本当り単価表 

 

 

 

 

 

 

  (７) 足場工100空ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

  (８) 機械運転単価表 

 

 

 

  (５) ボーリングマシン移設10回当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (７) 足場工100空ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 

現行のとおり 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表3.14，表3.15 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×10／Ｄ   〃 

ラフテレーンクレーン賃料 排出ガス対策型（第１次基準値）
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

日 １×10／Ｄ 表3.13，表3.15 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 １×ｄ 表3.16，表3.17 

特 殊 作 業 員  〃 １×ｄ   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×ｄ   〃 

諸 雑 費  式 １ 表3.18 

計     

(注) ｄ：施工日数 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 2.1 表3.19 

と び 工  〃 6.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 3.9 〃 

ラフテレーンクレーン賃料 排出ガス対策型（第１次基準値）
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

日 0.4 〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 機  械  名 規   格 適用単価表 指 定 事 項 

ボ ー リ ン グ マ シ ン ロータリーパーカッション
式・クローラ型81kW級 

機－12 運転時間 →6.2ｈ／日 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 １×10／Ｄ 表3.14，表3.15 

特 殊 作 業 員  〃 １×10／Ｄ   〃 

普 通 作 業 員  〃 ２×10／Ｄ   〃 

ラフテレーンクレーン賃料
排出ガス対策型（第２次基準値）
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

日 １×10／Ｄ 表3.13，表3.15 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 名     称 規    格 単 位 数 量 摘   要 

世 話 役  人 2.1 表3.19 

と び 工  〃 6.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 3.9 〃 

ラフテレーンクレーン賃料 排出ガス対策型（第２次基準値）
油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

日 0.4 〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     



土木工事標準歩掛の一部改定 
発泡スチロールを用いた超軽量盛土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
共通工 
発泡スチロール

を用いた超軽量

盛土工 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

発泡スチロールを用いた超軽量盛土工

1.　適用範囲

　　超軽量材としての発泡スチロールを盛土，擁壁及び橋台などの抗土圧構造物の裏込め

　などに使用する発泡スチロール工を人力で施工する場合に適用する。

2.　施工概要

　施工フローは，下記を標準とする。

　２－１　壁面材設置工有り

　(注)　1.　本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。

　　　　2.　排水材設置工，基礎砕石工（発泡スチロール設置基面部），敷砂工，裏込砕石工

　　　　　　及びコンクリート床版工は，必要に応じて計上する。
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土木工事標準歩掛の一部改定 
発泡スチロールを用いた超軽量盛土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

〔参考図１（両側壁図）〕 〔参考図２（片側壁図）〕

　２－２　壁面材設置工無し
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土木工事標準歩掛の一部改定 
発泡スチロールを用いた超軽量盛土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

〔参考図３（橋台裏込）〕 〔参考図４（盛土）〕

3.　施工歩掛

　３－１　発泡スチロール設置工

　　　３－１－１　日当り編成人員

　日当り編成人員は，次表を標準とする。

（人）

　　　３－１－２　日当り施工量

　標準編成人員による日当り施工量は，次表を標準とする。

（㎥／日）

　(注)　1.　本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。

表3.2　日当り施工量

(注)　 発泡スチロールブロックの緊結金具設置作業，現場での

　　 発泡スチロールの加工作業を含む。

　　　　　　及びコンクリート床版工は，必要に応じて計上する。

　　　　2.　排水材設置工，基礎砕石工（発泡スチロール設置基面部），敷砂工，裏込砕石工

41

表3.1　日当り編成人員

普通作業員世話役

発 泡 ス チ ロ ー ル 設 置 工 54



土木工事標準歩掛の一部改定 
発泡スチロールを用いた超軽量盛土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

　　　３－１－３　発泡スチロール使用量のロス率

　発泡スチロールのロス率は次表を標準とする。

　　　３－１－４　緊結金具使用量

　発泡スチロール同士を結合するために用いる緊結金具の使用量はロスを含み次表を

標準とする。

　　　３－１－５　諸雑費

　諸雑費は，発泡スチロールブロックの加工に用いる電気切断機，電力に関する経費

及び発泡スチロールブロック人力現場内小運搬（運搬距離約60ｍ程度）の費用であり，

労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。

(％)

　　　３－１－６　雑工種

　雑工種は，発泡スチロール設置工の労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限

として計上する。なお，雑工種に含まれる内容は次表のとおりである。

率

26%

18%

28%

(注)　1.排水材については，厚さ10㎜以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。

　　　2.基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。

　　　　なお，基礎砕石工の対象箇所は発泡スチロールブロック設置基面部であり，基礎コンクリート

　　　　打設基面における基礎砕石工については，別途基礎コンクリート工にて計上する。

　　　3.敷砂の敷均し厚は，10cm以下を標準としており，これにより難い場合は別途考慮する。

　　　4.雑工種における材料は，種別にかかわらず適用出来る。

雑　工　種

表3.5　諸雑費率

材　　　　料 ロ　ス　率

機械運転経費

発 泡 ス チ ロ ー ル 設 置 工

23

＋0.03

数　　量

－

表3.4　緊結金具

12

表3.3　ロ　ス　率

（個／発泡スチロール10㎥）

材　　　　料

材　料　費労　務　費 機械器具損料

－

－基礎砕石工
敷設

転圧労務

表3.6　雑工種

緊　　結　　金　　具

材料投入機械

締固め機械
－

材料投入機械

締固め機械

敷砂工
敷設

転圧労務

発　泡　ス　チ　ロ　ー　ル

排水材

設置工
不織布設置労務

砕石

砂
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工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

　　　３－１－７　その他

　発泡スチロールブロックの固定の為にＬ型ピンの設置が必要な場合は，別途計上する。

　３－２　コンクリート床版工

　　　３－２－１　機種の選定

　使用する機械・規格は，次表を標準とする。

　　　３－２－２　コンクリート使用量のロス率

　コンクリートのロス率は，次表を標準とする。

　　　３－２－３　溶接金網使用量

　溶接金網の使用量はロスを含み次表を標準とする。

　　　 骨材の最大寸法は，「第５章コンクリート工①コンクリート

　　　 工」による。

15cm 69

表3.8　ロ　ス　率

規　　　格

ブーム式　90～110㎥／ｈ

床版厚区分

10cm 101

溶接金網使用量

(注)　コンクリートポンプ車圧送コンクリートのスランプ値及び粗

（㎡／床版コンクリート10㎥）

コ　ン　ク　リ　ー　ト ＋0.04

表3.9　溶接金網使用量

ロ　ス　率

表3.7　機種の選定

コンクリートポンプ車

機　　械　　名

材　　　　料



土木工事標準歩掛の一部改定 
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工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

３－２－４　コンクリート床版打設歩掛

　コンクリート床版打設歩掛は，次表を標準とする。

　　    の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

(注)　1.　上表には，コンクリート打設におけるホースの筒先作業等を行う機械付補助

　　　  労務を含む。

      2.　コンクリートポンプ車配管打設にて施工する場合で圧送管設置・撤去が必要

　　　　な場合は，「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上する。

0.78

〃 2.8（2.5）

〃

〃特 殊 作 業 員

　表3.10　コンクリート床版打設歩掛

世 話 役 人

単　位規　　　格

（10㎥当り）

名　　　称 数　　量

鉄 筋 工 〃 0.64

　　　　ただし，練炭養生・ジェットヒータ養生等のコンクリート特殊養生を

　　　　いては，「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上する。

　　  3.　上表には型枠製作設置・撤去，型枠はく離剤塗布及びケレン作業，鉄網設置

　　　　及びコンクリート一般養生を含む。

　　　　必要とする場合は（　）書きの数値を使用するものとし，養生費につ

　　 4.　上表には，Ｈ形鋼支柱とコンクリート床版を結合するアンカーの設置

　　    労務を含むが，材料費については別途計上する。

　　　　なお，コンクリート１日当り打設量は，29㎥を標準とする。

　　 5.　コンクリート床版にグランドアンカー等を結合する場合は，別途考慮する。

　　 6.　諸雑費は，スペーサー，目地材，型枠材，型枠はく離剤，養生シート，養生

　　　　マット，角材，パイプ，コンクリートバイブレータ損料，散水等に使用する機

　　　　械の損料，電力に関する経費等の費用であり，労務費，機械損料及び運転経費

0.49

1.7

5

型 枠 工

ブーム式　90～110㎥／ｈ

諸 雑 費 率

0.76

普 通 作 業 員

コンクリートポンプ車運転 ｈ

％



土木工事標準歩掛の一部改定 
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工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

　３－３　基礎コンクリート工

　　　３－３－１　コンクリート工

　コンクリート工については，「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上する。

　　　３－３－２　型枠工

　型枠工については，「第５章コンクリート工②型枠工」により別途計上する。

　　　３－３－３　鉄筋工

　鉄筋工については，市場単価により別途計上する。

　　　３－３－４　基礎砕石工

　基礎コンクリート部における基礎砕石工については，「第３章共通工②基礎・裏込砕石

工」により別途計上する。

　３－４　支柱設置工

　　　３－４－１　適用範囲

　ベースプレート式Ｈ形鋼支柱を基礎コンクリートにアンカーボルトで固定する工法を標準

とし，Ｈ形鋼規格がＨ300㎜×300㎜以下，長さ９ｍ以下に適用する。

　これ以外の工法・規格を用いる場合は，別途考慮する。

　　　３－４－２　機種の選定

　使用する機械・規格は，次表を標準とする。

　　　３－４－３　支柱設置歩掛

　支柱設置歩掛は，次表を標準とする。

単　位

人

〃

〃

日

％

機　械　名

表3.11　機種の選定

世 話 役

ラフテレーンクレーン
　　排出ガス対策型（第１次基準値）

　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

規　　　　格

特 殊 作 業 員

排出ガス対策型（第１次基準値）

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊
ラフテレーンクレーン運転

普 通 作 業 員

0.60

規　　　格

0.56

　　　2.　諸雑費は，アンカーボルト設置に係る労務・材料費であり，労務費及び

1.2

12

　　　　　　　　　　表3.12　支柱設置歩掛 （10本当り）

名　　　称 数　　量

0.46

　　　　機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

諸 雑 費 率

(注)　1.　ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　３－４－２　機種の選定

　使用する機械・規格は，次表を標準とする。

　　　３－４－３　支柱設置歩掛

　支柱設置歩掛は，次表を標準とする。

単　位

人

〃

〃

日

％

名　　　称 規　　　格 数　　量

世 話 役 0.46

排出ガス対策型（第２次基準値）

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊
ラフテレーンクレーン運転

特 殊 作 業 員

ラフテレーンクレーン
　　排出ガス対策型（第２次基準値）

　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

普 通 作 業 員

諸 雑 費 率

(注)　1.　ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　2.　諸雑費は，アンカーボルト設置に係る労務・材料費であり，労務費及び

　　　　　　　　　　表3.12　支柱設置歩掛 （10本当り）

12

0.60

1.2

規　　　　格

表3.11　機種の選定

機　械　名

　　　　機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

0.56
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工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

現行どおり 

　３－５　壁面材設置工

　　　３－５－１　適用範囲

　壁面材１枚当りの規格が，長さ2.5ｍ以下，幅0.6ｍ以下，質量170㎏以下の場合に

適用し，これ以外の規格を用いる場合は，別途考慮する。

　　　３－５－２　機種の選定

　使用する機械・規格は，次表を標準とする。

　　　３－５－３　日当り編成人員

　日当り編成人員は，次表を標準とする。

（人）

　　　３－５－４　日当り施工量

　標準編成人員による日当り施工量は，次表を標準とする。

(注)　 壁面材の金具による固定作業及び壁面材頂部に取り付ける天

　　　３－５－５　諸雑費

　諸雑費は，支柱と壁面材との緩衝材，壁面材の継目材，天端目隠しプレート，天端

目隠しプレート用ボルト・ナットの材料費であり，労務費及び機械賃料の合計額に次表

の率を乗じた金額を上限として計上する。

　３－６　裏込砕石工

　裏込砕石工は「第３章共通工②基礎・裏込砕石工」の裏込砕石工により計上する。

なお，盛土高が６ｍを超える場合には「３－７裏込砕石付帯工」を追加計上する。

　　排出ガス対策型（第１次基準値）

　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

38

　　 端目隠しプレートの取付作業を含む。

表3.15　日当り施工量 （㎡／日）

1 1

世話役

表3.13　機種の選定

表3.14　日当り編成人員

(注)　ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

機　械　名 規　　　　格

ラフテレーンクレーン

3

普通作業員特殊作業員

65

壁　面　材　設　置　工

壁　面　材　設　置　工

表3.16　諸雑費率 (％)

３－５－２　機種の選定

　使用する機械・規格は，次表を標準とする。

表3.13　機種の選定

機　械　名 規　　　　格

(注)　ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

ラフテレーンクレーン
　　排出ガス対策型（第２次基準値）

　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊



土木工事標準歩掛の一部改定 
発泡スチロールを用いた超軽量盛土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

現行どおり 
　３－７　裏込砕石付帯工

　　　３－７－１　適用範囲

　裏込砕石工の付帯工種として盛土高が６ｍを超える場合に適用する。

　　　３－７－２　機種の選定

　使用する機械・規格は，次表を標準とする。

　　　３－７－３　施工歩掛

　施工歩掛は，次表を標準とする。

単　位

日

％

4.　単価表

　(１)　発泡スチロール設置工10㎥当り単価表

単位

人

〃

㎥

個

式

〃

〃

〃

４×10／Ｄ 〃　　　〃

表3.1，表3.2１×10／Ｄ

表3.3

10×（１＋ロス率）

摘　　　要規　　　　格

(注)　1.　ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

規　　　格 数　　量

諸 雑 費 率

名　　　称

　　排出ガス対策型（第１次基準値）

　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊
0.76

４

表3.4

ラフ テレ ーン クレ ーン

運 転

世 話 役

表3.17　機種の選定

機　械　名 規　　　　格

　　排出ガス対策型（第１次基準値）

　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊
ラフテレーンクレーン

　　　　　　　　　　表3.18　施工歩掛 （10㎥当り）

発 泡 ス チ ロ ー ル

数　量

雑

工

種

排 水 材 設 置 工

基 礎 砕 石 工

普 通 作 業 員

名　　　　称

　〃

　〃
1敷 砂 工

表3.6

必要に応じて計上

　〃

　〃

1

1

　　　2.　諸雑費は，コンクリートバケットの費用であり，賃料に上表の率を

　　　　　乗じた金額を上限として計上する。

緊 結 金 具

(注)　Ｄ：日当り施工量（㎥／日）

諸 雑 費 1 表3.5

計

３－７－２　機種の選定

　使用する機械・規格は，次表を標準とする。

３－７－３　施工歩掛

　施工歩掛は，次表を標準とする。

単　位

日

％ ４

ラフ テレ ーン クレ ーン

運 転

　　排出ガス対策型（第２次基準値）
　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

諸 雑 費 率

0.76

名　　　称

（10㎥当り）

数　　量規　　　格

　　　　　　　　　　表3.18　施工歩掛

ラフテレーンクレーン
　　排出ガス対策型（第２次基準値）

　　油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

表3.17　機種の選定

機　械　名 規　　　　格

　　　2.　諸雑費は，コンクリートバケットの費用であり，賃料に上表の率を

(注)　1.　ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

　　　　　乗じた金額を上限として計上する。



土木工事標準歩掛の一部改定 
発泡スチロールを用いた超軽量盛土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行どおり 

(２)　コンクリート床版工10㎥当り単価表

単位

人

〃

〃

〃

〃

㎥

㎡

本

ｈ

㎥

〃

式

(３)　圧送管組立・撤去費単価表（コンクリート床版工10㎥当り）

単位

人

式

　　　2.　Ｂ：標準日打設量＝29（㎥／日）

(注)　1.　Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。

世 話 役

数　量

表3.10

名　　　　称 規　　　　格 摘　　　要

　〃

特 殊 作 業 員 　〃

型 枠 工

普 通 作 業 員

表3.10

設計量

コ ン ク リ ー ト

表3.9

表3.8

10×（１＋ロス率）

鉄 筋 工

支 柱 結 合 ア ン カ ー

コンクリートポンプ車

運 転

溶 接 金 網

計

　〃

　〃

ブーム式

　90～110㎥／ｈ

圧 送 管 組 立 ・ 撤 去費 10
(3)単価表

必要に応じて計上

諸 雑 費 1

特 別 な 養 生 工 10

表3.10

必要に応じて計上

（注）

0.46×Ｌ／Ｂ普 通 作 業 員

数　量

(注)　特別な養生工については，「第５章コンクリート工①コンクリート工９養生工

　　（特殊養生）」によるものとする。

名　　　　称 規　　　　格 摘　　　要

計

諸 雑 費
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(４)　支柱設置工10本当り単価表

単位

人

〃

〃

本

日

式

(５)　壁面材設置工10ｍ
2
当り単価表

単位

人

〃

〃

枚

個

日

式

(６)　裏込砕石付帯工10ｍ
3
当り単価表

単位

日

式

規　　　　格名　　　　称 摘　　　要数　量

表3.12

　〃

１×10／Ｄ

１×10／Ｄ

　〃

　〃

設計量

表3.12

数　量

10

　〃

　〃

設計量

特 殊 作 業 員

世 話 役 １×10／Ｄ

壁 面 材

世 話 役

特 殊 作 業 員

計

諸 雑 費 1

1諸 雑 費

　〃

支 柱

規　　　　格

３×10／Ｄ

　〃

　〃

摘　　　要名　　　　称

排出ガス対策型

(第１次基準値)

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

普 通 作 業 員

諸 雑 費

ラフ テレ ーン クレ ーン

賃 料

計

1

ラフ テレ ーン クレ ーン

賃 料

排出ガス対策型

(第１次基準値)

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

表3.13

表3.15

表3.18
ラフ テレ ーン クレ ーン

賃 料

排出ガス対策型

(第１次基準値)

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

普 通 作 業 員

壁 面 固 定 金 具

表3.14

表3.15

名　　　　称 規　　　　格

表3.16

数　量 摘　　　要

計

(注)　Ｄ：日当り施工量（㎡／日）

(４)　支柱設置工10本当り単価表

単位

人

〃

〃

本

日

式

(５)　壁面材設置工10ｍ
2
当り単価表

単位

人

〃

〃

枚

個

日

式

(６)　裏込砕石付帯工10ｍ
3
当り単価表

単位

日

式

摘　　　要規　　　　格 数　量

ラフ テレ ーン クレ ーン

賃 料

排出ガス対策型

(第２次基準値)

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

　〃

名　　　　称

名　　　　称

ラフ テレ ーン クレ ーン

賃 料

排出ガス対策型

(第２次基準値)

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

１×10／Ｄ

諸 雑 費 1

諸 雑 費

壁 面 固 定 金 具

表3.13

表3.15

設計量

壁 面 材

１×10／Ｄ

1

　〃

　〃

規　　　　格

表3.12

計

諸 雑 費

支 柱

摘　　　要

特 殊 作 業 員

設計量

　〃

10

表3.12

普 通 作 業 員 　〃

世 話 役

1

(注)　Ｄ：日当り施工量（㎡／日）

表3.16

摘　　　要

　〃

　〃

表3.14

表3.15

普 通 作 業 員 ３×10／Ｄ

特 殊 作 業 員

数　量

世 話 役

排出ガス対策型

(第２次基準値)

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊

規　　　　格名　　　　称

計

数　量

１×10／Ｄ

表3.18

　〃

計

ラフ テレ ーン クレ ーン

賃 料



土木工事標準歩掛の一部改定 
発泡スチロールを用いた超軽量盛土工 

 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現行どおり 

(７)　機械運転単価表

機　械　名 規　　格 指定事項適用単価表

運転日当り運転時間

　ブーム式

　90～110㎥／ｈ

運転労務数量→１／Ｔ

　　　　　　　　　　　ポンプ車

(注)　Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。

（ブーム式　90～110㎥／ｈ）

機械損料２→コンクリート

数量→Ｌ×１ｈ

単位→ｍ・ｈ

機－３

Ｔ：コンクリートポンプ車

　コンクリート

　　　　ポンプ車

　　　　　　　圧送管（径125㎜）

機械損料１→コンクリート



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工） 

工種名 現  行 改  定 
基礎工 
鋼管・既製コン

クリート杭打工

（中掘工） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 中  掘  工 

 ２－１ 適 用 範 囲 

  本資料は，中掘り（打撃又はグラウト注入（拡大根固め工法を含む）による打止め）による鋼管杭及び既製コン

クリート杭（ＰＨＣ杭，ＲＣ杭，ＳＣ＋ＰＨＣ杭）の施工に適用する。 

  なお，適用杭径は，次表による。  
表2.1 適 用 杭 径 

工     法 杭   径（㎜） 摘         要 

中 掘 り 
400～1,000 鋼管杭 

400～1,000 既製コンクリート杭 
 
 ２－２ 施 工 概 要 

   中掘工法は，あらかじめ杭中空部にオーガスクリュを挿入，杭建込を行った後，削孔と同時に杭を圧入してい

く工法である。杭打設後は，杭の支持力低下を補うためにモンケンなどにより杭を打撃し支持層に1.0から1.5ｍ

程度打込むか，グラウト材を支持層に注入し杭と一体化させる方法がある。 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工） 

工種名 現  行 改  定 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２－２－１ 施工フロー 

 

   施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

2. ヤットコは必要により施工。 

搬 入

機 械 組 立

機械移動据付

杭吊込み芯出し

杭 建 込

杭打作業（オーガ掘削)

継 杭 有 無

杭 建 込

継 手 溶 接

ヤットコ建込

打止方法決定（打撃orグラウト注入)

オ ー ガ 引 抜 き

ヤットコ引抜き

穴埋・整地作業

機 械 解 体

搬 出

グラウト注入

杭 頭 処 理

施
工
本
数
分
繰
返
し 

施 工 本 数 分

無

有 

打撃打止(モンケン) オーガ引抜き

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工） 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２－３ 機 種 の 選 定 

   機械・規格は，次表を標準とする。  
表2.2 機種の選定 

機   種 規   格 単位 

数   量 

摘   要 施工杭径
φ400以上
φ800未満

施工杭径
φ800以上
φ1000未満

施工杭径
φ1000 

ア ー ス オ ー ガ 
中 掘 機 

モンケン10ｔ 
オーガ出力55kW 

台 １ － － 打撃方式で施工す
る場合のみ，モン
ケンを装備する。モンケン10ｔ 

オーガ出力90kW 
〃 － １ １ 

クローラクレーン 

排出ガス対策型（第１
次基準値）油圧駆動式
ウィンチ・ラチスジブ
型50～55ｔ吊 

〃 

１ １ －  

排出ガス対策型（第１
次基準値）油圧駆動式
ウィンチ・ラチスジブ
型80ｔ吊 

－ － １  

バ ッ ク ホ ウ 

排出ガス対策型(第１
次基準値) 
クローラ型山積 
0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 

〃 １ １ １ 
掘削土の処理作業
（穴埋作業及び簡
易な整正を含む）

 

 ２－４ 日当り編成人員 

   日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表2.3 日当り編成人員 （人）

職 種 
工 法 世 話 役 と び 工 特殊作業員 普通作業員 溶 接 工

中 掘
打 撃 １ １ － １ 1 

グラウト注入 １ １ １ １ 1 

(注) 継杭を施工しない場合は，溶接工は計上しない。 
 
 ２－５ 施 工 歩 掛 

  ２－５－１ 杭10本当り施工日数（Ｔd） 

   杭10本当りの施工日数は，次式による。 

   鋼管杭の場合 

    Ｔd＝α・β・Ｔa （日／10本） 

   既製コンクリート杭の場合 

    Ｔd＝α・Ｔa  （日／10本） 

     α ＝土質係数 

     β ＝板厚係数 

     Ｔa ＝杭種，機種別施工日数（ヤットコの建込み及び引抜きを含むが，不要の場合でも使用できるものと

する。） 

   ① 土質係数（α）  
表2.4 土質係数（α） 

Ｎ 値 の 範 囲 20未満 20以上40未満 40以上 

土 質 係 数 1.00 1.14 1.29 

(注) Ｎ値は，層の加重平均Ｎ値とする。 

 

２－３ 機 種 の 選 定 

   機械・規格は，次表を標準とする。  
表2.2 機種の選定 

機   種 規   格 単位

数   量 

摘   要 施工杭径
φ400以上
φ800未満

施工杭径
φ800以上
φ1000未満

施工杭径
φ1000 

ア ー ス オ ー ガ
中 掘 機

モンケン10ｔ 
オーガ出力55kW 台 １ － － 打撃方式で施工す

る場合のみ，モン
ケンを装備する。 モンケン10ｔ 

オーガ出力90kW 〃 － １ １ 

クローラクレーン

排出ガス対策型（第１
次基準値）油圧駆動式
ウィンチ・ラチスジブ
型50～55ｔ吊

〃

１ １ －  

排出ガス対策型（第１
次基準値）油圧駆動式
ウィンチ・ラチスジブ
型80ｔ吊

－ － １  

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型(第２
次基準値) 
クローラ型山積 
0.45ｍ3(平積0.35ｍ3)

〃 １ １ １ 
掘削土の処理作業
（穴埋作業及び簡
易な整正を含む） 

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工） 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 板厚係数（β） 

     鋼管杭で板厚の異なる継杭の場合には，最小板厚の板厚係数とする。また，既製コンクリート杭の場合は

計上しない。  
表2.5 板厚係数（β） 

掘削長（ｍ） 
板    厚（㎜） 

９～10 11～12 13～14 15～16 

16ｍ以下 1.00 1.00 1.00 1.00 

16ｍを超え32ｍ以下 1.00 1.07 1.15 1.24 

32ｍを超え48ｍ以下 1.00 1.10 1.20 1.32 

48ｍを超え64ｍ以下 1.00 1.11 1.23 1.36 
 
   ③ 杭種，施工方法別施工日数（Ｔa） 

    (１) 鋼管杭（グラウト方式） 

表2.6 鋼管杭（グラウト方式） 

掘削長（ｍ） 

杭     径（㎜） 

400以上 
500未満 

500以上 
600未満 

600以上 
700未満 

700以上 
800未満 

800以上 
900未満 

900以上 
1,000未満

1,000 
 

16ｍ以下 1.65 1.72 1.77 1.83 1.93 2.05 2.19 

16ｍを超え32ｍ以下 3.07 3.30 3.48 3.69 3.91 4.16 4.45 

32ｍを超え48ｍ以下 4.49 4.89 5.19 5.55 5.90 6.27 6.71 

48ｍを超え64ｍ以下 5.91 6.48 6.90 7.41 7.88 8.37 8.97 
 
    (２) 鋼管杭（打撃方式） 

表2.7 鋼管杭（打撃方式） 

掘削長（ｍ） 

杭     径（㎜） 

400以上 
500未満 

500以上 
600未満 

600以上 
700未満 

700以上 
800未満 

800以上 
900未満 

900以上 
1,000未満

1,000 
 

16ｍ以下 1.72 1.76 1.78 1.80 1.83 1.85 1.87 

16ｍを超え32ｍ以下 3.14 3.35 3.49 3.66 3.81 3.95 4.13 

32ｍを超え48ｍ以下 4.56 4.93 5.20 5.52 5.79 6.06 6.38 

48ｍを超え64ｍ以下 5.98 6.52 6.91 7.38 7.78 8.17 8.64 
 
    (３) 既製コンクリート杭（グラウト方式） 

表2.8 既製コンクリート杭（グラウト方式） 

掘削長（ｍ） 

杭     径（㎜） 

400以上 
500未満 

500以上 
600未満 

600以上 
700未満 

700以上 
800未満 

800以上 
900未満 

900以上 
1,000未満

1,000  

16ｍ以下 1.63 1.73 1.78 1.84 1.93 2.05 2.19 

16ｍを超え32ｍ以下 3.22 3.45 3.62 3.81 4.00 4.24 4.56 

32ｍを超え48ｍ以下 4.80 5.17 5.47 5.78 6.06 6.43 6.92 

48ｍを超え64ｍ以下 6.38 6.89 7.31 7.75 8.13 8.62 9.29 

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工） 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(４) 既製コンクリート杭（打撃方式） 

表2.9 既製コンクリート杭（打撃方式） 

掘削長（ｍ） 

杭     径（㎜） 

400以上 
500未満 

500以上 
600未満 

600以上 
700未満 

700以上 
800未満 

800以上 
900未満 

900以上 
1,000未満

1,000  

16ｍ以下 1.72 1.76 1.78 1.80 1.83 1.85 1.87 

16ｍを超え32ｍ以下 3.30 3.48 3.63 3.77 3.89 4.03 4.23 

32ｍを超え48ｍ以下 4.88 5.20 5.47 5.74 5.95 6.22 6.60 

48ｍを超え64ｍ以下 6.46 6.92 7.31 7.71 8.02 8.41 8.97 

 

  ２－５－２ 諸雑費 

   諸雑費は，労務費，材料費（杭)，機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 

   (１) 中掘（打撃打止め）による鋼管・既製コンクリート杭打込の諸雑費は，溶接棒及びオーガスクリュ，オ

ーガヘッド，ヤットコ，足場材，交流アーク溶接機損料，空気圧縮機（排出ガス対策型）の運転，電力に

関する経費等の費用である。なお，ヤットコの有無にかかわらず本諸雑費率を適用できる。 

表2.10 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 ６ 
 
   (２) 中掘（グラウト注入）による鋼管・既製コンクリート杭打込の諸雑費は，グラウト材（セメントミルク)，

溶接棒，杭先端加工費及びオーガスクリュ，オーガヘッド，ヤットコ，足場材，交流アーク溶接機損料，

空気圧縮機（排出ガス対策型)，モルタルプラント運転及び電力に関する経費等の費用である。なお，ヤッ

トコの有無にかかわらず本諸雑費率を適用できる。 

表2.11 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 12 

(注) 拡大根固め工法も上表の率を適用する。
 
 ２－６ 単 価 表 

   (１) 中掘（打撃打止め）による鋼管・既製コンクリート杭打込み10本当り単価表  
名     称 規    格 単位 数    量 摘    要

世 話 役  人 Ｔd×１ 表2.3 

溶 接 工  〃 Ｔd×１ 
表2.3必要に応
じて計上 

と び 工  〃 Ｔd×１ 表2.3 

普 通 作 業 員  〃 Ｔd×１ 〃 

杭  本 10  

アースオーガ中掘機運転  日 Ｔd 表2.2 

クローラクレーン運転 
排出ガス対策型（第１次基準値） 
油圧駆動式ウィンチ・ラチスジブ型 〃 Ｔd 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第1次基準値) 
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3)

〃 Ｔd 〃 

諸 雑 費  式 １ 表2.10 

計     

(注) Ｔd：杭10本当り施工日数 

 

現行どおり 

２－６ 単 価 表 

   (１) 中掘（打撃打止め）による鋼管・既製コンクリート杭打込み10本当り単価表  
名     称 規    格 単位 数    量 摘    要 

世 話 役  人 Ｔd×１ 表2.3 

溶 接 工  〃 Ｔd×１ 
表2.3必要に応
じて計上 

と び 工  〃 Ｔd×１ 表2.3 

普 通 作 業 員  〃 Ｔd×１ 〃 

杭  本 10  

アースオーガ中掘機運転  日 Ｔd 表2.2 

クローラクレーン運転
排出ガス対策型（第１次基準値） 
油圧駆動式ウィンチ・ラチスジブ型○
○ｔ吊

〃 Ｔd 〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第２次基準値) 
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 〃 Ｔd 〃 

諸 雑 費  式 １ 表2.10 

計     

(注) Ｔd：杭10本当り施工日数 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工） 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(２) 中掘（グラウト注入）による鋼管・既製コンクリート杭打込み10本当り単価表  
名     称 規    格 単位 数    量 摘    要

世 話 役  人 Ｔd×１ 表2.3 

溶 接 工  〃 Ｔd×１ 
表2.3必要に応
じて計上 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔd×１ 表2.3 

と び 工  〃 Ｔd×１  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔd×１  〃 

杭  本 10  

アースオーガ中掘機運転  日 Ｔd 表2.2 

クローラクレーン運転 排出ガス対策型(第１次基準値) 
油圧駆動式ウィンチ･ラチスジブ型 〃 Ｔd  〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 排出ガス対策型(第１次基準値) 
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 〃 Ｔd  〃 

諸 雑 費  式 １ 表2.11 

計     

(注) Ｔd：杭10本当り施工日数 
 
   (３) 機械運転単価表  

機  械  名 規    格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

アースオーガ中掘機 

モンケン10ｔ 
オーガ出力55kW 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→65 

機械損料数量→1.70 

モンケン10ｔ 
オーガ出力90kW 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→83 

機械損料数量→1.70 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

排出ガス対策型(第１次基準値) 
油圧駆動式ウィンチ・ラチ
スジブ型 50～55ｔ吊 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→69 

機械損料数量→1.31 

排出ガス対策型(第１次基準値) 
油圧駆動式ウィンチ・ラチ
スジブ型 80ｔ吊 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→89 

機械損料数量→1.31 

バ ッ ク ホ ウ 
排出ガス対策型(第１次基
準値)クローラ型山積0.45

ｍ3（平積0.35ｍ3） 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→37 

機械損料数量→1.41 

 

(２) 中掘（グラウト注入）による鋼管・既製コンクリート杭打込み10本当り単価表  
名     称 規    格 単位 数    量 摘    要 

世 話 役  人 Ｔd×１ 表2.3 

溶 接 工  〃 Ｔd×１ 
表2.3必要に応
じて計上 

特 殊 作 業 員  〃 Ｔd×１ 表2.3 

と び 工  〃 Ｔd×１  〃 

普 通 作 業 員  〃 Ｔd×１  〃 

杭  本 10  

アースオーガ中掘機運転  日 Ｔd 表2.2 

クローラクレーン運転
排出ガス対策型（第１次基準値） 
油圧駆動式ウィンチ・ラチスジブ型○
○ｔ吊 

〃 Ｔd  〃 

バ ッ ク ホ ウ 運 転
排出ガス対策型(第２次基準値) 
クローラ型山積0.45ｍ3(平積0.35ｍ3) 〃 Ｔd  〃 

諸 雑 費  式 １ 表2.11 

計     

(注) Ｔd：杭10本当り施工日数 
 
   (３) 機械運転単価表  

機  械  名 規    格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

アースオーガ中掘機

モンケン10ｔ 
オーガ出力55kW 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→65 
機械損料数量→1.70 

モンケン10ｔ 

オーガ出力90kW 
機－18 

運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→83 
機械損料数量→1.70 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン

排出ガス対策型(第１次基準値) 
油圧駆動式ウィンチ・ラチ
スジブ型 50～55ｔ吊 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→69 
機械損料数量→1.31 

排出ガス対策型(第１次基準値) 
油圧駆動式ウィンチ・ラチ
スジブ型 80ｔ吊 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→89 
機械損料数量→1.31 

バ ッ ク ホ ウ
排出ガス対策型(第２次基
準値)クローラ型山積0.45
ｍ3（平積0.35ｍ3） 

機－18 
運転労務数量→1.00 
燃 料消費量→37 
機械損料数量→1.41 
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⑤ ニューマチックケーソン工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，掘削深度が40ｍ未満でかつ掘削面積が300ｍ2未満までのニューマチックケーソン工事に適用する。 

  なお，次項の掘削条件等の場合，又は現場条件により本資料により難い場合は，別途考慮する。 

  (１) 函内作業気圧（函内作業気圧とはゲージ圧力（絶対圧力：大気圧）をいう）が，392kPa（4.0kgf／cm2）

以上で施工する場合 

  (２) 工期等により２組以外の作業で施工する場合 

  (３) ケーソン１基に対し，１艤装（人力施工のみ)，２艤装（マンロック含む）以外で施工する場合 

 

2. 施 工 概 要 

 ２－１ 工 法 説 明 

   ニューマチックケーソン工法は，ケーソンを構築し底部に作業室を設けて，送気設備より地下水に対抗する圧

力の空気を送り，ドライに近い状態の室内へ作業員が入り，土砂を掘削，排出してケーソンを所定の支持地盤ま

で沈下させる工法である。 

 ２－２ 施工フロー 

   施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   2. ケーソンにはピアケーソンと止水壁ケーソンがあり，このフローはピアケーソンについて適用する。 

 

3. 掘削工法及び艤装の選定 

  掘削工法及び艤装は，ケーソン１基の掘削面積により，次表とする。 
 

表3.1 掘削工法及び艤装数 

ケーソン１基の掘削面積 工 法 艤装数 艤 装 内 訳 

40ｍ2未満 人力掘削 ２(１) マテリアルロック１，マンロック１

40ｍ2以上300ｍ2未満 機械掘削 ２ マテリアルロック１，マンロック１

(注) ( )書きは，40ｍ2未満の場合，現場条件によって艤装数１（マテリアルロック）にな

ることもある。 
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④ ニューマチックケーソン工 

1. 適 用 範 囲 

  本資料は，掘削深度が40ｍ未満でかつ掘削面積が300ｍ2未満までのニューマチックケーソン工事に適用する。 

  なお，次項の掘削条件等の場合，又は現場条件により本資料により難い場合は，別途考慮する。 

  (１) 函内作業気圧（函内作業気圧とはゲージ圧力（絶対圧力：大気圧）をいう）が，392kPa（4.0kgf／cm2）

以上で施工する場合 

  (２) 工期等により２組以外の作業で施工する場合 

  (３) ケーソン１基に対し，１艤装（人力施工のみ)，２艤装（マンロック含む）以外で施工する場合 

 

2. 施 工 概 要 

 ２－１ 工 法 説 明 

   ニューマチックケーソン工法は，ケーソンを構築し底部に作業室を設けて，送気設備より地下水に対抗する圧

力の空気を送り，ドライに近い状態の室内へ作業員が入り，土砂を掘削，排出してケーソンを所定の支持地盤ま

で沈下させる工法である。 

 ２－２ 施工フロー 

   施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

   2. ケーソンにはピアケーソンと止水壁ケーソンがあり，このフローはピアケーソンについて適用する。 

 

3. 掘削工法及び艤装の選定 

  掘削工法及び艤装は，ケーソン１基の掘削面積により，次表とする。 
 

表3.1 掘削工法及び艤装数 

ケーソン１基の掘削面積 工 法 艤装数 艤 装 内 訳 

40ｍ2未満 人力掘削 ２(１) マテリアルロック１，マンロック１

40ｍ2以上300ｍ2未満 機械掘削 ２ マテリアルロック１，マンロック１

(注) ( )書きは，40ｍ2未満の場合，現場条件によって艤装数１（マテリアルロック）にな

ることもある。 
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4. 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表4.1 機種の選定（ケーソン１基当り） 

作業
種別

機 械 名 規     格 単位 数量 摘    要 

排 
 

土 

クローラクレーン 油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 50ｔ吊 台 １  

バ ケ ッ ト 1.0ｍ3級 個 ２ １マテリアルロックにつき２個

土 砂 ホ ッ パ 10ｍ3級 基 １  

艤 
 

装 
 

設 
 

備 

マテリアルロック 
φ1.8～1.9ｍ級 
392kPa（４kgf/cm2）1.0ｍ3 

〃 １ 人力掘削１基 
機械掘削１基 

マ ン ロ ッ ク 立型10～12人用 〃 １ 暖房，自記気圧計，自動換気装
置を含む

シ ャ フ ト 
φ1.2ｍ級2ｍ級 
392kPa（４kgf/cm2） 

式 １ 必要数量 

スペシャルシャフト 
φ1.4ｍ級0.5ｍ級 
392kPa（４kgf/cm2） 

個 ２  

ボ ッ ト ム ド ア φ1.4ｍ級 392kPa(4kgf/cm2) 〃 ２  

圧 力 調 整 装 置 φ100㎜級 〃 １  

高 圧 ホ ー ス φ100㎜級×10ｍ 本 ７  

照 明 設 備  式 １  

機 

械
潜 函 用 シ ョ ベ ル 

バックホウ山積0.13ｍ3(平積0.1ｍ3) 台 １ 掘削面積40ｍ2以上100ｍ2未満 

天井走行式山積0.15ｍ3(平積0.13ｍ3) 〃 ２   〃 100 〃  300  〃 

安
全
管
理･

連
絡
設
備

高気圧下用空気呼吸器 ８ℓ級 ボンベ式 式 １ 掘削面積100ｍ2当り１個 

ガ ス 検 知 機 携帯用（酸素用） 個 １  

電話又はインターホン  式 １  

ブ ザ ー  〃 １  

函 内 Ｔ Ｖ  〃 １  

(注) 安全管理・連絡設備は，共通仮設費（率分）に含まれる。 

 

現行どおり 
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現行どおり 

表4.2 機種の選定１工事当り機械設備 

作業
種別

機 械 名 規   格 単位 数   量 摘 要

送気
 

設備

空 気 圧 縮 機 
低圧・定置式・スクリュー型 
392kPa（４kgf／cm2）29.0／36.0(ｍ3

／min）50／60Hz 
台 必要台数 (注) 1

圧縮空気清浄機 処理量 1,100ｍ3／ｈ 〃 必要台数 (注) 2

クーリングタワー 丸形冷却塔式・40ｔ／ｈ 〃 必要台数 (注)3.4

レシーバータンク 2.5ｍ3 〃 必要台数 (注) 2

送 気 管 
φ150㎜ ｍ 

空気圧縮機からゲ
ージ設備まで  

φ100㎜ 〃 
ゲージ設備からケ
ーソンまで  

救急
設備 ホスピタルロック 

490kPa（５kgf／cm2）径1.9ｍ（内径1.7
ｍ）長さ４ｍ８人用 

台 １ (注) 5

予備
設備

空 気 圧 縮 機 

排出ガス対策型（第１次基準値）可搬
式・スクリューエンジン掛 
7.5～7.8ｍ3／min 
10.5～11ｍ3／min  の中から選定 
18～19ｍ3／min 

〃 必要台数 (注) 6

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型(第１次基準値)ディ
ーゼルエンジン駆動 35kVA 〃 必要台数 〃 

電 力 設 備  式 １ (注) 7

(注) 1. 必要空気量を求め,それに見合う空気圧縮機の台数を計上する。 

2. 空気圧縮機の容量に見合う台数を計上する。 

3. クーリングタワー用補給水として，清水(水道水，ろ過河川水等)を次の量補給する。 

40ｔ／ｈ……７ℓ／min 
4. 空気圧縮機動力100kW当り180 ℓ／minの清水が得られる場合は，その取水設備を計上し，クー

リングタワーは計上しない。 

5. 救急設備は，共通仮設費算定基準における安全費で別途計上する。 

6. 予備設備の空気圧縮機，発動発電機は，賃料とする。 

7. 予備電源は，現場条件によっては２系統受電でよい。 

8. 現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

5. 掘削編成人員 

 ５－１ 函 内 作 業 

   ケーソン１基当りの函内作業の編成人員は，次表を標準とする。 

表5.1 函内編成人員 （人／基）

掘削工法 掘削面積  潜函世話役 潜 函 工 摘  要 

人力掘削 40ｍ2未満 １ ５  

機械掘削 
40ｍ2以上100ｍ2未満 １ ５ 潜函用バックホウ１台 

100ｍ2以上300ｍ2未満 １ ７ 天井走行式ショベル２台

(注) 1. 機械掘削の場合の函内掘削機械の運転は，潜函工が行うものとし，上表に含まれ

ている。 

2. 人力掘削の場合で作業室内体積（気積）が30ｍ3未満の場合の編成人員は次表に

よる。 

 

表5.2 函内編成人員（作業室内体積（気積）30ｍ3未満） 
（人／基）

作業室内体積 潜函世話役 潜 函 工 摘  要 

15ｍ3未満 １ １  

15以上20ｍ3未満 １ ２  

20以上25ｍ3未満 １ ３  

25以上30ｍ3未満 １ ４  
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現行どおり 

５－２ 函 外 作 業 

   ケーソン１基当りの函外作業の編成人員は，次表を標準とする。 

表5.3 函外編成人員 （人／基）

艤装数 潜函世話役 潜函工 特殊作業員 普通作業員 摘  要 

２ １ １ １（０） １ 人力掘削の場合

２ １ １ １（０） ２ 機械掘削の場合

(注) 函内作業気圧が０kPa（０kgf／cm2）（素掘）の場合は，特殊作業員は計上し

ない。 

 

 ５－３ 送気用設備 

   送気用設備の運転の編成人員は，次表を標準とする。 

表5.4 送気用設備編成人員 （人）

特 殊 作 業 員 電     工 

１ １ 

 

6. 作 業 時 間 等 

 ６－１ 函内作業及び函外作業 

   函内作業及び函外作業に従事する作業員の１組当り作業時間（賃金対象時間）は８時間とし，１日２交替（２

組）とする。 

 ６－２ 送気用設備 

   送気用設備の運転に従事する特殊作業員，電工の作業時間は，全日（24時間）とし，２交替で従事するものと

する。 

   なお，所要日数は，送気開始日から終了日までとする。 

 

7. 設備等の供用日数 

  設備等の供用日数は，積上げて算出することを原則とするが，次表のとおり算定することができる。 

表7.1 供 用 日 数 

設     備     等 供 用 日 数 摘     要 

艤 装 設 備 

潜 函 用 シ ョ ベ ル 

安 全 管 理 設 備 

連 絡 設 備 

送 気 設 備 

救 急 設 備 

予 備 設 備 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）×1.4 

（Ａ＋Ｂ＋Ｅ）×1.4 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）×1.4 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）×1.4 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）×1.4 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）×1.4 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）×1.4 

 

 

 

 

ケーソンが２基以上の

場合は，重複する分を減

ずること。 

ただし，Ａ：ケーソン構築日数（艤装日数含む） 

Ｂ：掘削沈下日数 

Ｃ：中埋コンクリート打設・養生日数（支持力テスト含む） 

Ｄ：定置式空気圧縮機組立・解体日数 

Ｅ：潜函用ショベル組立・解体日数 
 

(注) 1. 送気用空気圧縮機は， 大容量分を同時に据付・撤去する。 

2. 送気用空気圧縮機は，各ロットの掘削又は構築作業ごとに運転台数を求め計上する。

3. 艤装用シャフトは，ケーソン１基当り全使用本数の1/2は全供用日数を，残1/2は全供用

日数の1/2を供用日数とする。 

4. 供用日数は整数止めとし，小数点以下第１位を切り上げるものとする。 
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8. 施 工 歩 掛 

 ８－１ 刃口金物製作・据付け 

  ８－１－１ 刃口金物の製作 

   刃口金物の製作については，別途計上する。 

８－１－２ 刃口金物の据付け 

   刃口金物の据付けは，次表とする。 

表8.1 刃口金物据付歩掛 （１基当り） 

名     称 規   格 単 位 数 量 摘       要 

世 話 役  人 0.3×Ｔ1

Ｔ1：１基当り刃口金物質量 

（ｔ） 
溶 接 工  〃 1.4×Ｔ1

普 通 作 業 員  〃 0.8×Ｔ1

ラフテレーンクレーン
運 転

排出ガス対策型（第１次基準

値）油圧伸縮ジブ型20ｔ吊
日 1.2  

諸 雑 費 率  ％ ６  

(注) 1. 据付地盤の整地は含まない。 

2. 溶接工には，機械工を含む。 

3. 電気溶接機の運転を含む。 

4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

5. 諸雑費は，電気溶接機の損料，燃料・油脂及び溶接棒等の費用であり，労務費及び賃料の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 ８－２ 沈 下 掘 削 

  ８－２－１ 人力掘削 

   (１) １日当り（２組）の掘削量（Ｄa）は次表による。 

表8.2 人力掘削１日（２組）当り掘削量（Ｄa） （ｍ3・地山／日）

土 質
函内作業気圧(kPa[kgf/cm2]) 

砂，砂質土，
粘性土及び

粘土 

レキ及び
レキ質土

玉 石 混 り
砂 レ キ 軟岩(Ⅰ) 軟岩(Ⅱ) 

0（素掘） 31.6 25.0 17.1 10.1 4.8 

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 30.2 23.9 16.4 9.7 4.6 

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 23.9 18.9 13.0 7.6 3.7 

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 21.2 16.8 11.5 6.8 3.2 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 15.8 12.5 8.6 5.0 2.4 

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 14.0 11.1 7.6 4.5 2.1 

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 11.7 9.3 6.4 3.8 1.8 

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 9.9 7.9 5.4 3.2 1.5 

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 8.1 6.4 4.4 2.6 1.2 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 7.2 5.7 3.9 2.3 1.1 

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 6.8 5.4 3.7 2.2 1.0 

(注) 1. 刃口据付面から掘削深３ｍまでは，上表を30％低減する。 

2. 軟岩(Ⅰ)はピックハンマ等の併用による掘削，軟岩(Ⅱ)は発破を必要とする場合の歩掛である。 

3. 軟岩(Ⅱ)の場合，掘削10ｍ3当りダイナマイト2.1kg，雷管13個を計上する。 

  なお，削孔に要する設備として削岩機３台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対策型（第

１次基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

4. 軟岩(Ⅰ)の場合は，ピックハンマ４台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対策型（第１次

基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

5. 軟岩(Ⅰ)で亀裂が少なくブレーカを使用しても大塊となるもの及び軟岩(Ⅱ)おいて中硬岩に近く

相当に発破を必要とするものについては，日当り掘削量を30％低減することが出来る。 

   (２) 人力掘削の場合で，作業室内体積（気積）が30ｍ3未満の場合の１日（２組）当りの掘削量（Ｄb）は次

式で表すことができる。 

   Ｄb＝α×Ｄb１ 

Ｄb ：１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 

α ：補正係数 

Ｄb１ ：作業室内体積30ｍ3未満の１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 

8. 施 工 歩 掛 

 ８－１ 刃口金物製作・据付 

   「第４章共通工④オープンケーソン工５－１－１刃口金物の製作」により，別途計上する。 

 ８－２ 沈 下 掘 削 

  ８－２－１ 人力掘削 

   (１) １日当り（２組）の掘削量（Ｄa）は次表による。 

表8.1 人力掘削１日（２組）当り掘削量（Ｄa） （ｍ3・地山／日）

土 質
函内作業気圧(kPa[kgf/cm2]) 

砂，砂質土，
粘性土及び

粘土

レキ及び
レキ質土

玉石混り
砂 レ キ 軟岩(Ⅰ) 軟岩(Ⅱ)

0（素掘） 31.6 25.0 17.1 10.1 4.8

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 30.2 23.9 16.4 9.7 4.6

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 23.9 18.9 13.0 7.6 3.7

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 21.2 16.8 11.5 6.8 3.2 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 15.8 12.5 8.6 5.0 2.4

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 14.0 11.1 7.6 4.5 2.1

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 11.7 9.3 6.4 3.8 1.8

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 9.9 7.9 5.4 3.2 1.5

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 8.1 6.4 4.4 2.6 1.2 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 7.2 5.7 3.9 2.3 1.1

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 6.8 5.4 3.7 2.2 1.0

(注) 1. 刃口据付面から掘削深３ｍまでは，上表を30％低減する。 

2. 軟岩(Ⅰ)はピックハンマ等の併用による掘削，軟岩(Ⅱ)は発破を必要とする場合の歩掛である。

3. 軟岩(Ⅱ)の場合，掘削10ｍ3当りダイナマイト2.1kg，雷管13個を計上する。 

  なお，削孔に要する設備として削岩機３台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対策型（第

１次基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

4. 軟岩(Ⅰ)の場合は，ピックハンマ４台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対策型（第１次

基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

5. 軟岩(Ⅰ)で亀裂が少なくブレーカを使用しても大塊となるもの及び軟岩(Ⅱ)おいて中硬岩に近く

相当に発破を必要とするものについては，日当り掘削量を30％低減することが出来る。 

   (２) 人力掘削の場合で，作業室内体積（気積）が30ｍ3未満の場合の１日（２組）当りの掘削量（Ｄb）は次

式で表すことができる。 

   Ｄb＝α×Ｄb１ 

Ｄb ：１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 

α ：補正係数 

Ｄb１ ：作業室内体積30ｍ3未満の１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 
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表8.2 作業室内体積30ｍ3未満の１日（２組）当りの掘削量（Ｄb１） （ｍ3・地山／日）

作業室内体積（ｍ3）
函内作業気圧(kPa[kgf/cm2]) ０～10未満 10～15未満 15～20未満 20～25未満 25～30未満

0（素掘） 5.3 10.5 15.8 21.1 26.3 

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 5.0 10.1 15.1 20.2 25.2 

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 4.0 8.0 12.0 15.9 19.9 

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 3.5 7.1 10.6 14.1 17.7 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 2.6 5.3 7.9 10.5 13.2 

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 2.3 4.7 7.0 9.3 11.7 

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 2.0 3.9 5.9 7.8 9.8 

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 1.7 3.3 5.0 6.6 8.3 

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 1.4 2.7 4.1 5.4 6.8 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 1.2 2.4 3.6 4.8 6.0 

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 1.1 2.3 3.4 4.5 5.6 
 

表8.3 土質による補正係数（α） 

土 質 砂,砂質土,粘
性土及び粘土 

レキ及び 
レキ質土 

玉石混り 
砂レキ 軟岩（Ⅰ） 軟岩（Ⅱ）

補正係数 1.00 0.79 0.54 0.32 0.15 

(注) 1. 刃口据付面から掘削深３ｍまでは，上表を30％低減する。 

2. 軟岩（Ⅰ）はピックハンマ等の併用による掘削，軟岩（Ⅱ）は発破を必要とする場合の歩

掛である。 

3. 軟岩（Ⅱ）の場合，掘削10ｍ3当りダイナマイト2.1kg，雷管13個を計上する。 

 なお，削孔に要する設備として削岩機３台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対

策型（第１次基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

4. 軟岩（Ⅰ）の場合は，ピックハンマ４台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対策

型（第１次基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

5. 軟岩（Ⅰ）で亀裂が少なくブレーカを使用しても大塊となるもの及び軟岩（Ⅱ）において

中硬岩に近く相当に発破を必要とするものについては，日当り掘削量を30％低減することが

出来る。 

８－２－２ 機械掘削（掘削面積40ｍ2以上100ｍ2未満は潜函用バックホウによる掘削，100ｍ2以上300ｍ2未満は天井

走行式ショベルによる掘削） 

   施工１日（２組）当りの掘削量（Ｄc）は次による。 

   Ｄc＝β×Ｄc１ 

Ｄc ：１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 

β ：補正係数 

Ｄc１ ：機械掘削１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 

表8.4 機械掘削１日（２組）当りの掘削量（Ｄc1） （ｍ3・地山／日）

掘削面積（ｍ2）
函内作業気圧(kPa[kgf/cm2]) 40～60未満 60～100未満 100～300未満 

0（素掘） 43.3 49.8 96.3 

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 41.3 47.6 92.2 

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 32.8 37.6 73.0 

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 29.0 33.5 64.8 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 21.7 24.9 48.2 

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 19.2 22.0 42.6 

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 16.1 18.4 35.8 

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 13.6 15.6 30.3 

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 11.1 12.7 24.7 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 9.8 11.3 22.0 

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 9.3 10.7 20.6 

 

表8.3 作業室内体積30ｍ3未満の１日（２組）当りの掘削量（Ｄb１） （ｍ3・地山／日）

作業室内体積（ｍ3）
函内作業気圧(kPa[kgf/cm2]) ０～10未満 10～15未満 15～20未満 20～25未満 25～30未満 

0（素掘） 5.3 10.5 15.8 21.1 26.3 

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 5.0 10.1 15.1 20.2 25.2 

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 4.0 8.0 12.0 15.9 19.9 

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 3.5 7.1 10.6 14.1 17.7 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 2.6 5.3 7.9 10.5 13.2 

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 2.3 4.7 7.0 9.3 11.7 

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 2.0 3.9 5.9 7.8 9.8 

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 1.7 3.3 5.0 6.6 8.3 

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 1.4 2.7 4.1 5.4 6.8 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 1.2 2.4 3.6 4.8 6.0 

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 1.1 2.3 3.4 4.5 5.6 
 
 
 

表8.4 土質による補正係数（α） 

土 質 
砂,砂質土,粘
性土及び粘土

レキ及び 
レキ質土 

玉石混り 
砂レキ 軟岩（Ⅰ） 軟岩（Ⅱ） 

補正係数 1.00 0.79 0.54 0.32 0.15 

(注) 1. 刃口据付面から掘削深３ｍまでは，上表を30％低減する。 

2. 軟岩（Ⅰ）はピックハンマ等の併用による掘削，軟岩（Ⅱ）は発破を必要とする場合の歩

掛である。 

3. 軟岩（Ⅱ）の場合，掘削10ｍ3当りダイナマイト2.1kg，雷管13個を計上する。 

 なお，削孔に要する設備として削岩機３台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対

策型（第１次基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

4. 軟岩（Ⅰ）の場合は，ピックハンマ４台，空気圧縮機（7.5～7.8ｍ3／min）排出ガス対策

型（第１次基準値）可搬式・スクリューエンジン掛１台を計上する。 

5. 軟岩（Ⅰ）で亀裂が少なくブレーカを使用しても大塊となるもの及び軟岩（Ⅱ）において

中硬岩に近く相当に発破を必要とするものについては，日当り掘削量を30％低減することが

出来る。 

 

  ８－２－２ 機械掘削（掘削面積40ｍ2以上100ｍ2未満は潜函用バックホウによる掘削，100ｍ2以上300ｍ2未満は

天井走行式ショベルによる掘削） 

   施工１日（２組）当りの掘削量（Ｄc）は次による。 

   Ｄc＝β×Ｄc１ 

Ｄc ：１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 

β ：補正係数 

Ｄc１ ：機械掘削１日（２組）当りの掘削量（ｍ3・地山／日） 

表8.5 機械掘削１日（２組）当りの掘削量（Ｄc1） （ｍ3・地山／日）

掘削面積（ｍ2）
函内作業気圧(kPa[kgf/cm2]) 40～60未満 60～100未満 100～300未満 

0（素掘） 43.3 49.8 96.3 

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 41.3 47.6 92.2 

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 32.8 37.6 73.0 

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 29.0 33.5 64.8 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 21.7 24.9 48.2 

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 19.2 22.0 42.6 

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 16.1 18.4 35.8 

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 13.6 15.6 30.3 

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 11.1 12.7 24.7 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 9.8 11.3 22.0 

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 9.3 10.7 20.6 
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表8.6 土質による補正係数（β） 

土 質 砂,砂質土,粘
性土及び粘土

レキ及び 
レキ質土 

玉石混り 
砂 レ キ 軟岩（Ⅰ） 軟岩（Ⅱ）

補正係数 1.00 0.84 0.56 0.35 0.17 

(注) 1. 刃口据付面から掘削深３ｍまでは，上表を30％低減する。 
2. 軟岩(Ⅰ)はピックハンマ等による掘削，軟岩(Ⅱ)は発破を必要とする場合の歩掛である。 
3. 軟岩(Ⅱ)の場合，掘削10ｍ3当りダイナマイト2.1kg，雷管13個を計上する。 
4. 軟岩(Ⅱ)の場合は削岩機を， 軟岩(Ⅰ)の場合はピックハンマを次の台数計上する。 

掘削面積 40ｍ2以上100ｍ2未満２台 
空気圧縮機（削岩機用）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬式・
スクリューエンジン掛)×１台 

掘削面積 100ｍ2以上300ｍ2未満３台 
空気圧縮機（削岩機用）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬式・
スクリューエンジン掛)×１台 

掘削面積 40ｍ2以上100ｍ2未満２台 
空気圧縮機（ピックハンマ）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬
式・スクリューエンジン掛)×１台 

掘削面積 100ｍ2以上300ｍ2未満３台 
空気圧縮機（ピックハンマ）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬
式・スクリューエンジン掛)×１台 

5. 軟岩(Ⅰ)で亀裂が少なくブレーカを使用しても大塊となるもの及び軟岩(Ⅱ)において中硬
岩に近く相当に発破を必要とするものについては，日当り掘削量を30％低減することが出来
る。 

 

８－３ 沈下促進工法 

  ８－３－１ 載荷工法 

   (１) 材  料 

     水荷重（ポンプによる注排水）を標準とするが，現場条件等によりその他の工法が必要な場合は別途計上

する。 

   (２) 労  務 

      労務は，次表とする。 

 

表8.7 水荷重（ポンプによる注排水）作業歩掛 （１ｔ当り）

名         称 単    位 数    量 

特  殊  作  業  員 人 0.02 

(注) 注排水は，工事用水中ポンプ(1ｍ3/min・φ100)を必要台数計上する。 

 

 ８－４ 構 築 工 

  ８－４－１ 本体及び止水壁の製作 

   本体及び止水壁は，鉄筋コンクリート構造を標準とする。 

   (１) 本体及び止水壁の構築日数 

      コンクリートは早強セメント使用を標準とし，１リフト（ロット）当り標準構築日数は，艤装の組立・

解体を含めて10日（普通セメント使用の場合12日）とする。なお，止水壁の製作は止水壁ケーソンを使用

する場合のみ適用する。 

   (２) 投入打設工 

      「第５章コンクリート工①コンクリート工」鉄筋構造物により別途計上する。 

   (３) 足 場 工 

     ① 足場は枠組足場を標準とし，掛面積は次式による。 

         １ロット足場掛面積＝１ロット外周面積×1.6    （掛ｍ2） 

       なお，上式の数量は，ケーソン内側の足場数量も含む。 

     ② 足場の設置及び撤去は，１ロットごとに計上する。 

     ③ 足場の架設器材及び設置・撤去歩掛は,「第６章仮設工⑤足場工」により，別途計上する。 

   (４) 型 枠 工 

      「第５章コンクリート工②型枠工」により別途計上する。 

表8.5 土質による補正係数（β） 

土 質 砂,砂質土,粘
性土及び粘土 

レキ及び 
レキ質土 

玉石混り 
砂 レ キ 軟岩（Ⅰ） 軟岩（Ⅱ）

補正係数 1.00 0.84 0.56 0.35 0.17 

(注) 1. 刃口据付面から掘削深３ｍまでは，上表を30％低減する。 
2. 軟岩(Ⅰ)はピックハンマ等による掘削，軟岩(Ⅱ)は発破を必要とする場合の歩掛である。
3. 軟岩(Ⅱ)の場合，掘削10ｍ3当りダイナマイト2.1kg，雷管13個を計上する。 
4. 軟岩(Ⅱ)の場合は削岩機を， 軟岩(Ⅰ)の場合はピックハンマを次の台数計上する。 

掘削面積 40ｍ2以上100ｍ2未満２台 
空気圧縮機（削岩機用）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬式・
スクリューエンジン掛)×１台 

掘削面積 100ｍ2以上300ｍ2未満３台 
空気圧縮機（削岩機用）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬式・
スクリューエンジン掛)×１台 

掘削面積 40ｍ2以上100ｍ2未満２台 
空気圧縮機（ピックハンマ）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬
式・スクリューエンジン掛)×１台 

掘削面積 100ｍ2以上300ｍ2未満３台 
空気圧縮機（ピックハンマ）7.5～7.8ｍ3／min(排出ガス対策型(第１次基準値)可搬
式・スクリューエンジン掛)×１台 

5. 軟岩(Ⅰ)で亀裂が少なくブレーカを使用しても大塊となるもの及び軟岩(Ⅱ)において中硬
岩に近く相当に発破を必要とするものについては，日当り掘削量を30％低減することが出来
る。 

 ８－３ 沈下促進工法 

  ８－３－１ 載荷工法 

   (１) 材  料 

     水荷重（ポンプによる注排水）を標準とするが，現場条件等によりその他の工法が必要な場合は別途計上

する。 

   (２) 労  務 

      労務は，次表とする。 

 

表8.6 水荷重（ポンプによる注排水）作業歩掛 （１ｔ当り）

名         称 単    位 数    量 

特  殊  作  業  員 人 0.02 

(注) 注排水は，工事用水中ポンプ(1ｍ3/min・φ100)を必要台数計上する。 

 

 ８－４ 構 築 工 

  ８－４－１ 本体及び止水壁の製作 

   「第４章共通工④オープンケーソン工 ５－３－１ 本体及び止水壁」により，別途計上する。ただし，１リ

フト（ロット）当り標準構築日数は，艤装の組立・解体を含めて10(12)日とする。（ ）内は，普通セメント使

用の場合とする。なお，止水壁の製作は止水壁ケーソンのを使用する場合のみ適用する。 

   (１) 型 枠 工 

     「第５章コンクリート工②型枠工」により，別途計上する。 

   (２) 支 保 工 

     「第６章仮設工⑥支保工」により，別途計上する。 

   (３) 鉄 筋 工 

     鉄筋工は，市場単価により，別途計上する。 

   (４) 養 生 工 

     「第５章コンクリート工①コンクリート工」により，別途計上する。 
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(５) 支 保 工 

     「第６章仮設工⑥支保工」により，別途計上する。 

   (６) 鉄 筋 工 

      鉄筋工は，市場単価により別途計上する。 

   (７) 養 生 工 

      「第５章コンクリート工①コンクリート工」により別途計上する。 

    

 

８－４－２ 中埋コンクリート打設 

   (１) 中埋コンクリート工 

     中埋コンクリート打設，コンクリートポンプ車の運転経費は「第５章コンクリート工①コンクリート工」

による。 

   (２) ブローパイプバルブ調整 

     ケーソン１基当りのブローパイプのバルブ調整は，次表による。 

 

表8.8 ブローパイプバルブ調整 （１基当り）

名         称 単    位 数    量 

潜      函      工 人 6.3 

諸      雑      費 ％ 21 

(注) 1. バルブ調整は中埋コンクリートの打設量に関係ない。 

2. 諸雑費はボールバルブ，フランジの費用であり労務費の合計額に上表の率を

上限として計上する。 

 

  ８－４－３ コンタクトグラウト打設 

   コンタクトグラウト打設が必要な場合は別途計上する。 

８－５ 止水壁とりこわし工 

   鉄筋コンクリート構造の止水壁のとりこわしは，火薬によるとりこわしを標準とするが，振動，騒音等を防止

する必要がある場合は，コンクリート圧砕機によるとりこわし等，他の工法による。 

８－５－１ 火薬によるとりこわし 

   火薬によるとりこわし歩掛は，次表とする。 

表8.9 火薬によるとりこわし歩掛 （10ｍ3当り）

名     称 規     格 単  位 数   量 

世 話 役  人 0.1 

特 殊 作 業 員  〃 0.8 

普 通 作 業 員  〃 0.3 

火 薬 榎２号 kg 2.7 

電 気 雷 管 瞬発，脚線長 3.0ｍ，６号 個 20 

諸 雑 費 率  ％ 10 

(注) 1. 上表は，発破作業，鉄筋切断及び簡単な後片付けまでであり，コンクリート殻の運搬が必

要な場合は，別途計上する。 

2. 火薬充填用孔は，あらかじめ施工しておくものとする。 

3. 諸雑費は，アセチレン・酸素等の費用であり，労務費，材料費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。  
  ８－５－２ コンクリート圧砕機によるとりこわし 

   コンクリート圧砕機（バックホウ装着）によるとりこわしは，別途考慮する。 

  ８－４－２ 中埋コンクリート打設 

   (１) 中埋コンクリート工 

     中埋コンクリート打設，コンクリートポンプ車の運転経費は「第５章コンクリート工①コンクリート工」

による。 

   (２) ブローパイプバルブ調整 

     ケーソン１基当りのブローパイプのバルブ調整は，次表による。 

 

表8.7 ブローパイプバルブ調整 （１基当り）

名         称 単    位 数    量 

潜      函      工 人 6.3 

諸      雑      費 ％ 21 

(注) 1. バルブ調整は中埋コンクリートの打設量に関係ない。 

2. 諸雑費はボールバルブ，フランジの費用であり労務費の合計額に上表の率を

上限として計上する。 

 

  ８－４－３ コンタクトグラウト打設 

   コンタクトグラウト打設が必要な場合は別途計上する。 

 ８－５ 止水壁とりこわし工 

  「第４章共通工④オープンケーソン工 ５－５ 止水壁とりこわし工」により，別途計上する。 
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現行どおり 

9. 仮 設 備 工 

 ９－１ 仮設備の組立・解体 

   仮設備の組立・解体は，下記により計上する。 

   ただし，定置式空気圧縮機設備，土砂ホッパ，潜函用ショベル等を同場所に同時に２台以上組立・解体する場

合は，表9.1に台数分を乗じて計上する。 

表9.1 仮設備の組立・解体歩掛 （１台当り）

名 称 規格 単位

定置式空気 
圧縮機設備 

(29/36ｍ3/min) 
土砂ホッパ
（10ｍ3級）

潜函用ショベル
(バックホウ山積0.13
 ｍ3(平積0.1ｍ3)) 

潜函用ショベル
(天井走行式山積0.15
 ｍ3(平積0.13ｍ3)) 

クーリングタワー
設備(40ｔ／h)

ホスピタルロック

組立
7.0日 

解体
5.0日 

組立
1.5日 

解体
1.0日

組立
1.0日

解体
1.0日

組立
3.2日

解体
3.2日

組立
1.0日

解体
1.0日

組立
1.1日

解体
1.0日

世 話 役  人 3.3 2.0 1.5 0.5 ― ― 2.2 2.2 ― ― 1.0 1.0

と び 工  〃 7.0 3.0 5.2 2.5 ― ― ― ― ― ― 3.0 1.0

溶 接 工  〃 14.0 5.0 3.5 1.3 ― ― ― ― 1.0 0.5 4.0 1.1

潜 函 工  〃 ― ― ― ― 4.0 3.0 7.9 6.3 ― ― ― ― 

電 工  〃 3.0 1.0 0.4 0.2 1.0 1.0 1.0 1.0 ― ― ― ― 

普通作業員  〃 11.0 5.0 0.6 0.4 ― ― ― ― 0.7 0.3 3.3 2.0

コンクリート  ｍ3 12 ― 2 ― ― ― ― 2 ― 

ラフテレーン
クレーン賃料

油圧伸縮
ジブ型16ｔ吊 日 2.0 1.0 1.5 1.0 1.0 0.5 3.2 3.2 0.3 0.2 1.0 1.0

諸 雑 費  ％ 24 2 ― 10 33 8 

(注) 1. 組立材料は，地盤状態のよい水平面上に設置した場合の必要量であり，コンクリートの打設歩掛は組立・解体歩掛に
含まれている。 

2. 天井走行式ショベルの組立・解体には，天井走行レールの組立・解体を含む。 
3. 定置式空気圧縮機の歩掛は，レシーバタンク，圧縮空気清浄装置の据付・解体を含んでいる。 
4. クーリングタワーの歩掛は，空気圧縮機等からの配管を含む。 
5. 潜函用ショベルの解体歩掛は,函内作業気圧254.8kPa(2.6kgf/cm2)までを標準とし,それ以上については別途計上する｡
6. 諸雑費は据付けに必要な配管，ボルトナット，バルブ，パッキン等であり，労務費，材料費，賃料の合計額に上表の
率を乗じたものを上限として計上する。 

 ９－２ 送気用配管設備 

   配管は，一般配管用鋼管（ガス管）とし，空気圧縮機からゲージ設備まではφ150㎜，ゲージ設備からケーソン

まではφ100㎜を標準とし，配管歩掛は次表とする。 

表9.2 配 管 歩 掛 （100ｍ当り）

名    称 単 位 
管    径   （㎜） 
100 150 

組立 解体 組立 解体 

世 話 役 人 1.0 0.5 1.0 0.6 

普 通 作 業 員 〃 3.0 2.0 4.0 2.0 

配 管 工 〃 3.0 2.0 5.0 3.0 

諸 雑 費 ％ 21 16 

(注) 諸雑費はパッキン，ボルトナット，ティー，バルブの費用であり労務費の合計
額に上表の率を乗じたものを上限として計上する。 

 ９－３ 艤装設備組立・解体 

   潜函のシャフト（たて管），送気管，排気管及び配電管等の設備機械の艤装は，１リフト（ロット）ごとに組立・

解体を行い，歩掛は次表とする。 

表9.3 組立・解体歩掛 （人／１艤装・１リフト（ロット）当り）

名    称 規   格 単 位 数   量 

世 話 役  人 1.0 

潜 函 工  〃 3.0 

溶 接 工  〃 5.5 

クローラクレーン運転 
油圧駆動式ウインチ・ 
ラチスジブ型 50ｔ吊 日 1.0 

諸 雑 費  ％ 6 

(注) 1. 沈下完了後の解体労務は，上記の工数に含まれているので別途計上しない。 
2. 艤装組立・解体日数は，１艤装１リフト(ロット)当り１日とする。 
3. クローラクレーンは，賃料とする。 
4. 諸雑費は艤装に伴うボルトナット，パッキンであり労務費，賃料の合計額に上表
の率を乗じたものを上限として計上する。 

9. 仮 設 備 工 

 ９－１ 仮設備の組立・解体 

   仮設備の組立・解体は，下記により計上する。 

   ただし，定置式空気圧縮機設備，土砂ホッパ，潜函用ショベル等を同場所に同時に２台以上組立・解体する場

合は，表9.1に台数分を乗じて計上する。 

表9.1 仮設備の組立・解体歩掛 （１台当り） 

名 称 規格 単位

定置式空気 
圧縮機設備 

(29/36ｍ3/min)
土砂ホッパ 
（10ｍ3級） 

潜函用ショベル
(バックホウ山積0.13
 ｍ3(平積0.1ｍ3)) 

潜函用ショベル
(天井走行式山積0.15
 ｍ3(平積0.13ｍ3)) 

クーリングタワー
設備(40ｔ／h)

ホスピタルロック 

組立
7.0日

解体
5.0日

組立
1.5日

解体
1.0日

組立
1.0日

解体
1.0日

組立
3.2日

解体
3.2日

組立
1.0日

解体
1.0日

組立
1.1日 

解体
1.0日 

世 話 役  人 3.3 2.0 1.5 0.5 ― ― 2.2 2.2 ― ― 1.0 1.0 

と び 工  〃 7.0 3.0 5.2 2.5 ― ― ― ― ― ― 3.0 1.0 

溶 接 工  〃 14.0 5.0 3.5 1.3 ― ― ― ― 1.0 0.5 4.0 1.1 

潜 函 工  〃 ― ― ― ― 4.0 3.0 7.9 6.3 ― ― ― ― 

電 工  〃 3.0 1.0 0.4 0.2 1.0 1.0 1.0 1.0 ― ― ― ― 

普通作業員  〃 11.0 5.0 0.6 0.4 ― ― ― ― 0.7 0.3 3.3 2.0 

コンクリート  ｍ3 12 ― 2 ― ― ― ― 2 ― 

ラフテレーン
クレーン賃料 

排出ガス対策型（第

１次基準値）油圧伸

縮ジブ型16ｔ吊 
日 2.0 1.0 1.5 1.0 1.0 0.5 3.2 3.2 0.3 0.2 1.0 1.0 

諸 雑 費  ％ 24 2 ― 10 33 8 

(注) 1. 組立材料は，地盤状態のよい水平面上に設置した場合の必要量であり，コンクリートの打設歩掛は組立・解体歩
掛に含まれている。 

2. 天井走行式ショベルの組立・解体には，天井走行レールの組立・解体を含む。 
3. 定置式空気圧縮機の歩掛は，レシーバタンク，圧縮空気清浄装置の据付・解体を含んでいる。 
4. クーリングタワーの歩掛は，空気圧縮機等からの配管を含む。 
5. 潜函用ショベルの解体歩掛は,函内作業気圧254.8kPa(2.6kgf/cm2)までを標準とし,それ以上については別途計上
する｡ 

6. 諸雑費は据付けに必要な配管，ボルトナット，バルブ，パッキン等であり，労務費，材料費，賃料の合計額に上
表の率を乗じたものを上限として計上する。 
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10. 参 考 資 料 

 10－１ 函内照明設備 

   函内照明は100Ｗ電球とし，個数は次式による。 

      Ｎ＞（１＋
Ｌ

６
 ）Ｓ＋0.14Ａ 

        Ｎ：ケーソン内100Ｗ電球個数（個） 

        Ｌ：シャフト長（ｍ） 

        Ｓ：艤 装 数（基） 

        Ａ：掘 削 面 積（ｍ2） 

 10－２ １組当り掘削実作業時間 

   １組当りの掘削実作業時間は，次表を基準とする。 

表10.1 １組当り掘削実作業時間 

函内作業気圧（kPa［kgf／cm2］） １組当り掘削実作業時間（ｈ） 

0（素掘） 7.0 

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 6.7 

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 5.3 

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 4.7 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 3.5 

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 3.1 

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 2.6 

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 2.2 

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 1.8 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 1.6 

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 1.5 

(注) 上記の１組当り掘削実作業時間は，｢高気圧作業安全衛生規則｣労働省第40号による高圧下
の時間(高圧室内作業者に加圧を開始した時から減圧を開始するまでの時間)を基礎に函内休

止率等を考慮し定めたものである。 

10. 参 考 資 料 

 10－１ 函内照明設備 

   函内照明は100Ｗ電球とし，個数は次式による。 

      Ｎ＞（１＋
Ｌ

６
 ）Ｓ＋0.14Ａ 

        Ｎ：ケーソン内100Ｗ電球個数（個） 

        Ｌ：シャフト長（ｍ） 

        Ｓ：艤 装 数（基） 

        Ａ：掘 削 面 積（ｍ2） 

 10－２ １組当り掘削実作業時間 

   １組当りの掘削実作業時間は，次表を基準とする。 

表10.1 １組当り掘削実作業時間 

函内作業気圧（kPa［kgf／cm2］） １組当り掘削実作業時間（ｈ） 

0（素掘） 7.0 

0を超え 98.0以下［ 0を超え1.0以下］ 6.7 

98.0を超え137.2以下［1.0を超え1.4以下］ 5.3 

137.2を超え176.4以下［1.4を超え1.8以下］ 4.7 

176.4を超え215.6以下［1.8を超え2.2以下］ 3.5 

215.6を超え254.8以下［2.2を超え2.6以下］ 3.1 

254.8を超え294.0以下［2.6を超え3.0以下］ 2.6 

294.0を超え333.2以下［3.0を超え3.4以下］ 2.2 

333.2を超え352.8以下［3.4を超え3.6以下］ 1.8 

352.8を超え372.4以下［3.6を超え3.8以下］ 1.6 

372.4を超え392.0以下［3.8を超え4.0以下］ 1.5 

(注) 上記の１組当り掘削実作業時間は，｢高気圧作業安全衛生規則｣労働省第40号による高圧下
の時間(高圧室内作業者に加圧を開始した時から減圧を開始するまでの時間)を基礎に函内休

止率等を考慮し定めたものである。 

 

11. 単 価 表 

(１) 刃口金物据付１基当り単価表  
名      称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表8.1 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料

排出ガス対策型（第１次基準値）

油圧伸縮ジブ型20ｔ吊
日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ニューマチックケーソン工 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

  (２) 人力掘削10ｍ3当り単価表 
 

 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

潜 函 世 話 役  人 Ｍ×2×10／(Ｄa又はＤb)  

潜 函 工  〃 〃  

特 殊 作 業 員  〃 〃  

普 通 作 業 員  〃 〃  

クローラクレーン賃料
油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊 日 10／(Ｄa又はＤb)  

発 破 経 費  式 １ 必要に応じて別途計上 

諸 雑 費  〃 １  

(注) 1. Ｍ＝表5.1，表5.2の潜函世話役（潜函工）人員＋表5.3の潜函世話役（潜函工）人員 
2. 函内作業気圧が０kPa（０kgf／cm2）(素掘）の場合は，特殊作業員は計上しない。 

 

 (３) 機械掘削10ｍ3当り単価表 

 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

潜 函 世 話 役  人 Ｍ×2×10／Ｄc  

潜 函 工  〃 〃  

特 殊 作 業 員  〃 〃  

普 通 作 業 員  〃 〃  

シ ョ ベ ル 電 力  kWh Ｈw  

クローラクレーン賃料 油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊

日 10／Ｄc  

発 破 経 費  式 １ 必要に応じて別途計上 

諸 雑 費  〃 １  

(注) 1. Ｍ＝表5.1の潜函世話役（潜函工）人員＋表5.3の潜函世話役（潜函工）人員 

2. Ｈw：ショベル電力 

Ｈw＝Ｐs×Ｑs×Ｄ×2×Ｈ×10／Ｄc 

Ｐs：潜函用ショベル電力（kW） 

Ｑs：潜函用ショベル燃料消費率（kWh／kW） 

Ｄ ：潜函用ショベル台数（台） 

Ｄc：機械掘削１日（２組）当り掘削量 

Ｈ ：１組当り掘削実作業時間……表10.1 

3. 函内作業気圧が０kPa（０kgf／cm2）（素掘）の場合は，特殊作業員は計上しない。 

 

  (４) 送気用設備運転１日当り単価表（２交替） 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表5.4 

電 工  〃   〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

  (１) 人力掘削10ｍ3当り単価表 
 

表11.1 仮設備の組立・解体歩掛 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

潜 函 世 話 役  人 Ｍ×2×10／(Ｄa又はＤb)  

潜 函 工  〃 〃  

特 殊 作 業 員  〃 〃  

普 通 作 業 員  〃 〃  

クローラクレーン賃料 油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊

日 10／(Ｄa又はＤb)  

発 破 経 費  式 １ 必要に応じて別途計上

諸 雑 費  〃 １  

(注) 1. Ｍ＝表5.1，表5.2の潜函世話役（潜函工）人員＋表5.3の潜函世話役（潜函工）人員 
2. 函内作業気圧が０kPa（０kgf／cm2）(素掘）の場合は，特殊作業員は計上しない。 

 

 (２) 機械掘削10ｍ3当り単価表 

 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

潜 函 世 話 役  人 Ｍ×2×10／Ｄc  

潜 函 工  〃 〃  

特 殊 作 業 員  〃 〃  

普 通 作 業 員  〃 〃  

シ ョ ベ ル 電 力  kWh Ｈw  

クローラクレーン賃料 油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊

日 10／Ｄc  

発 破 経 費  式 １ 必要に応じて別途計上

諸 雑 費  〃 １  

(注) 1. Ｍ＝表5.1の潜函世話役（潜函工）人員＋表5.3の潜函世話役（潜函工）人員 

2. Ｈw：ショベル電力 

Ｈw＝Ｐs×Ｑs×Ｄ×2×Ｈ×10／Ｄc 

Ｐs：潜函用ショベル電力（kW） 

Ｑs：潜函用ショベル燃料消費率（kWh／kW） 

Ｄ ：潜函用ショベル台数（台） 

Ｄc：機械掘削１日（２組）当り掘削量 

Ｈ ：１組当り掘削実作業時間……表10.1 

3. 函内作業気圧が０kPa（０kgf／cm2）（素掘）の場合は，特殊作業員は計上しない。 

 

  (３) 送気用設備運転１日当り単価表（２交替） 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表5.4 

電 工  〃   〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ニューマチックケーソン工 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  (５) 水荷重（ポンプによる注排水）作業１ｔ当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表8.7 

水 中 ポ ン プ 運 転 工事用水中ポンプ 
φ100 

日  必要日数計上 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

 (６) ブローパイプバルブ調整ケーソン１基当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

潜 函 工  人 6.3 表8.8 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

(７) 火薬による（止水壁）とりこわし10ｍ3当り単価表  
名      称 規    格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表8.9 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

火 薬  kg  〃 

電 気 雷 管  個  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

  (８) 艤装設備組立・解体１艤装１リフト（ロット）当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

世 話 役  人  表9.3 

潜 函 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

クローラクレーン賃料
油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊 日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

 (４) 水荷重（ポンプによる注排水）作業１ｔ当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人  表8.6 

水 中 ポ ン プ 運 転 工事用水中ポンプ 
φ100 

日  必要日数計上 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

  (５) ブローパイプバルブ調整ケーソン１基当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

潜 函 工  人 6.3 表8.7 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

(６) 艤装設備組立・解体１艤装１リフト（ロット）当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

世 話 役  人  表9.3 

潜 函 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

クローラクレーン賃料 油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
ニューマチックケーソン工 

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  (７) 仮設備組立解体単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

世 話 役  人  表9.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

潜 函 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊 日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

  (８) ケーソン構築設備１式当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

艤 装 設 備  日  表7.1 

潜函用ショベル設備  〃  〃 

送 気 設 備  〃  〃 

予 備 設 備  〃  〃 

計     

  (９) 機械運転単価表 
 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

水 中 ポ ン プ 工事用水中ポンプ 
φ100 機-14  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 
油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊 機-16 

燃 料消費量→146 
賃 料 数 量→2.15 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 
（ 艤 装 用 ） 

油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊 機-16 

燃 料消費量→73 
賃 料 数 量→1.00 

 

  (９) 仮設備組立解体単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

世 話 役  人  表9.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

潜 函 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  〃 

ラフテレーンクレーン
 

賃 料

排出ガス対策型（第１次
基準値）油圧伸縮ジブ型
16ｔ吊

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

  (１０) ケーソン構築設備１式当り単価表 
 

名    称 規    格 単位 数    量 摘    要 

艤 装 設 備  日  表7.1 

潜函用ショベル設備  〃  〃 

送 気 設 備  〃  〃 

予 備 設 備  〃  〃 

計     

 

 (１１) 機械運転単価表 
 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

水 中 ポ ン プ 工事用水中ポンプ 
φ100 

機-14  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊

機-16 燃 料消費量→146 
賃 料 数 量→2.15 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン
（ 艤 装 用 ）

油圧駆動式ウインチ･
ラチスジブ型 50ｔ吊

機-16 
燃 料消費量→73 
賃 料 数 量→1.00 

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

コンクリート

工 

コンクリート

工 

 

① コンクリート工 

1. 適用範囲 

  本資料は，次表に示す一般的な構造物のコンクリート打設に適用する。 

  ダムコンクリート，トンネル覆工コンクリート，コンクリート舗装，消波根固めブロック， 

コンクリート桁及び軽量コンクリートの特殊コンクリート打設，並びに橋梁床版の養生工には 

適用しない。 

  なお，橋台・橋脚，擁壁，函渠，共同溝等の構造物については，別途資料による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. コンクリート打設工法の選定 

  コンクリート打設工法の選定は，図２－１を標準とするが，現場状況等を考慮し，これに 

より難い場合は，別途考慮する。 

 

 

 

 

 

 

'① コンクリート工 

1. 適用範囲 

  本資料は，次表に示す一般的な構造物のコンクリート打設に適用する。 

  ダムコンクリート，トンネル覆工コンクリート，砂防コンクリート，コンクリート舗装，消波 

根固めブロック，コンクリート桁及び軽量コンクリートの特殊コンクリート打設，並びに橋梁 

床版の養生工には適用しない。 

  なお，橋台・橋脚，擁壁，函渠，共同溝等の構造物については，別途資料による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 材料の使用量 

材料の使用量は，次式による。 

使用量＝設計量×（１＋Ｋ）……………式3.1 

Ｋ：ロス率 

 

 

 

 

 

4. 無筋・鉄筋構造物コンクリートポンプ車打設 

４－１ 無筋・鉄筋構造物のコンクリートポンプ車圧送コンクリートの範囲 

無筋・鉄筋構造物のコンクリートポンプ車圧送コンクリートのスランプ値及び粗骨材の最大 

寸法は，次表の範囲とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ：水平打設距離

Ｈ：打設地上高さ

スタート 

無筋・鉄筋構造物 

Ｈ≦２ｍ

小型構造物

Ｈ≦28ｍ，Ｌ≦20ｍ 

10ｍ3／日未満
かつ 

Ｈ≦２ｍ 

No

Yes

Yes

Yes 

No

小型構造物人力打設
無筋・鉄筋構造物 

コンクリートポンプ車打設
無筋・鉄筋構造物人力打設 小型構造物クレーン車打設 

クローラクレーン適用の場合は 
作業範囲を別途考慮 

構造物種別

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

 ４－２ 機種の選定 

  無筋・鉄筋構造物コンクリートポンプ車打設の機械・規格は次表を標準とする。 

 

 

 

 ４－２ 機種の選定 

  無筋・鉄筋構造物コンクリートポンプ車打設の機械・規格は次表を標準とする。 

 

 

 

 ４－３ 施工歩掛 

  ４－３－１ 無筋・鉄筋構造物コンクリートポンプ車打設歩掛 

   無筋・鉄筋構造物コンクリートポンプ車打設歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

  ４－３－２ 圧送管組立・撤去歩掛 

   コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超える場合は，超えた部分の圧送管延長分に 

ついて次表の労務を，組立・撤去歩掛として計上する。 

   なお，これにより難い場合は別途考慮する。 

 

 

 

 

5. 無筋・鉄筋構造物人力打設 

  無筋・鉄筋構造物人力打設歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
6. 小型構造物クレーン車打設 

 ６－１ 機種の選定 

  小型構造物クレーン車打設の標準機種は，トラッククレーンとし現場状況によりクローラ 

クレーンを選定することが出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６－２ 施工歩掛 

  小型構造物クレーン車打設歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 小型構造物クレーン車打設 

 ６－１ 機種の選定 

  小型構造物クレーン車打設の標準機種は，トラッククレーンとし現場状況によりクローラク 

レーンを選定することが出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

7. 小型構造物人力打設 

 小型構造物人力打設歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 養生工 

 ８－１ 一般養生工 

  一般養生工における歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

9. 養生工（特殊養生） 

 ９－１ 適用範囲 

  本資料は，河川，海岸，道路工事における寒中コンクリートの養生に適用する。 

  なお，養生方法は，給熱養生を基準とし，異形ブロック製作における養生は，適用しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 ９－２ 特殊養生工 

  ９－２－１ 特殊養生工（練炭養生） 

   練炭による特殊養生歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

  ９－２－２ 特殊養生工（ジェットヒータ養生） 

   (１) 機種の選定 

     機械・規格は，次表を標準とする。 

 

 

 

 

 (２) 施工歩掛 

     ジェットヒータによる特殊養生歩掛は，次表とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 (３) 運転時間 

     ジェットヒータによる特殊養生に要する施工機械運転日当り運転時間は，次表とする。 

 

 

 

 

10. 鉄筋工 

  鉄筋工は，市場単価により別途計上する。 

 

11. 型枠工 

 「第５章コンクリート工②型枠工」により別途計上する。 

 

12. 足場・支保工 

「第６章仮設工⑤足場工」，「第６章仮設工⑥支保工」により別途計上する。 

 

13. 単価表 

 (１) 無筋・鉄筋構造物コンクリートポンプ車打設10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 (２) 圧送管組立・撤去費10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 (３) 無筋・鉄筋構造物人力打設10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 (４) 小型構造物クレーン車打設10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 (５) 小型構造物人力打設10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 (６) 養生工（一般養生）10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 (７) 養生工（特殊養生・練炭）10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 (８) 養生工（特殊養生・ジェットヒータ）10ｍ3当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
コンクリート工 

 

工種名 現  行 改  定 
 (９) ジェットヒータ運転１時間当り単価表 

 

 

 

 

 

 (10) 機械運転単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (10) 機械運転単価表 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮設材設置撤去工  

工種名 現  行 改  定 
仮設工 
仮設材設置

撤去工 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

3. 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規   格 単位 数量 摘 要 

切梁・腹起し設置・撤去 
タイロッド・腹起し設置・撤去 
覆工板設置・撤去 
覆工板受桁設置・撤去 

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
(第２次基準値) 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 
台 １  

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

   2. 現地地盤が軟弱な場合や水中に施工する場合などラフテレーンクレーンによる作業が困難な場合は，クロ

ーラクレーン等現場条件に適合した機種とすることが出来る。 

 

現行どおり 

④ 仮設材設置撤去工 

 1. 適 用 範 囲 

  本資料は，土留（親杭横矢板工法，鋼矢板工法)，締切（一重締切，二重締切)，路面覆工等で使用される仮設材

のうち，切梁，腹起し，タイロッド，横矢板（土留板）及び覆工板の設置撤去工に適用する。 

 

 2. 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

 3. 機 種 の 選 定 

  機械・規格は，次表を標準とする。 

表3.1 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規   格 単位 数量 摘 要 

切梁・腹起し設置・撤去 
タイロッド・腹起し設置・撤去 
覆工板設置・撤去 
覆工板受桁設置・撤去 

ラフテレーンクレーン 
排出ガス対策型 
(第１次基準値) 

油圧伸縮ジブ型25ｔ 
台 １  

(注) 1. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

   2. 現地地盤が軟弱な場合や水中に施工する場合などラフテレーンクレーンによる作業が困難な場合は，ク
ローラクレーン等現場条件に適合した機種とすることが出来る。 

 

(切梁・腹起し設
置，撤去工) 

(横矢板設置・撤去
工) 

(覆工板，覆工板受桁
設置，撤去工) 

(タイロッド・腹起し
設置，撤去工) 

矢 板・Ｈ 鋼打込 

切梁・腹起し撤去 

埋 戻 し 

本 体 施 工 

切梁・腹起し設置 

掘 削 

矢 板・Ｈ 鋼引抜 

タイロッド・腹起し撤去 

矢 板 打 込 

タイロッド・腹起し設置 

矢 板 引 抜 

本 体 施 工 

掘 削 

覆 工 板 撤 去 

覆 工板受 桁設置 

本 体 施 工 

覆 工板受 桁撤去 

覆 工 板 設 置 

Ｈ 鋼 打 込 

※ 横 矢 板 撤 去 

埋 戻 し 

本 体 施 工 

横 矢 板 設 置 

掘 削 

Ｈ 鋼 引 抜 

※必要に応じて計上 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮設材設置撤去工  

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 施 工 歩 掛 

  ４－１ 施 工 歩 掛 

     各工種の施工歩掛は，次表とする。 

表4.1 施 工 歩 掛 

名  称 規  格 
単
位 

工   種   区   分 

１ ２ ３ 

切梁・腹起し 
 

（10ｔ当り） 

タイロッド 
・腹起し 
(10ｔ当り) 

横矢板 
 

(10ｍ2当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

世 話 役   人 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 0.4 0.2 

と び 工   〃 3.2(1.9) 1.9(1.2) 9.9 4.4 － － 

溶 接 工   〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

普 通 作 業 員   〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 1.2 0.6 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

諸 雑 費 率   ％ ４ ６ ８ ９ － － 

歩掛算出の施工質
量又は施工面積   

主部材及び副部材の全
質量 

タイロッド及
び腹起し材の
質量 

壁 面 積 

（注）1. 切梁・腹起しにおいては，加工材を標準とし，中間支柱の施工は含まない。また，火打ブロッ

クを使用する場合は，（   ）内の値を計上する。 

2. タイロッド・腹起しにおいては，中埋土の充填排除は含まない。 

3. 諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労

務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
 

表4.2 覆工板･覆工板受桁設置・撤去歩掛 

名  称 規  格 単位 

工   種   区   分 

４ ５ ６ 

設置面積700ｍ2以下 設置面積700ｍ2を超える 

覆工板受桁 
（100ｍ2当り） 

覆工板 
(100ｍ2当り) 

覆工板受桁 
(10ｔ当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

世 話 役   人 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

と び 工   〃 4.6 2.7 2.5 1.4 1.6 1.0 

溶 接 工   〃 2.1 1.3 － － 1.6 1.0 

普 通 作 業 員   〃 5.1 3.2 0.8 0.5 3.2 2.0 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

諸 雑 費 率   ％ ３ ４ － － ５ ６ 

歩掛算出の施工質
量又は施工面積   覆工板の面積 覆工板の面積 

覆工板受桁の
質量 

(注）1. 工種区分「４」は覆工板及び受桁，桁受の設置撤去の歩掛が含まれており，１工事当りの覆工

板設置面積700ｍ2以下に適用する。覆工板設置面積が700ｍ2を超える場合は，工種区分「５」及

び「６」を適用する。 

2. 覆工板においては，据置式（はめこみ式）の加工材を標準とし，路面のすりつけ作業は含まない。 

3. 覆工板受桁においては，加工材を標準とする。 

4. 覆工板受桁用桁受においては，（注）３に準じ加工材を標準とする。なお，歩掛算出について

は覆工板受桁の質量と覆工受桁用桁受の質量を含めて算出する。 

5. 諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労

務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

4. 施 工 歩 掛 

  ４－１ 施 工 歩 掛 

     各工種の施工歩掛は，次表とする。 

表4.1 施 工 歩 掛 

名  称 規  格 
単
位 

工   種   区   分 

１ ２ ３ 

切梁・腹起し 
 

（10ｔ当り） 

タイロッド 
・腹起し 
(10ｔ当り) 

横矢板 
 

(10ｍ2当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

世 話 役   人 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 0.4 0.2 

と び 工   〃 3.2(1.9) 1.9(1.2) 9.9 4.4 － － 

溶 接 工   〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

普 通 作 業 員   〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 1.2 0.6 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 賃 料 

排出ガス対策型 
(第2次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

諸 雑 費 率   ％ ４ ６ ８ ９ － － 

歩掛算出の施工質
量又は施工面積   

主部材及び副部材の全
質量 

タイロッド及
び腹起し材の
質量 

壁 面 積 

（注）1. 切梁・腹起しにおいては，加工材を標準とし，中間支柱の施工は含まない。また，火打ブロッ

クを使用する場合は，（   ）内の値を計上する。 

2. タイロッド・腹起しにおいては，中埋土の充填排除は含まない。 

3. 諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労

務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
 

表4.2 覆工板･覆工板受桁設置・撤去歩掛 

名  称 規  格 単位 

工   種   区   分 

４ ５ ６ 

設置面積700ｍ2以下 設置面積700ｍ2を超える 

覆工板受桁 
（100ｍ2当り） 

覆工板 
(100ｍ2当り) 

覆工板受桁 
(10ｔ当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

世 話 役   人 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

と び 工   〃 4.6 2.7 2.5 1.4 1.6 1.0 

溶 接 工   〃 2.1 1.3 － － 1.6 1.0 

普 通 作 業 員   〃 5.1 3.2 0.8 0.5 3.2 2.0 

ラ フ テ レ ー ン 
ク レ ー ン 賃 料 

排出ガス対策型 
(第2次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

諸 雑 費 率   ％ ３ ４ － － ５ ６ 

歩掛算出の施工質
量又は施工面積   覆工板の面積 覆工板の面積 

覆工板受桁の
質量 

(注）1. 工種区分「４」は覆工板及び受桁，桁受の設置撤去の歩掛が含まれており，１工事当りの覆工

板設置面積700ｍ2以下に適用する。覆工板設置面積が700ｍ2を超える場合は，工種区分「５」及

び「６」を適用する。 

2. 覆工板においては，据置式（はめこみ式）の加工材を標準とし，路面のすりつけ作業は含まない。 

3. 覆工板受桁においては，加工材を標準とする。 

4. 覆工板受桁用桁受においては，（注）３に準じ加工材を標準とする。なお，歩掛算出について

は覆工板受桁の質量と覆工受桁用桁受の質量を含めて算出する。 

5. 諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労

務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮設材設置撤去工  

工種名 現  行 改  定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 単 価 表 

  (１) 切梁・腹起し設置，撤去10ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 

  (２) タイロッド・腹起し設置10ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

タ イ ロ ッ ド φ32～42㎜ ｔ  必要量計上 

諸 雑 費  式 １ 表4.1 

計     
 

  (３) タイロッド・腹起し撤去10ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型式25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 

  (４) 横矢板設置10ｍ2当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

横 矢 板  ｍ3  壁面積(10ｍ2)×板厚 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

現行どおり 

 5. 単 価 表 

  (１) 切梁・腹起し設置，撤去10ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 

  (２) タイロッド・腹起し設置10ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

タ イ ロ ッ ド φ32～42㎜ ｔ  必要量計上 

諸 雑 費  式 １ 表4.1 

計     
 

  (３) タイロッド・腹起し撤去10ｔ当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 



土木工事標準歩掛の一部改定 
仮設材設置撤去工  

工種名 現  行 改  定 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  (５) 横矢板撤去10ｍ2当り単価表 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 

  (６) 覆工板・受桁設置，撤去100ｍ2当り単価表（覆工板設置面積700ｍ2以下） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  
 

  (７) 覆工板設置，撤去100ｍ2当り単価表（覆工板設置面積700ｍ2を超える） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 

  (８) 覆工板受桁設置，撤去10ｔ当り単価表（覆工板設置面積700ｍ2を超える） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第１次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

 

  (６) 覆工板・受桁設置，撤去100ｍ2当り単価表（覆工板設置面積700ｍ2以下） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     
 

  (７) 覆工板設置，撤去100ｍ2当り単価表（覆工板設置面積700ｍ2を超える） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １  

計     
 

  (８) 覆工板受桁設置，撤去10ｔ当り単価表（覆工板設置面積700ｍ2を超える） 

名     称 規     格 単 位 数 量 摘      要 

世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン
賃 料 

排出ガス対策型 
(第２次基準値) 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 

日  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

現行どおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
足場工 

 

工種名 現  行 改  定 
 

仮設工 

足場工 

 

⑤ 足場工 

1. 適用範囲 

  本資料は，一般土木工事の構造物施工にかかる平均設置高30ｍ以下の足場工に適用する。 

 ただし，高さ２ｍ未満の構造物及び鋼橋床版，砂防，ダム，トンネル等で標準歩掛が設定され 

ている工種には適用しない。なお，橋台・橋脚，擁壁，函渠，共同溝等の構造物については， 

別途資料による。 

 

２． 施工概要 

(１) 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分の 

みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
足場工 

 

工種名 現  行 改  定 
(２) 工法の選定 

    工法の選定は，図２－１による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 工法の選定 

 

３．施工歩掛 

足場材の設置・撤去歩掛は，次表とする。 

              表3.1 足場材設置・撤去歩掛      （100掛ｍ2当り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．施工歩掛 

足場材の設置・撤去歩掛は，次表とする。 

              表3.1 足場材設置・撤去歩掛      （100掛ｍ2当り） 

 

 

 

 

 

 

 

現行のとおり 



土木工事標準歩掛の一部改定 
足場工 

 

工種名 現  行 改  定 
(注) 1. 安全ネットが必要な場合は，( ）内の数値を計上する。 

   2. 枠組足場は手摺先行型とする。 

   3. 諸雑費は，足場工仮設材等の費用であり，労務費，機械賃料の合計額に 

     上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

     ・枠組足場における仮設材内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，板付布枠， 

       手摺，連結ピン，アームロック，ジャッキベース，手摺柱，手摺枠（二段手摺 

       の機能を有する），幅木，階段，養生ネット等である。また，安全ネットを設置 

       した場合の安全ネットである。 

     ・単管足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ，直線 

       ジョイント，固定ベース，足場板，敷板，壁つなぎ，階段，養生ネット等である。 

       また，安全ネットを計上した場合の安全ネットである。 

     ・単管傾斜足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ， 

       直線ジョイント，足場板，固定ベース，養生ネット等である。また，安全ネットを 

       計上した場合の安全ネットである。 

   4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

 

 

４．単価表 

(１) 手摺先行型枠組足場・単管・単管傾斜足場100掛ｍ2当り単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1. 安全ネットが必要な場合は，( ）内の数値を計上する。 

   2. 枠組足場は手摺先行型とする。 

   3. 諸雑費は，足場工仮設材等の費用であり，労務費，機械賃料の合計額に 

     上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

            なお、諸雑費には供用中の足場材損料を含むものとする。 

     ・枠組足場における仮設材内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，板付布枠， 

       手摺，連結ピン，アームロック，ジャッキベース，手摺柱，手摺枠（二段手摺 

       の機能を有する），幅木，階段，養生ネット等である。また，安全ネットを設置 

       した場合の安全ネットである。 

     ・単管足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ，直線 

       ジョイント，固定ベース，足場板，敷板，壁つなぎ，階段，養生ネット等である。 

       また，安全ネットを計上した場合の安全ネットである。 

     ・単管傾斜足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ， 

       直線ジョイント，足場板，固定ベース，養生ネット等である。また，安全ネットを 

       計上した場合の安全ネットである。 

   4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

４．単価表 

(１) 手摺先行型枠組足場・単管・単管傾斜足場100掛ｍ2当り単価表 
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